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生鮮食料品流通情報システムの開発研究

昭 和47年3月

囮
財団法人 日本 情 報処 理 開発 セ ンター



本研究 は、 日本 自転車振興会の機械工業振 興資金 に

ょる 「昭和46年 度情 報処理 に関す る調査研究補助事

業 」の うち、 「電 子計算機 と通信機の有機的結合 に よ

る生鮮食料 品等 の流通過程 における流通情報産業の開

発研究 」と して実施 した もの であります。
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本 研究 は、 生 鮮 食 料 品 に 関す る流 通 情報 シス テ ム開発 の た め、 昨 年度 よ り社

団 法人 食 品 需 給 研 究 セ ン ター に委託 して行 な った もの で あ ります 。

昭 和45年 度 にお き ま しては、 生 鮮 食料 品 の うち青 果 物 を対 象 と して流 通 の

現 状 を調 査 い た し ま した が、 本 年 度 は この 調査 の結 果 を もとに 流 通 情 報交 流 シ

ステ ム と取 引情 報 処理 シ ス テ ム につ い て基本 的 な設 計 を行 な うと と もにハ ー ド

ウ ェ アの構 成 を と りま とめ ま した。

もと よ り、 この 研 究 が生 鮮 食料 品 の流 通 や 価格 の 安定 に即 座 につ なが る もの

で は あ りませ ん が、 この 研 究 の結 果 が流 通 情 報産 業振 興 の 基礎 と して活 用 され

る こ とを念願 す る と と もに、 本 研 究 の実 施 に あた り ご指 導、 ご援 助 を得 た 関 係

各 省 な らび に ご協 力 い た だ い た市 場、 出荷 団体、 小 売 団体 等 の 関 係 各位 に深 く

感 謝 い た しま す。

昭和47年3月

財団法人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

会 長 難 波 捷 吾
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生鮮 食料 品等 の流通 情報 システムの

開発 研 究総合 研 究会

(通 商産業省重工業 局電子政 策課長)

(通 商産業省企業 用商務第一課長)

(通 商産業省大 臣官房情報管理課長)

(農 林省農林経済 局企業流通部市場課 長)

(農 林省農林経済局統計調査部流通統計課長)

(農 林省蚕糸園芸局野菜花 き課長)

(日 本 電信電話公社 デー タ通 信本部営業部長)

(日 本情報処理開発 センター専務理事)

(日 本商工 会議所情報 開発 室長)

(流 通経済研究所事務 局長)

(食 品需給研究 セ ンター常務理事)
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は じ め に

本 報 告 書 は財 団 法人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ーの委 託 を うけ て 、 社 団法 人食 品 需

給 研 究 セ ン ターが 昭和45、46の 両年 度 に わ た って行 な った生鮮 食 料 品 流 通 情 報 シ

ステ ム 開発 の た め の研 究 結 果 を と りま とめ た もの で あ る
o

我 国 の経 済 社会 に 拾い て 、 も っと も注 目 され てい る事項 の 一 つ に、 流通 問 題 が あ

る○ そ の 中 で も特 に 青果 物 等 生鮮 食 料 品 の 流通 問題 は 、物価 問 題等 、 国 民 生 活 に与

え る影 響 も大 き く、 その 合 理 化 、 近代 化 が 強 く要請 され てい る。

さ て、 生 鮮食 料 品 の流 通 が、 他 の 商 品 流通 と異 な り、商 品特 性 と しての鮮 度 が 重

視 され 、 末 端 では、 多種 多様 な もの を少 量 つ つ毎 日買 うとい う消 費 の形 態 が と られ

一 方 産 地 も全 国 に分 散 し
、 出荷 団 体 は10.orlO以 上 もあ るoこ の よ うな需 要 と消

費 を結 びつ け るた め、 現 在 消 費地 にteけ る卸 機 能 は、5,000近 くの 卸 売 市場 に よ

って営 まれ て い るo

しか しなが ら、 この卸 売市 場 に つ い て は、 価 格 形成 の安定 さ に欠 け る点等 がつ と

に指 摘 され て い た○ 昭和46年 制 定 さ れ た卸 売市場 法(昭 和46年 法 律 第55号)

は、 この点 の 解決 を 目的 と してい る もの で あるが 、 わ れわ れ け コ ン ピュー ター と通

信 回線 に ょっ て流通 情 報 を処 理 す る と とに よ り、 情報 不 足 を解 消 し、 か つ取 引事 務

の 効率 化 を図b、 とれ ら流通 問題 の解 決 へ の ア プ ロー チ を とる こ と と した。45年

度 にお い ては 、生 鮮 食 料 品 の流 通 に 関す る現 状 の調 査 を行 な い、46年 度 に お い て

は、 この 結果 を分 折 、検 討 して 「生 鮮 食 料 品流 通 情報 システ ム 」開 発 の た めの 研 究

を行 な ったo

す なわ ち、本 シス テ ムは 、全 国 の 出荷 団 体 、 卸 売市 場 、 関係 機 関 端 末 機 を設 置 し

こ れ と中央 コン ピュー ター を通 信 回 線 で結 ぶ 一 大 ネ ッ トワー ク を形 成 し、 当 該 商 品

の流通 担 当者 に 生産 と消費 の実 情 等 に関 す る的確 な情 報 を提 供 す る と と もに 、 他方

では取 引 当事 者 間 の取 引事 務 の迅 速 な機 械 処理 を行 ない、 もっ て 生 鮮食 料 品 の取 引

き の 効 率 化 、 合理 化 をは か り、 ひい ては 需 給 の均 衡 と価格 の安 定 化 に寄 与 す る こ と

を 目的 と した もの で あ る0
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本 報 告 書 では 全 体 を二 つ に分 け 、第 一 部 で は 生 鮮食 料 品流 通 の現 状 と問題 点 を

述 べ 、 次 い で 流 通 情 報 シス テ ム の概 要 とそ の効 果 を述 べ たo

ま た、 第 二 部 にお い て は、 流 通 情報 シス テ ムを 「流通 情 報 交 流 シス テ ム 」と 「

取引 情 報 処理 シ ス テ ム 」の 二つ に分 け 、 そ の詳 細 を述 べ る と ともに、 この シス テ

ムを構 成 す るハ ー ドウ ェ アにつ い て述 べ て あ るo

こ こに本 研 究 の 実 施 に あた り ご指 導 、 ご協 力 い た だ い た総 合 研 究会 の各委 員 を

は じめ、 関 係 各 位 に対 し深 く感 謝 の 意 を表 しま すo

("

社団法人 食 品需 給 研究 セ ン ター

理事長 中 西 一 郎

げ
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1.生 鮮 食 料 品 流 通 シ ス テ ム の 目 的

生 鮮 食 料 品 流 通 情 報 シス テ ムは,生 鮮 食料 品の 流 通 過程 にお い て,今 日最 も重

要 とな って い る需 要 拾 よび 供 給 に 関す る的 確 な情 報 の 収集 と提 供 を主 た る 目的 と

し,か つ 取 引事 務 の効 率 化,合 理 化 を図 るた め設 計 され た 流通 情 報処 理 シス テ ム

で あ る。

生 鮮 食料 品 は通 常,消 費 地 の卸 売 市場 に おい て セ リの方 法(新 しい 卸売 市場 法

の も とでは 相 対 売 の方法 も と り入れ られ て い る)に よっ て 仲卸 業 者 お よび 売 買参

加 者に販 売 され る。 これ らの取 引 は,消 費 者 へ の販 売 に 間 に 合 う よ う,通 常 どの

卸売 市場 に おい て も,毎 日早 朝6時 か ら8時 頃 ま で の間 に 一斉 に行 な われ る。

この よ うな事 情 か ら取 引 当事 者 で あ る生 産 者 も買 受 入 も取 引 され る商 品 の全 国

的 な生 産事 情,後 続 供給 事情,消 費需 要の 動 向,全 国 各 市場 の 動 き,特 に 入荷 状

況,市 況,市 場 取 引 に お け る 気配,品 質 と値動 き,競 合産 地 に お け る 出荷 状 況 な

どの取 引 の 前提 とな る 情 報 を必 ず し も充 分 に 知 る こ とが で きな い ま ま,そ の 市場

の入荷 量 のみ を判 断 の基 準 と し取 引 当事 者 の 経験 的 な勘 に よっ て取 引 され て い る 。

そ の た め,全 国 の 都 市 別 市 場価 格 には 開 きが あ り,ま た 同 じ市場 で も 日 々の取

引価 格が 大 き く変 動 す る時 もで きる。 そ こで農 林 省 では物 価 安定 対 策 の 一環 と し

て,全 国11大 都 市 の 市況 を調 査 し,全 国 の主 要卸 売市場 の 価格 に関 す る情 報 を

提供 してい る が,こ の 対 策 に よ り,卸 売価 格 の平 準 化 は進 み つ つ あ る。

しか しな が ら,生 鮮 食 料 品 につ い て,そ の 生 産,出 荷 輸 送,卸 売,仲 卸,小 売,

消費 の全 般 にわ た り,な お 一 層 の価 格 の 安定 と取 引の 円滑化 を図 り,国 民 生 活 の

安 定 に寄 与 す るた め に は,こ れ らの 流 通 情 報 を さ らに迅速 詳 細緻 密 な も の と し・

かつ 的 確 に処 理 す る シス テ ムを開 発す る 必要 が あ る。

か か る"流 通 情 報 シス テ ム"の 開 発 に ょ り,需 要 動 向に 応 じた計 画 的 な 出荷 が

促進 され,市 場 入荷 量 も安 定 し,流 通 の合 理 化 が促 進 され る もの で あ る・ 一方・

産地 の 出荷 団 体 と消 費地 の 卸 売業 者 間 の決 済 事 務 を 電 信に よ って処 理 す る こ とに

よ り,事 務 処 理 の 効 率化 が 促 進 され る。 そ れ が,さ らに適 確 な 需要 情報 を生 産 出

一7一



荷 にっ な ぎ,需 給 を均 衡 させ,価 格 を安 定 させ る一 助 に もな って い くもの と考 え

られ る。
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2.生 鮮 食 料 品 流 通 の 現 状

2-1青 果 物 流 通 の 実 態

青 果 物 は,全 国 各産 地 で生 産 され てk・ り,昭 和45年 度 にお け る国 内仕

向 量は 野 菜1,521万 トン,果 実650万 トンで,国 内 自給 率 はそ れぞ れ

99%,89%と な っ て い る。 そ の流 通 経路 は,生 産者一 出荷 団 体一 卸 売
L

業 者一 仲 卸業 者一 小 売商 とい う形 態 と な って い る。一
す なわ ち,生 産者 た る農 家 で 作 られ た青果 物 は,農 協 や 産 地仲 買入 等の

集 荷 団体(業 者)に よっ て 集 め られ,そ れ が卸 売 市場 に 出荷 され,卸 売 市

場 で は 卸 売業 者 に よって 仲 卸業 者や 買 参 入(小 売業 者)に 販 売 され る。 消

費者 に対 しては,買 参人 で あ る小 売業 者 ま たは 仲 卸 業 者 か ら購 入 した 小 売

業者 に よ り販 売 され て い る。

青果 物 流 通 が,工 業 製 品 の よ うな もの と違 って 卸 売市 場 とい う場 で一 定

の時 間 に 大量 の買 手 を集 め て現物 に つ い て取 引 され る のは,次 の よ うな理

由に よる もの で あ るo

① 鮮 度 を重 要 視 す る商 品で あ る。

青 果 物 は,特 異 な性 質 と して の"生 鮮"(鮮 度)と い う点 が あげ ら

れ る。 す な わ ち,青 果 物等 生 鮮 食 料 品は 鮮 度 が最 も重 要 視 さ れ る商 品

で あ り・ これ に よっ てそ の 商 品の価 値 が 決 め られ る もの で あ る。 そ の

結 果・ この 流通 は原 則 と して 短時 間の うちに 処理 され ねば な らな い 。

② 生 産 規模 が 小 さい。

我 国農 業 の 一 般的 性質 で もあ るが,生 産 農 家 数 の多 い こ と,さ らに

そ の 生 産 規 模 の 小 さい こ とが あげ られ る。 昭和43年 度 の農 業 調 査 に

よる と,野 菜 作農 家(野 菜 販 売 農 家数)は906千 戸 ,果 樹 園 栽培 農

家 は805千 戸 とな っ てい る。 また,作 付 規 模 に つ い ては10ア ー ル

未 満 の 農家 数 が 実 に80%を 占め て い る。

そ の た め,こ の よ うな小 規 模か っ 多数 の生 産 者 に よ っ て生 産 され る
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商 品(青 果 実)を 集 め るた め には 多 くの 人員 や機 構 が 必 要 と な る。 さ

らに その 産 地 が全 国各 地 に 分 散 して い るた や に・ 他 の商 品 には 例 の な

い よ うな 特異 な 集荷 組 織 が流 通 機 構 の 中 に組 込 まれ て い る。

③ 消 費単 位 が 小 さい 。

これ は 当該 商 品 そ の ものの 性 質 に も よる が,鮮 度 を重 要視 す る た め

に,消 費 者 等 の 購 買 行 動は 「毎 日買 い 」の 性格 が 強 く,そ の た め 購 入

単 位 は 「一家 庭 の 一 日の 消 費 量 」を 基 本量 と して 構 成 さ れ て い る。 こ

の よ うな消 費単 位 の 小 さ さは,小 売 店等 の場 合 で も同 様 で あ り一 日の

仕 入 量 は 一 日の販 売量 を 基本 と して い る。 この 点は 同 じ生 鮮 食 料 品 で

も食 肉 等 の場 合 で は 生 産単 位(屠 殺 の場 合 の一 頭,ま た は 一 枝)を 仕

入単 位 と して,販 売 で 分荷(必 要 量以 外 は 冷凍 等 の保 存)し て い るの

とは 対 照 的 で あ る。

この よ うに,消 費 単 位 の 小 さ い こ と と,「 毎 日買 い 」が 当該 商 品の

一 日の 流 通 量 を制 限 す る要 因 とな っ てい る。

④ 商 品 の種 類 が 多い 。

しか も消 費者 は,購 買 に 当 って 組 み 合 わ せて数 種 類 購 入 す るの が普

通 で あ る。 小 売商 が"八 百屋"と 呼 ば れ る ごと く,品 揃 え を豊 富 にす

るゆえ ん で あ る。

以 上 を ま とめ て み る と,商 品特 性 と しての鮮 度 の 問題 は,青 果 物 の 流通

を 「毎 日収 穫,毎 日流 通,毎 日消 費 」とい う形 態 に し,そ の上,生 産,消

費単 位 の 小 規 模 性 は,集 荷 機 構 や 分荷 機構 等 他 の 流 通 には あ ま りみ られ な

い面 が重 要視 され る 流通 機 構 を 必 要 と してい る もの とい え る。

2-2転 送 の 問 題

青 果物 の流 通 で よ く問 題 に され るの は 転 送 で あ る。 これ は 卸 売市場 で一

度 取 引 きされ た もの が,仲 卸 業 者 等 の 手 を経 て,再 び 他 の卸 売 市場 に 上場

され る現 象で ある。
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図1.青 果 物 の流 通 経 路

生 産 者
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(注)太 線 は:流 通路 の多 い経路 を示 す 。

資 料:農 林省 野菜 花 き認 「野 菜 の流 通 の現 状 と問題 点 」
p44～45

(昭 和45年2月)

一11一



昭和44年 に おけ る野 菜 の 卸 売数 量 は899万 トン(卸 売価 額4,530

億 円)、 果実の卸売数量は567万 トン(卸 売価額4,615億 円)で ある。 こ の

うち、 「転送 」された物は、 野菜37万 トン(250億 円)、 果実5t万 トン(261

億 円)で 、転送物 が卸売数量 に占める割合は、野菜、果実 とも6%を 上廻っている。

これ らの転 送は,通 常 東京,名 古 屋,大 阪 等,主 と して大 消費都 市 の 中

央卸 売 市 場 に上場 され た もの につ い て地 方の 小規 模 で 集 荷 力 の 弱 い 卸 売市

場 に 対 し行 なわれ て い る。

そ こで,現 在の 青 果物 の 流通 経 路 を配 給 体 系 を基 本 と しなが ら系 統 化 し

たの が図2で あ る。

す なわ ち,東 京,大 阪,名 古 屋 等 の 大都 市 の 卸 売市 場 へ の 入 荷 は,産 地

か ら直接 入 荷 を原 則 と してい る。 これ らの大 都 市 市場(1類 市場)で は、そ

の地 域 内 の仲 買入,買 参 人(小 売 人),そ れ に地 域外 か らの 買 出 人 に よっ

て取 引 きされ てい る。

これ に対 して,中 小 都 市vatoけ る2類 市場,3類 市 場 の 入荷 は,産 地 か

らの 入荷 の 外 に,大 都 市 市場 か らの転 送入荷 が 重要 な 役 割 を 占 め て い る 。

すkわ ち,2類,5類 の市 場 では,産 地 か ら荷 を直接 引 く力 が ない た め,

東京,大 阪,名 古 屋 等 の1類 市場(大 都 市 市場)か らの転 送 に 頼 っ て い る

の で あ る。

転 送 数 量割 合 の 高 い 品 目 と しては,野 菜 で は,う どの ほ か,め き ゃべ つ,

セ ロ リー等 の洋 菜類 と玉 ね ぎ,ば れ い し ょ,に ん じん,か ん しょ,ご ぼ う

等 比 較的 貯 蔵 の き く品 目で あ り,果 実 では,な つ み か ん,レ モ ン,ぶ ど う

(甲 州)等 産 地が 限定 され る品 目や 日持 ち よい もの が 転 送 され る割 合が 高

くなっ て い る。

これ らの転 送入荷 を受 け て い る2類 市 場,3類 市場 で は,当 該 都 市の 買

参 入(小 売人),そ れ に近 接 市 町村 の買 出入(小 売 人)に よっ て取 引 され

て い るo

ま た,市 場 の な い 市町 村 では 問 屋,小 売人 に よる配 給 に依 存 して い る。
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青果物市場 の配給系統図図2,
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「

1類 都 市… … 入 口100万 人 以 上 の都 市お よび これ に 準ず る大 都 市

2類 都 市 … 一・1類 都 市以 外 の 人 口20万 人 以上 の 都 市k・よび 野 菜 の年 間

取扱 量 がお お む ね2万 トン以 上の 都 市

3類 都 市…-1類 都 市teよ び2類 都 市以 外 の 都 市で入 口5万 入 以上 の 都

市,年 間取 扱量 が2,000ト ン以 上 の都 市

2-3流 通 の 機 能 分 析

図4は,現 在 の 青 果 物vak－ け る物 的 流通 機 能 を分 析 した もの であ る。

〔A〕 は 青果 物 の物 的 流通 経路 に つい て単 純 化 した もの で あ り,〔B〕

は そ れぞ れ の 流通 部 内 にお け る担 当 者 につ い て と らえ た もの で ある。 例 え

ば,出 荷 部 内の担 当者 は 農 協 や 任意 出荷 団 体,そ れ に集 出荷業 者(産 地 仲

買 人 等)で あ り,小 売部 内 は 小売 商 の外 に,ス ーパ ーや デ パ ー トが担 当 し

て い るo

物 流 の経 路 につ い て は,こ こで 図 式 化 され て い ない が,こ の外 に 産地 直

送 や産 地 直 売等 の経 路 も比率 は 小 さい が 存 在 して い る。

〔C〕 は さ らに 流通 機 能 にっ いて 分 析 した もの で あ る。 そ れぞ れ は 各 部

内 に お け る代 表 的 な 作業 過程 につ い てみ た もの で あるが,種 類 の 多い こ と

と,鮮 度 が 重 要 視 され る こ と と,一 般 的 に貯 蔵 が 困難 な 商 品 で あ る こ とか

ら,流 通 機 能の 名 の 下 に極 め て 多様 な 機 能 が 果 た され て い るとい え る。

■

一14一



●



β

富士川 市 場

下 田 市 場

一
富 士市場
藤i枝 市 場

掛 川 市 場

焼 津 市 場

磐 田 市 場

高 田 市 場

伊 東 市 場

富士宮 市 場

三 島 市 場

熱 海 市 場

一
中津川 市 場

清 水 市

凶

(例)東 京都 中央卸売市場 を中心 とした

青果物 の転送流通体系 につ いて(昭 和44年)

沼 津 市 市 場

(単 位:百 万 円)

ル

杉

z

8

浜 松 市 市 場⌒
!9

静 岡 市 市 場

'多

ρ

場

多治見 市 場

 

0

大 垣 市 場

伊 那 市 場

中 野 市 場

一
諏 訪 市場
佐 久 市 場

飯 田 市 場

岡 谷 市 場

上 田 市 場

富士吉田 市 場

鯖 江 市 場

武 生 市 場

敦 賀 市 場

 

θ

-0

2

弓

、

孜

`

19

・

七 尾 市 場　
小 松 市 場

魚 津 市 場

十 日町 市 場

六日町 市 場

小千谷 市 場

小 出 市 場

吉 田 市 場

 

♂

'3

ク

フ

ユ5

岐 阜 市 市 場

蕊 松本遵

一
横浜市中央市場

長 野 市 市 場

?

3

客

糸

魚

川

市

場

化

尋

新
発
田
市
場

〆

σ

金 沢 市 市 場
30

＼
甲 府 市 市 場

63

福 井 市 市 場

/

富 山 市 市 場

高 岡 古 市 場

 

＼

新潟市市場
一

小 田原市 市 場

ま

、

市

市

場

"

藤

沢

市

市

場

"

柏

崎

市

場

耽

三

条

市

場

高

田

市

場

長

岡

市
場

。O

海
老
名

市

場

爪
"¥

、
㌔
吋
、

湊

町

市
場

厚

木

市
場

、×

.

和

市

場

茅

ケ
崎

市
場

鎌

倉

市

場

一15～16・ 一

 

横
須
賀
市
市
場

『 械5＼1tO

相

模

原

市

場

.

㌔

茂

原

市
場

柏

市

市

場

習
志
野

市
場

船

橋

市

市

場

松

戸

市

市

場

野

田

市

場

木
更
津

市
場

館

山

市
場

亭

さ

市

川

市

市

場

銚

子
,
市

場

東 京都 中央 卸 売 市 場

罐

ち

千

葉

市

市

場

亭

春

日
部

市

Q

、

岩

槻

・市

場

従

浦

和

市

市

場

飯

能

.市

場

4

R9

上

尾

市

場

蕨

市
場

深

谷

市
場

～

大

宮

市

市

場

秩

父

市

川

,
口

市

場

、

熊

谷

市
場

旭 川 市 市 場
9

Σ/,ワ

北 見 市 市 場

■

9

函 館 市 市 場

札幌 市 中央 市 場

 

9

ヲ3仏

幻
妻

/

郵

r
帯 広 市 市 場

ノ之

'

バ

σ

/釧路市市場
一

仙 台 市 中央 市場

 

O

ぐ
も

川

越

市
場

藤

岡

市
場

8

⑱

高

崎

市

市

場

含

富

岡
市
場

卍〃ヨ

渋

川
市
場

/

"

館

林
市
場

ヤ

、

太

田
市
湯

池

"

曽
乍

β

8

青森市市場
一▽

岡 市 市 場

 

う

4

為

β

秋 田 市 市 場

前

橋

市

市

場

伊
勢
崎
市
場

宇
都
宮
市
市
場

水 戸 市 市 場

桐

生
市
場

山 形∵市 市 場

/

西

那
須
野
市
場

福 島 市 市 場

 

下

o

'

%

婬

吟

3う

今

市
市
場

考

大

田
原

市
場

小

山
市
場

■

鹿

沼
市
場

佐

野
市
場

∠

栃

木
市
場

龍

ケ
崎

市
場

石

岡
市

場

下

館
市
場

土

浦
市
場

日

立
市

場

須
賀

川
市
場

場市張夕

場市岩 見沢

場市唄美

場市別

 

芦

場市萌留

場市別

 

江

場市歳千

場市川

 

滝

場市川砂

場市富 良野

市寄名

場市蘭室

場市

場布

小 樽

苫小牧

場市内静

場市戸入

場市前弘

場市部南

場市石釜

場市古宮

場市関

場市上北

場市沢水

場市巻花

場市釜塩

場市巻石

場市気仙沼

場市川古

場市代能

場

 

館

場市手横

場市荘本

場市沢米

場市岡鶴

場市田酒

場市寒河江

場市山郡

場

場

会津若松 市

い わ き:㎡ 一市'

 

%

ぢb

"

㌣

ル
、

～

句
、

ス

輻

つ



図4現 在 の生鮮食料 品の物 流機能分析
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図5野 菜 の 流 通 機 構 図
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注1.生 産 者 は1965年 農 業 セ ンサ ス 「農 家調 査 報 告 書 」よ り 「販 売 農 家数 」

を とるc

2.出 荷機 能 担 当 者数 は農 林 省統 計 調 査 部 「青 果 物 出荷 機 構 の概 要 」よ り。

5・ 荷 受 卸 売 機 能 担 当 者 数 は農林 省 統計 調 査 部 「青=果物 荷 受 卸 売機構 調 査 」よ

り。'

4.小 売 店 数 は 通産 省 「商 業 統計 表 」よ り。
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図6果 実 の 流 通 機 構 図
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3.現 在 の 流 通 情 報 シ ス テ ム

3-1現 状 シ ス テ ム の 分 析

図7は,現 在 の 生鮮 食 料 品 の生 産,流 通,消 費の 各 過 程 を考 察 した もの

で あ る。 す なわ ち,生 産 か ら消 費 ま での 過程 を,生 産 者一 出荷 団体一 卸 売

業 者一 仲 卸 業 者一 小売 業 者 に 分 類 し,そ れ ぞ れ の業 務 内 容 を 分析 した もの

で あ る 。 さ らに,生 産 か ら消 費 ま での 間に,時 間 的 要 素 を導入 して分 析 し

て あ る。

生 鮮 食料 品(青 果 物)の 流 通 にお い て,卸 売 市 場 は 物 流 機 能,価 格 形 成

機能 等,流 通 の 中心 と して存 在 して い る ことが,こ の 図 に おい て も明確 に

示 され て い る。

す な わ ち,卸 売 市 場 は 生 産 地 ・出荷 団 体 等 産 地 か らの 供 給 と,地 方 仲 卸

業 者,小 売業 者 か らの 需要 に 対 す る結 合 点 と して 存 在 し,そ こで は需 給調

整 や価 格 決定,そ れ に集 分 荷 等 の機 能 が営 ま れ て い る。

しか し卸 売 市 場 に おけ る各 種機 能が,必 ず し も全 て充 分 に果 され てい な

い こ と も事 実 で あ る。す なわ ち価格 弾 力性,所 得 弾 力性 の 少 な い生 鮮 食料

品に つ い ては,需 給 の 均 衡 は,供 給 力い か ん で不 安 定 にな りや す く,そ の

た め価 格 変 動 が大 き くな りや す い。

そ こで,以 下 では 情報 流通 と取 引 流通 の 側 面 か ら,大 都 市の 卸 売市場 を

中心 と して構 成 され て い る生鮮 食料 品(青 果 物)の 流 通 を 分析 してみ る。

3-2現 在 の 情 報 交 流 に つ い て

① 情 報の 内容 と利 用状 況

流 通各 業 者 に つ い て,現 在 利 用 され て い る情 報 の 内容,お よび そ の手

法 は 次 の ご と くで あ る。

(出 荷 団体 の場 合)

1
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図 ス 現在の生鮮食料品 の生産 と流通過程
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e

農協(総 合農 協,専 門農 協)や 任意 組 合 等 出荷 団体 が,そ の 活 動 を 行

な うた め に最 も必 要 と して い る情報 と七 て は 消費 地,特 に卸 売 市場 にお

け る値 動 きに関 す る もの で あ る。 市 況 は 出荷 団体 が 出荷 計 画 を立 案す る

ため に最 も重 要 な情 報 が あ り,市 況 が軟 化 して い る場 合 には,出 荷 調 整

等を 行 な っ て これ に 対 処 して い る。

生 産 計画 を立 て る 場 合,そ の 基礎 とな る主 要 な情 報 には,前 年 度 の 販

売数 量,販 売価 格,そ れ に競 合 産地 の 作付 動 向等 が あ る 。 この ほ か,作

柄(生 育)や 被害 につ い て の情 報 も利用 され て い る。

これ らの 情 報の 入 手方 法 は 出荷 団 体 に よ って 異 なっ て い るが,市 況 に

つ い て は,出 荷先 の 卸 売業 者や 系統 機関 の 市場駐 在 員等 か らの通 報,あ

るいは 農 林 省 「流 通情 報 サー ビス 」か ら入 手 して い る。 作付 の 作柄,お

よび 出荷 等 の産 地 情報 につ い て は 「流通 情 報 サ ー ビス 」お よび 国や 県 の

公表 資料 を利用 し,ま た 自 ら競 合産 地等 に 出 向い て情 報 を入 手 して い る

場 合 もあるc

(集 出荷 業 者 の場 合)

出荷 団体 と同様,産 地 側 の 流通担 当者 と して の集 出荷 業 者が 利 用 して

いる 流通 情 報 は市 況 に関 す る もの で ある。 常 に主 要 都 市 の 市 況 の 動 きを

捉 え て,こ れ を 出 荷 先 や 出荷 量 等 を決定 す るた め の資 料 と して い る。 こ

のほ か,作 付が 開 始 され る と同 時 に産 地 を視 察 し,生 産 状 況 や 収穫 予想

等 につ い て調 査 して い る。

これ らの 情報 は 新 聞 ・ラ ジオ等 の マス コ ミや,市 場 関 係 者 お よび 同業

者 等か ら入手 して い る 。

(卸 売業 者 の場 合)

産 地 側 の 出荷 者 が 消費 地 の 情 報 を 必 要 としてい るの に 対 し,消 費地 の

流通 業 者 の場 合 は,産 地 の 情 報 に最 も関 心 を もって い る。 産地 の 情 報 に

つ い ては,作 付,生 育,収 穫 状 況等 の項 目に つ いて で あ る。 ま た,他 市

場の 動 きにっ い て も強 い関 心 を もつ てい る。
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これ らの 情 報 は 農 林 省 「流通 情 報 サ ー ビス 」を利 用 した り,直 接 現 地

に出 向 くな ど して入 手 して い る。

(仲 卸 業 者 の場 合)

仲 卸 業 者 の場 合,マ ス コ ミ等 を利 用 して 市況 お よび需 要情 報 を とる業

者 もい るが,多 くは経 験 や 勘 に よっ て取 引 を行 なっ て い る。 す な わ ち,

市場 へ の 入荷 量 が 多 い 日に は価 格 が 当然 下 が り少 ない 日には 上 が る とい

うよ うに,そ の 日そ の 日の 動 きに依 存 して い る。 産 地 や 消 費地 の 状況 に

つ い て も,卸 売 業 者や 小 売業 者 か ら間 接 的 に聞 く程 度 で,直 接 産 地へ 出

向 く場 合 は 少 な い よ うで ある 。

(小 売業 者 の 場 合)

市 況 情 報 や需 要 情 報に つ い て 関 心 を持 ってい るが,主 に卸 売 市場 か ら

直 接 そ れ を 入 手 してい る。

小 売 業者 で も,規 模 に よっ て情 報 へ の関 心 度 は 異 な っ て お り,ス ー パ

ー等 産 地 か ら直接 荷 を引 い て い る業 者 の場 合 ,市 況 の ほか に産 地 関 係の

情 報 も入 手 して い る。 入 手 方法 は マス コ ミのほ か,場 合 に よっ て は直 接

産地 に 出向 くこ と もあ る。

② 農 林 省 「流通 情 報 サ ー ビス 」にっ い て

これ は農 林 省 が 昭和42年 よ り,生 鮮 食 料 品 の 消費物 価 対 策 の 一 つ と

して 始 め た もの で あ り,生 鮮 食 料 品 の安 定 的 な生 産 を確 保す る と と もに,

そ の 流 通 の 合理 化 を 図 り,生 産 と消 費 を 全 体 と して 均衡 させ,市 場 に 於

け る毎 日の取 引 きの需 給 を 均 衡 させ る こ とを 目的 として設 置 さ れ た シス

テ ムで あ るc

す なわ ち,情 報 不足 に よ る需 給 の 不 均 衡 を解 消 し,需 要 動 向 に応 じた

生 産,出 荷 を 円 滑 に行 なわ せ るた め に,組 織 的 に生鮮 食 料 品 の 流 通情 報

を提 供 して い る。 も と よ り流 通情 報 は 正確 で あ る と同 時 に迅 速 で なけ れ

ばそ の 価 値は な い。 その た め,流 通 情 報 の発 生場 所 で ある主 要 な 産地 お

よび 市場(こ れ を 受け 持 つ 統 計調:査事 務 所 出張 所)と 統 計調 査 事 務 所 の
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間 を加 入 電 信(テ レッ クス)で,ま た統 計調査 事 務 所 と農 林 本 省 の 間 を

専 用 電信(テ レ タイ プ)で 結 び,情 報 が 発 生す る と直 ち に統 計調 査 事 務

所 や 出張 所 ま で伝 え られ る 仕組 みに な っ て いる。

全 国 の主 要 な 青 果 物 の卸 売市 場 で は,農 林 省職 員が 毎 日の入 荷 量 や 産

地 別 の 卸 売価 格 等 を調 査 し,ま た,主 要 産地 にあ る 統 計 調 査事 務 所 出張

所で は,生 産や 出荷 に関 する調 査 を行 ない,こ の 結 果 は 直 ちに 加 入電 信

(テ レ ック ス)で 統 計 調査 事 務所 に報 告 され る。 統 計調 査 事 務所 では ・

これ を受信 紙 に 文 字 で受 信 す る と同時 に,紙 テ ー プにさ ん 孔 受 信 し,こ

の 紙 テ ー プを 使 っ て専 用 電信(テ レ タ イプ)で 一 斉 に 関 係 機関 へ 送 信す

るo

統 計 調 査事 務 所 では,こ の よ うに して 伝 え られ た 流 通情 報 を事 務 所 で

発表 する 一 方,産 地 関 係 利 用者 や 市場 関 係利 用者 が 利 用 しや す い よ うに,

整 理 編集 して利 用に 供 してい る。 この よ うな情 報 は,発 生 場 所 か ら伝 達

場所 ま で 電 信機 械 に よって 直 ちに伝 達 さ れ る シス テ ムに な っ てい る。

な お,生 鮮 食 料 品 流 通情 報 は,農 林 本 省 を経 由 して 全 国 的 に伝 え られ

る全 国 情 報 と,農 林 本 省を 経 由 す る こ とな くその 地 域 の範 囲の 中 で 相互

に交 換 す る地 域情 報 の2っ に分 け てそ の利 用性 を高 め る よ うに なっ て い

るo

農 林 省 「生 鮮食 料 品流 通 情報 サ ー ビス 」の情 報 項 目 と情 報 内容 は表 一

1の ご と くであ る。 生 産 情 報 と して は 作 付,作 柄,災 害情 報 が,出 荷情

報 と しては 季 節 出荷,週 間 出荷 情 報 が,市 況情 報 と して は 市 場 別 市況,

品 目別 市況 が 提 供 され て い る。

「流 通 情 報 サ ー ビス 」は 次 の 図8で み た ご と く,テ レ ック スや テ レ タ

イプに よっ て行 なわれ て い るが,農 林 省 で は'市場 別 品 日別 産地別'市況 情

報 を,品 目別 市場 別 市況 情 報 等 に編 成す る ため に小型 の コ ン ピュー タを

使 用 して お り,全 国11大 都 市 の 市況 や,主 要 産 地 の生 産 情報 を迅 速 に

各 地 に 伝 達 す る点 で は,か な りの 効 ・果を あげて い る とい え よ う。
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しか し,他 方 では 処 理 方 法 等 につ い ての 問 題 もか な りあ る。 この 点 を

列 記す れ ば 次 の ご と くで あ る。

a.情 報 は テ レ ック スや テ レタ イ プに よ り,統 計 調 査事 務所 や そ の 出

張 所 ま では 即 刻 伝 達 され る が,利 用 者 た る 出 荷 団 体 や 卸 売業 者 が 情

報 を入 手 す る場 合 には,こ れ らの出張 所 や マ ス コ ミ等 を経 由す るた

め,情 報 流 通 の 迅速 性 に欠 け る面が あ る。

b.調 査対象市場 が11大 都市市場に限定 されて いるため、値動 きを知 る う

えでは利用価値は高いが、出荷団体 が直接 に 自らの発送商品の値 を矢[わた り、

ま た,近 年 成 長度 の高 い 近 郊 都 市(関 東 地 方 の場 合の 大 宮,船 橋,

千葉,浦 和等)に っ い て の情 報 入手 は 困 難iとな って い る。

c.情 報 の内 容が 限 定 さ れ て い る ため,利 用 者が 素 材 を入 手す る うえ

では 価 値 は 高 いが,解 析 さ れ た もの が ない た め,利 用 に際 しては 高

度 な判 断 を 必 要 とす る。

d.統 計調 査 事務 所 や 出張 所等 の 調 査機 関 に おけ る手 作業 の処 理 作業

(取 りま とめ 等)が 多 く介在 し,処 理 時 間 が長 く,ま た本 省 に お け

る コン ピュ ー タ利 用 書 で もオ フ ・ラ イ ンで あ り,迅 速 性 では か な り

遅 れ てい る。

表1農 林 省 「生鮮食料品流通 情報 サー ビス 」の情報 内容

情 報 項 目 情 報 内 容

生 産 情 報

作 付 情 報 野菜や果物 の主要な産地の 作付面積 と苗の活着

の状 態な ど初期生育の状況を作付 直後に調査 して

情報 と して提供す る。情 報発表 の周期 はほぼ毎月

1回 で あ る 。

作 柄 情 報 野菜や果物の主要な産地の 作柄や収穫予想量を
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情 報 項 目 情 報 内 容

出荷前か ら出荷 盛期 まで数 回調査 し,情 報 と して提

供す る。 情 報 発表 の 周 期 は,ほ ぼ 毎 月1回 で あ る。

災 害 情 報 災 害 に よって生 産や 出荷 が ど の よ うに変 化す るか

を早 期 に見 通 して情 報 と して発 表 す る。

出 荷 情 報

季 節 出 荷 情 報

1

野 菜 や 果物 につ い て,主 要 な産 地 ご とに,い つ か

ら出荷 が 始 ま りい つ ま で どの よ うに 出荷 され るか,

また ど この都 市 に 出荷 され るか を 出荷 前 に 見通 して

情報 として提供す るo情 報発表の周期 はほぼ毎月1

回 で あ る 。

週 間 出 荷 情 報 主要な産地 ごとに翌週 どの位の野菜や果物 が どこ

の都 市に 出荷 され る か を見 通 して,情 報 として提 供

す るo情 報 発 表 の 周期 は 毎週1回 で あ る。

全 国 市 況 情 報

市 場 別 市 況 全 国的 に建 値 の基 準 に な る よ うな大 都 市 の13市

場 にっ いて全 国を情報提供 の範囲 として毎 日市況を

発 表す る。

札 幌 ・仙 台 ・東 京(神 田 ・築 地 ・淀 橋)・ 横 浜 ・

名古 屋(枇 杷 島)・ 京 都 ・大阪(本 場)・ 神 戸

(本 場)・ 広 島 ・北 九州(小 倉)・ 福 岡 の 各 中央

卸売 市場

品 目 別 市 況 主 と して産地 関 係利 用 者 に便 利 な よ うに,前 記13

市場 の市況 を品 目別 に組み替 えて毎 日発表 するo
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情 報 項 目 情 報 内 容

地 域 市 況 情 報

.

`

市 場 別 市 況 前記15市 場 のほ か地域的に重要 な59都 市(主

に県庁所在地 と旭川,尼 崎 な どの 主要都 市)の 市場
〆

に つ い て地 域 を情報 提 供 の範 囲 と して,毎 日市 況 を

発表 す る。

、

4

"
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図8.農 林 省流 通情 報 サ ー ビス系 統 図
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5

3-3現 在 の 取 引 情 報 処 理 に つ い て

① 取 引 処 理 の 実 態

青 果物 の取 引 は卸 売 市 場 を 中心 と して,行 なわれ てい るが,こ の うち重 要

な点 を要 約 す る と次 の通 りで あ る。

a.卸 売 市場 中心 の取 引 流通

青 果 物 等生 鮮 食 料 品 の 取 引 価格 は卸 売 市 場 で決 定 され る が,そ の原 則 は

生 産者(ま た は 共 同組 織 と して の 出荷 団 体),出 荷 業 者 等 か らの 無 条 件 委

託 方 式 に よ っ て行 なわ れ て い る 。 す なわ ち,青 果 物 の生 産 者(出 荷 団 体)

や そ の 出荷 業 者 は,消 費地 で の 価格 の動 き をみ なが ら任 意 の 市場 を 選 定 し,

そ の荷 を送 り込 む の で あ り,卸 売 市場 で は そ の荷 を委 託 され た卸 売 業 者 に

よっ て,仲 卸 業 者 ま た は 売 買参 加 者 に せ り売 り等 の 方法 で販 売 さ れ る。

卸 売 市場 に お いて 決 定 され た 価 格 か ら,そ れ に要 した 経 費 を差 引'Aた も

の が生 産 者 の 手取 りで あ る。 この 点 が い わ ゆ る工 業 製 品の場 合 の 価 格決 定

方法 と根本的に異 なる点 である。工場 製 品 の場 合は,規 格 性,貯 蔵 性 が あ るた

め,一 般 に生 産 コス ト(材 料 費+人 件費+経 費 等)を 基 礎 と して ,取 引価

格 が 決定 され る の が 一般 的 で あ る。 これ に対 して青果 物 の場 合 ,生 産 者 は

一般 に価格 決定 に は参 加 せ ず
,そ の 委 託 を 受け た卸売 業 者(荷 受 会 社)と

仲買業者、買参業者 との間て そ の 日お よび 今後 の 需給 動 向等 を反 映 して価格

が決 定 され て い る。

これは ・ 取 引 さ れ る 生 鮮 食 料 品 が ,鮮 度 が 重 視 され る規 格 性,貯 蔵 性 の な

い 商 品 で あ る こ と・ 品揃 え が要 請 され る商 品 で あ る こ と、 価格 弾 力 性、 所

得弾力性 がないこと・消費者 が毎 日買いするものであること等に基因 しているのである
。

卸 売市 場 で決 定 され た取 引 価 格(卸 売価格 泌,生 産 者 の手 取 価 格 を決定

す るば か りで な く,仲 卸業 者 や 小売 業 者 が,そ の 価格 を決 め る。 さ らに ,

今 日各地 に 見 られ る 「産 地 直送 」や 「産 地 直 売 」といわ れ る もの の 価 格 も,

そ の決 定 にお い ては 卸 売市 場 の 価格 を基 礎 と して い るの が大 多 数 で あ る 。
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b.取 引流 通 に おけ る卸 売 業 者 の重 要 性

卸 売市 場 は 青果 物 の取 引流 通 に お い て 中 心的 役 割 を果 た して い るが,そ

の機 能 の主 要 な担 当者 が卸 売 業 者 で あ る。 卸 売業 者 は・ 一 方 で生 産 者(出

荷 団 体)や 集 出荷 業 者 等 の 出荷 者 か ら青 果 物 の 販 売 の委 託 を受 け,他 方 で

は仲 卸 業 者や セ リに参 加 す る小売業者(買 参業者)に 対 して販 売 して い る・ こ

の 機 能 を分 解 してみ る と次の ご と くで あ る 。

ア.青 果 物 の 荷 引 業 務

どの 卸 売 市 場 に生 産 物 を 出荷 す るか を決 定 す る 市 場 選定 機 能 は生 産

者(ま た は 出 荷 団 体),集 出荷 業者 の 判 断 に よっ て行 なわ れ る とされ

て い る。 一 方 では 卸 売 業 者 は 手数 料 で も ってそ の 経 営 が 存 立 して い る

とは い え,営 利 会社 で あ り,取 扱 量(額)の 大 きさ が,そ の 経 営 を 左

右 してい る とい え る。 そ の ため 現 実 には 自 らの 市場 にいか に多 くの青果

物 を集 荷 す る か,い いか え る な らば,い か に 自分 らの 取 扱量(額)を

肩 加 させ るか を 念頭 に荷 引為 を 行 な っ て い るの で あ る・

この よ うに,卸 売 業 者 は全 国 の産 地 の生 産 者(出 荷 団 体)・ 集 出荷

業 者か ら 自分 らの 市場 に い か に多 く集 荷 す るか が 主要 な業 務 とな っ て

い る。場 合 に よって は 卸 売業 者 は産 地 へ 出 向い た りして 集 荷 を行 な っ

て い るo

イ。 入 荷 量 の 表 示 業 務

卸 売 市場 に おい て 取 引 が 開 始 され る時 刻 は市 場 に よっ て 異 な っ てい

るが,お よそ 毎 朝6時 頃 か ら開始 さ れ9時 頃 に は終 了 してい る。 毎 朝

6時 頃か ら開始 さ れ る取 引 に 先立 って,卸 売 業 者 は 市場 の 仲卸 業者 や

買 出 しの 小 売 業 者 に対 して 「本 日の 入 荷 量 」を表 示 す る 義 務 を負 わ さ

れ て い る。 何 故 な らば,こ れ が セ リに 参 加 す る仲 卸 業 者 や 売買 参 加 人

に とっ て値 は け のた め の最 も基 礎 的 な 貴重 な 資料 とな るか らで あ る。

入荷 量の 表 示 内容 は,前 日の 午 後か らセ リ開 始前 ま でに 入 荷す る青
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9

果 物 を,品 目別,産 地別 入荷量 に集 計 した もの で ある。

ウ.「 セ リ」ま た は 「相 対 」に よる販 売 業 務

卸 売 業 者は 生産 者(出 荷 団 体)や 集 出荷 業 者 か ら委 託 され た青 果 物 を

仲卸 業 者 や 売 買 参 加 者 に対 し,「 セ リ」ま た は 「相 対 」に よっ て販 売す

る業 務 を 受 け持 って い る。

なお,大 阪 市 東 部 市場 に は 機械 セ リ(電 気 セ リま た は ボ タ ンセ リと も

言 われ て い る)が 導 入 され てい る。 これ は セ リ行 為 を 「 よ り公正 に,よ

り確実 に,よ り迅 速 に 」とい う卸 売市場 の使 命を 実 現す るた め に取 入れ

られ た シス テ ムで あ る。

機 械 セ リに お い ては 卸 売 業者 と仲 卸業 者 との セ リ取 引 は 次の よ うに実

施 され て い る。 階 段教 室 の よ うな部 屋 にお い て正 面 に電 光 掲示板 が あ り,

そ の下 に取 引見 本 を 次 々 と掲示 す る コンベ ア ー が 向っ て 右側 の 倉 庫か ら

左側 の 倉 庫 へ と通 じて い る。 階段 状 の机 には 仲 買 人 が 希 望買 取 価格 を知

らせ るた め の プ ッシ ュボ タンが セ ッ トされ て い て100人 の仲 買 入 が参

加 可能 で あ る。

ここ の機 械 セ リに お い ては,5秒 以 内に最 高価 格 を提 示 した もの が 荷

引す る こと にな っ て お り,電 光 掲示板 に は 次 々 と仲 買 人 の提 示 す る 価 格

が表 示 され,5秒 間 で1取 引 が処 理 され て い く。

機 械 セ リは 見本 取 引 が可 能 な もの 等 に つ い て使 用 す る ことが 適 当 で あ

り,み か ん,モ モ,ナ シな ど規 格が 比較 的統 一 され て い る ものに 限 られ

てい る。 他 の 多 くの 品 目は 従来 通 りの セ リ取 引 で あ るた め 設備 の稼 動 率

が低 い 。 大阪 市東 部 市場 で は 卸 売業 者が1社 とい う特 殊 条 件 が あb,し

か も設 立 が 最近 で,設 立 時 に 市の 努 力 に よって 機械 セ リの セ ッ トを 導入

す る こ とが で きた もので あ り,急 速 に 全 国の 中 央 市場 に普 及す る とい う

条 件は あ ま りな い よ うで ある。

c.産 地 の取 引流通 と出荷 団 体

産地 に お い て取 引 を担 当 して い るの は,生 産 者,出 荷 団体,そ れ に集 荷
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業者 で あ るが,そ の 中 で最 も主 要 な位 置 を 占 め て い るの が農 協 や任 意 の 出

荷団 体 で ある。

青 果 物 の 出荷組 織 は,生 産 者た る農家 が 自 ら出荷 して い る 「個 人 出荷 」

と団 体や 集 出荷 業 者 等の 集 出荷 機 関 に よる もの とに 区 分 され る。 個 人 出荷

と団 体や 集 出荷 業 者等 の集 出荷 機 関 との取 扱 比率 は 野 菜 と果 実 の場 合 で は

か な り異 な って い る。

す なわ ち・ 昭 和43年 の野 菜 出荷 量は1,053万 トン と推定 され るが,

これ を 出荷 組織 別 に み る と,個 人 出荷 が526万 トンで50%を 占 めて い

るの に対 して,農 協(専 門農 協,総 合 農協)や 任 意 組 合 等 出荷 団 体 に よる

もの は417万 トン(40%)で あ る。 ま た産地 仲 買 人 とい わ れ る集 出荷

業 者 に よる もの が86万 トン(8%),産 地 出荷 市 場 を通 じる もの が23

万 トン(2%)あ る。 これ に対 して,果 実 の場 合 は43年 の 総 出荷 推定 量

428万 トンの う ち,農 協(総 合農 協 ,専 門農 協)や 任 意組 合 等 出荷 団 体

に よる もの が最 も多 く65%を 占め,集 出荷 業 者 が18%,値 入 出荷が16

%,産 地 出荷 市場 が1%と な っ て い る。 この よ うに 果 実 につ い ては,値 入

出荷 の割 合 がか な り低 くな って い るが,こ れは 野 菜 の場 合,玉 ね ぎや ジ ャ

ガ イモ等の 保 存性 の強 い もの を除 き,そ の 取 引範 囲 が 比 較 的 狭 域 で行 なわ

れ てい るの に 対 し,果 実 の 場 合,主 産地 形 成 が よ り進 ん でい る こ と も反 映

して,そ の取 引 範 囲 が 比 較 的 広域 で行 なわ れ て い るた め で も ある。

き ゃべ つ・ きゅ う り,玉 ね ぎ,り ん ご,み かん の5品 目に つ い て,出 荷

組織 別 の 取 扱 団体 数 と取 扱 比率 をみ た のが表2で あ る。
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表2 出荷組織 別の取扱団体数 と取扱比率

品目別

区分

きゃべ つ き ゅ う り 玉 ね ぎ り ん ご み か ん

団体数 取扱比 団体数 取扱比 団体数 取扱比団体数 取扱比団体数 取扱比

合 計 2,〔/24

%

100.0 2,7/6

%

100.0 1,517

%

100.0 1,971

%

100.0 1,418

%

100.0

出 荷 団 体 761 35.1 1,247 453 504 41.2 731 3ス6 818 64.9

そ の 他 の

出 荷 団 体
484 20 8ア ア 4.2 274

■

3.1 263 0.5 206 07

集 出 荷 業 者 284 11.8 201 5.2 244 1Z8 890 ろ69 272 10.2

産地 集 荷 市 場 80 2.1 95 4.1 36 0.5 30 28 19 0.2

個入 出荷県

及市町村
415 36.8 3581・.・

i

二.59 26.0 57 1.3 103 5.5

その他の

個人出荷 量
122 i119

i
11.6 21〕9 187

◆

,

d.集 出 荷組 織 別取 引 流 通 機能

個 人 出荷 とは,生 産者 た る農 家 が 自 らの 生産 物 を 自 ら収 穫 し,自 ら卸 売

市場 に 出荷 す る形 式 で あ る。 生 産物 が 卸 売市 場 に 出荷 す るま で の経 路 は,

物的 流 通 も商的 流通 も同 一経 路 と なっ て い る。 生 産者 たる 農 家 は 市場 に持

込 ん だ青 果物 の品 名,規 格,数 量 を卸 売 業者(荷 受 会 社)に 通 知(委 託 依

頼)す る。

委 託 を 受け た 卸 売 業 者(荷 受 会 社)は 「セ リ」ま たは 「相 対 」に よ って

仲 買入 ま た は 買参 そ の 結 果 を生 産 者へ 通 知 し,手 数 料 を差 引

いた 後,生 産者 に送 金 して,取 引 が終 了 す る 。送 金 方法 は 現金 払 いま た は

銀 行 送 金 で,生 産 者 が青 果 物 を 出 荷 してか ら,現 金 を 受取 るま で に 約1週

間 の期 間 を要す るo

集 出荷 業 者 の場 合 は・取引流通 は生産者が個人 で出荷 す る場合 とほとん ど同 じ
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である。個人出荷 の場合 は、出荷 最 盛 期 であ っ て も毎 日出荷 す る こと は・ 収穫

や 選 別 の能 力か らみ て 困難 な こ とが 多 く,3日 な い し1週 間 に1度 位 の 出

荷頻 度 とな らざ る を得 ない が,集 出荷 業 者一一産地 仲買 人一 の場 合 は,大 規

模 に 出荷 してい る者 もあ り,市 場 に よっ て は 市場 入荷 に 占め る位 置 が か な

り高 くな っ て い る。 そ の た め,卸 売 市場 の 卸 売業 者か らの 発 注 の よ うな荷

引行 為 が み られ,業 者 は 市場 の卸 売 業者 と密 接 に連 絡 しな が ら,出 荷時 期,

出荷 量 等 を決 め て い る。 な お,取 引業 者 は 先 の 個人 の場 合 と同 じで ある が,

現 金 の決 済 期 間 は個 人 の場 合 よ り も短 い 傾 向に あ る。

なお,玉 ね ぎ,ジ ャガ イモ,に ん じん 等 の± 物 類,お よび果 実 の りん ご

等 の 一 部 に は集 出荷 業 者 とは い え,年 間 取 扱 量が1,000ト ンを 越 え る よ

うな大 規 模 な業 者 がみ られ,こ れ らは全 国 の 市場 を対 象 と して,青 果 物 の

取 引 を行 な って い る 。 これ らの 業 者 の 場 合,物 流 面で は 専 門 の運 送 業 者 等

を利 用 してか な り合 理 的 に行 なっ て は い るが連 絡 業 務 は 電 話 また は 郵 便 等

で行 なっ て い る。

農 協(総 合農 協,専 門農 協)や 任 意 団 体 等 出荷 団 体 の場 合,一 般 に大 規

摸に 商品 を取 扱 っ て い る団体 が 多 く,対 象 とす る卸 売市 場は きわ め て広 範

囲 な もの とな っ てい る。例 え ば,長 野 市 で りん ごを取 扱 っ てい る農 協 の場

合,東 北 は仙 台 や福 島の 市場 か ら,関 西 の 大阪,神 戸 の 市場 まで,そ の 出

荷 地 域 は きわ め て 広範 囲 であ る。

これ らの 出荷 団 体 は二 者 に対 して 取 引 業 務 を行 な って い る。 一 つ は,組

合 員 た る生 産 者(農 家)に 対 して で あ り,も う一 つは委 託 販売 先 と して の

卸 売 業 者(荷 受会 社)に 対 して で あ る。

は じめ に生 産者(農 家)に 対 す る取 引 業 務 にっ い てみ る と,第 一 は,生

産 物(青 果 物)を 引受 け る際 の 業 務 であ る。 共 同 出荷 団体 の場 合,生 産 者

各 自が 持 込 ん だ荷 物(青 果 物)を 共 同 で 選 果,包 装,荷 造 り,発 送 をす る

が,各 自の 生 産 物 を規 格 別 に 数 量 を整 理 して おか ね ばな らな い。 第 二 は,

販 売結 果 につ い ての 報 告 業務 で あ る。 市場 か らの詳 細 な結 果 につ い て の報

一58一



「

告 は 日時 を 要す るが,当 該 出荷物 の概 要 に つ い ては,市 場 か ら電 話 等 に よ

る連 絡 が あるの で,そ の 結 果 に つ い て,農 家 に対 して 有 線 等 に よ り報 告 し

てい るo

第 三 は,取 引決 済 業務 で あ るc市 場(卸 売 業 者)か らの 送 金 に基 づ い て

農 家(生 産 者)に 対 して精 算 を 行 な う。 これ は,現 金で 支 払 う場 合 もあ る

が,多 くは信 用部(貯 金 部)の 各農 家の 口座 に振 込 む 形 式 であ る。 農 協 に

よって は 一 回 ごと に支 払 い を行 な わ ず,あ る一定 期 間 を ま とめ て,プ ー ル

計 算 す る場 合 もあ る。 以 上 で 生 産 者 に対 す る取 引業 務 が完 結 す る。

卸 売 業 者 に対 す る取 引 業 務 は,生 産者(農 家)か ら集 荷 した青 果 物 を販

売委 託 す る ことか ら始 ま る。 あ らか じめ,市 場 の卸売 業 者 に 対 して 出荷 量

を通知 す る こ と もあ るが,そ の場 合は 概 算 の 数字 だけ で あ る。(例 え ば,

きゃべ つ何 トン とい う程 度 で,品 種,規 格 に つい ての 通 知 は あ ま り見 られ

な い)市 場 に青 果 物 が 着 荷 してか ら品 種 別,規 格 別 の数 量 が 明 示 され る。

第二 は,卸 売業 者 か ら の 販売価 格 を受取 る業 務 で あ る。 先 の生 産 者 との取

引業 務 で み た ご と く詳 細 な報 告 で な く概 略 的 な もの であ り,こ れ は 翌 日の

出荷 に対す る資 料 とす る もの であ る。 第三 は 卸 売業 者(荷 受 会 社)か らの

精算 通 知 を 受取 る こ とで あ り,多 くは郵 便 等 に よっ て 行 な わ れ て い る。 そ

れ には,品 名別 、 品種,規 格別 の数 量,価 額 が あ り,そ の 他 輸送 料,手 数

料 が記 載 され てい る。 これ と並行 して農 林 中 央 金庫,ま たは 市 中銀 行 を経

由 して,農 協 に対 して 送 金 が行 な われ,取 引 が終 了す る 。

以上 が産 地 側 にお け る(す な わ ち生産 者,集 出荷 業 者,出 荷 団 体 等 の)

取 引業 務 で あ る。

② 現在 の 取 引情 報 処 理 とそ の 問題 点

先の 図(図7)の 下 段 は 現 在の 取 引 処理 の実 態 を図 式化 した もの であ る 。

産地 側 の 出荷 団体 と消 費地 側 の卸 売 業 者 との 取 引事 務 処理 は,一 般 に統 一 化

され た形 態 では ない が,多 くは電 話連 絡 と郵 便 等 に よっ て処 理 され て い る。

す なわ ち,卸 売業=者は当該市場の仲卸売業者、 買参業者(小 売業者)に 対 して良質
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安価 な商 品 を卸 売 りす るた め に,全 国 各地 の 品物 を入 手 させ る使 命 を もっ て

い る が,そ の た め 各 産 地 に 対 し電 話連 絡 等 に よ り,ま た場 合 に よっ ては 産 地

に 出 向い て 出荷 を 依 頼 して い る 。

出荷 団 体 では,卸 売業 者か ら出荷 依 頼 に よ り集 荷 した生 産 物 を発 送 して い

る。 卸 売 業者 で は,出 荷 団体 か ら入 荷 した 商品 を毎 朝6時 ～8時 頃 ま で に セ

リに よっ て卸 売 りす る。卸 売価 格 は 出荷 団 体 に即 日電 話連 絡 す る場 合 もあ る

が,正 式 通 知 は1～2週 間 後,郵 便 に よっ て行 な われ る。

出荷 団体 か ら生 産 者へ の 連 絡 は,即 日,有 線 に よるが,代 金は2～3週 間

後 に 生 産 者か ら要 求 に よ り払 出 され る。

取 引事 務 は 上 記 の ご と く行 なわれ てい るが,そ の 中 に,次 の よ うな問題 点

が あげ られ る。

a.卸 売 業 者か らの 出荷依 頼 や決 済 通 知 等 は電 話 や 郵 便 に よっ て行 なわれ て

い る が,前 者の 場 合 正 確 性 が,後 者 の場 合 には 迅速 性 に欠 け る場 合 が あ る。

b.卸 売 業 者では,当 日の 市場 入荷 量 を 表 示 す るた め に,各 出荷 団 体か ら入

荷量 を取 りま とめて い る。 これ は"見 ず帳"の 作成 とい われ て い るが,荷

と伝 票 が,こ の 場 合 同 時 に 到着 す る こ とと な り,非 常 に混乱 し,正 確 性 に

欠 け る場 合 もあ るo

c.出 荷 団 体で は,卸 売 業 者 か らの正 式 通 知 と入 金 を もつ て生 産 者 に 対 し払

出 しをす る が,通 知 や入 金 が遅 れ る た め に生 産 者 へ の 連絡 が 遅 れ る こ とが

あ る。 そ の こ とが 他面 では,現 金 取 引 を 中心 とす る産地 仲 買 人が入 り こみ,

価格 を よ り変 動 させ る こ とに もな る。

d.卸 売 業 者 では,全 国の 出荷 団 体 に対 し,卸 売 価 格 の正 式通 知 を行 な うた

め に 多 くの 人員 を必 要 と し,そ の た めの コス トもか な り必 要 であ る。
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生鮮食料品流通情報システムの概要
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1.流 通 情 報 シ ス テ ム の 体 系

生鮮 食 料 品 流 通 情 報 シス テ ム とは 「流通 情 報 交 流 シス テ ム 」と 「取 引情 報 処 理

シス テ ム 」の 二 様 の シス テ ム を体 系化 した もの で あ る。 前 者 は 主 に,情 報 流 通 部

門 に おけ る シス テ ム化 を 目指 した もの であ り,後 者 は主 に取 引 流通 部 門 に お け る

システ ム化 を意 図 した もの で あ る。

1-1流 通 情 報 交 流 シ ス テ ム

① この シス テ ムは 全 国 に わた っ て産地 情 報 と消 費地 情 報 を 相 互 に 提供 す る

た め の情 報 交 流 シス テ ムで あ る。 す なわ ち,青 果 物 等 生 鮮 食料 品の 生 産 地

に おけ る作 付,収 穫,出 荷 等 の産 地 情 報 を 消 費地 の 流 通 関 係者 に 提 供 する

と共に 産 地 相 互 間 の情 報 を 交換 し,一 方,消 費地 にお け る入 荷,市 況,消

費(家 庭 消 費)等 の 消 費 地 情報 を産地 の 関係 者(農 協,農 家等)に 提 供 す

る シス テ ムで あ るo

② 生 鮮 食 料 品 の 取 引 当事 者 達 は,当 該 流 通 情 報 交 流 シ ス テ ム に よっ て

提 供 さ れ る 各 種 の 流 通 情 報 を 自 らの 手 元 で検 索す る こ とに よ り,全

国 に おけ る生 鮮 食 料 品(青 果 物 等)の 流 通 状況 を知 る ことが で きる。

す なわ ち,青 果 物 等 産 地 の販 売者(農 協,出 荷 団体 等)や 消 費 地 の購 買

者(卸 売 業 者 等)の 流通 担 当者 達は,こ の シス テ ムに よつ て 出 力 され る種

種 の 流通 情 報(作 付,収 穫,出 荷 等 の 産 地 情報,お よび入 荷,市 況,消 費

等 の 消 費地 情 報)を 入手 す る こ とに よって事 前 に青 果 物 等の 流通 事情 を 知

る こ とが 可 能 と な る。

従来,こ れ らの取 引 業 者 が 情報 を入 手 す る方 法 は,新 聞,ラ ジオ等 に よ

っ てい た が・ この シ ステ ムにお い ては,端 末 を取 引担 当者 の 手 元に 設置 し,

必要 な時 には いつ で も入 手 可 能 とな る。

③ 提供 され る 情報 の 内容 に は,単 に産 地 や消 費 地の 実 態 報告 だ け では な く,

これ らの 調 査 を基 礎 と した予測 等の解 析情 報 も含 まれ る。 す な わ ち ここ で
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い う流 通 情 報 とは,例 え ば 産 地 の場 合,作 付 実 態 を 調 査 して,情 報 と して

流 通 させ る だ け で な く,こ れ を基 礎 と して 出荷 見込 等 の予 測 情 報 も提供 す

る もの で あ る。 ま た市 場 に つ いて は 入荷 量 の ほ か に入 荷 見込 等 も情 報 と し

て流通 させ る も の で あ る。

1-2取 引 情 報 処 理 シ ス テ ム

① この シス テ ムは 取 引 当事 者 間の 取 引 事項 を コン ピュー タを 用 い た通 信 処

理 に よって 完 結 させ る こと を意 図 した シス テ ム で あ る。現 在,取 引 当事 者

(産 地 の 販 売者一一農 協,出 荷 団体 等,消 費 地 の 購 買 者 一 卸 売 業 者等)間 の

取 引事 務 は 電 話 や郵 便 等 に よっ て行 なわ れ てい るが,こ の連 絡 事 務 の 遅延

等 に よ り,流 通 に支 障 を きた す こ とが 多い 。 本 シス テ ムで は,取 引事 務 を

通 信 回線 を 介 して,迅 速 ・正 確 に処 理 し よ う とす る もので ある。

② 青果 物 等 生鮮 食 料 品 の特 性 と して,そ れ が毎 日流通 す る ことが あげ られ

るが,市 場 にお い て は,生 産物 が 毎 日入荷 す る こ とは,そ の 存立 の最 低 条

件 で あ る。 そ の た め には,一 方 で産 地 に 対 して そ の 日の 売上 げ 状 況 等 を早

急 に連 絡 す る こ とが 必 要 と な る。

す な わ ち,消 費地 の購 買 者(中 央 卸 売 市 場の荷 受 会 社 等)が 産 地 の販 売者

(出 荷 団体 等)に 対 して,出 荷依 頼,入 荷 通 知,卸 売 通知,精 算通 知 ・送

金 通 知等 を行 な い,ま た,産 地 の販 売者(出 荷 団 体等)が 出荷 先 の 卸 売業

者に対 して,荷 送 通 知(品 名,等 級,数 量,希 望 指 値 等)と 代 金 収 納 通知

等 を行 な うた め の総 合事 務 処理 シス テ ム であ る。

1-3シ ス テ ム の 体 系 化

べ

図11は 「生 鮮 食 料 品 流通 情報 システ ム 」を体 系 化 した もの で あ る。 図 中

の 〔1〕 は 流 通情 報 交 流 システ ムであ り,〔 皿 〕は物 流 過 程 であ り,〔 皿 〕

は 取 引情 報 処 理 シス テ ムで あ る。

① 流通 情 報 交 流 シス テ ムでは,調 査過 程 と処 理過 程 に 分類 され る が,調 査
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過 程 では,産 地 の場 合,生 産者 と 出荷 団 体 を対 象 と して,作 付調 査,生 育

調 査,被 害 調 査 を行 な う。 また,消 費 地 の場 合,卸 売 市場,消 費 者 を 対 象

と して,市 況 調 査 と消 費調 査 を行 な う。(な お,こ れ らの調 査 は 既 存 の農

林 省,総 理 府 の 調 査 を利 用 す る もの とす る)。

処 理過 程 では,前 記 の各 調 査 資料 に 基 づ い て,コ ン ピュ ー タを利 用 して,

作付情 報,生 育情 報,被 害 情 報,出 荷 情 報,市 況情 報,消 費 情報,さ らに,

解 析 さ れ た情 報 と して,収 穫 予 測情 報,出 荷 予 測情 報,市 況 予測 情 報 ・ 消

費予測 情 報 を 作成 す る。

これ らの流 通 情 報 は,端 末 機 を所 有 して い る機 関 が 即 時 利 用 で きる よ う

に中央 ある いは 数 ケ所 に フ ァ イル してお く。

② 取 引情 報 処 理 シス テ ムは産 地 の 出荷 団体 と消 費地 の 卸 売 業 者間 の 取 引事

務処 理 を 行 な うもの で あ る。 す な わ ち,両 者 間 の 「出荷 依頼 」,「 発 送 通

知 」,「 入 荷 通 知 」,「 代 金 支払 」,「 入 金 通知 」を コン ピュー タ と電 信

に よっ て処 理 す る もの で あ る。

③ 流通 情 報 交 流 シス テ ム,取 引情 報処 理 シス テ ム,お よび 物 流 シス テ ムの

連 関(将 来 の 予 想 図)を 考 察 した ものが 図12で あ る。

す なわ ち,物 流 に 先 行 して,流 通 情 報,取 引情 報 が 流 通 す る もの で あ り・

他 方 で は現 金 の支 払 に先 行 して,取 引情 報 が 流通 す る シス テ ム とな っ て い

る。 作付 作業 は 作付 情 報 に基 づ い て行 な われ,収 穫,集 荷 作業 は 出 荷 情 報

に基 づ い て行 なわ れ る。 ま た,出 荷依 頼(取 引情報)に 基 づ い て発 送 作業

が,発 送通 知 に基 づ い て 市場 の入 荷量 が 市場 に 表示 され る。

他 方,代 金決 済 は,入 金 の前 に支払 通 知(取 引情 報)が 出荷 団体 に連 絡

され る。 そ の 結 果,生 産 者 た る農 家 に も即刻 卸 売 価格 と,手 取 り金 が 通知

され るo
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図10.現 在 の情 報 シ ス テ ム の分 析
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図11.生 鮮 舎料 品流 通 情 報 シス テ ム の体 系 図
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図12・ 「流 通 情 報 システム」に よる生 鮮食 料 品 の生 産 と流 通過 程
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2。 流 通 情 報 交 流 シ ズ テ ム の 内 容

2-1シ ス テ ム の 内 容

ρ

① 産 地 の生 産担 当 者(生 産者,出 荷 団体)に 対 して,市 況 の暴 落 等 に よる生

産者 の 危険 負 担 を小 さ くし,年 間 の需 給 が均 衡 す る よ うに,生 産 を よ り合 理

的,計 画 的 に行 な うため の 情 報 を 提供 す る もの で ある。

青 果物 等生 鮮 食 料 品は,価 格 変動 の最 も激 しい商 品 で あ るが,市 況が 極 端

に悪 化 した場 合 に は生 産 コス トや 輸送 コス トま で も回 収 で きな い こ とが あ る。

そ の 反動 と して翌 年 には暴 騰 とな り,そ れ が 消 費者 価格 を 引 上げ る こ とに も

な って い る。 こ の よ うな暴落,暴 騰 の繰 返 しが,青 果 物 等 の 市場 構 造 の 特 性

ともな っ てい る。 そ こで,当 該 情報 交 流 シス テ ムで は,こ の よ うな価 格変 動

を安 定化 す るた め に,各 種 の 情 報 を流通 させ,生 産 者 や 出荷 団 体 等 の 産 地 の

生 産 流通 担 当 者 が,そ の生 産 出荷 計 画 を 合理 的 に立 案 で きる よ うにす る もの

で あ る。

す な わ ち,

。 全 国 主 要産 地 の産 地情 報(作 付情 報 ,生 育 情 報,被 害情 報,収 穫 見込

情 報,出 荷 見 込 情 報 等)に 関 して,必 要 な 情報 を,利 用 者 の要 求 に基 づ

い た りア ル タイ ムで提 供 す るc

。 全 国 の 主 要 都 市 にお け る 消 費地 情 報(市 場 情 報 一 市場 入 荷 量,市 況一

消 費情 報,需 要 予 測,市 況 予 測 等)を,生 産計 画,出 荷 計 画 の立 案 資 料

と して,生 産 者 や 農協 等 に提供 す る 。

かか る 流 通 情 報 に よっ て,生 産や 出荷 面 に お い て計 画性 に乏 しか っ た

産 地 に おけ る 活 動 が,よ り合 理 化,近 代 化 され る もの で あ る。

・。 全 国主 要 市場 に お け る毎 日の 市況 情 報 に つ い て 必要 な項 目を 必要 な時

に即 時 入 手 し,出 荷先 や 出荷 量 の検討 決定 の 資料 とす る情 報 を提 供 す る 。

(注)産 地 関 係 者が 最 も必要 とす る流 通 情報 は 市況 情 報,消 費情 報等
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消 費地 関 係 の 情 報 であ るが,他 方,競 合 産 地 の動 き等,産 地情 報

は 自 らの生 産 物 の 価格 決定 に際 し,最 も留 意 され る事 項 で もあ る。

そ こで 当 流通 情 報交 流 シス テ ムで は 産地 の 関係 者 で あっ て も他産

地 の情 報 を入 手 で き る よ うに シス テ ムの 設 計 を考 慮 す る。

② 市場 関係 者(卸 売業 者 等)に 対 して

全 国主 要 産 地 にお け る 産 地 情 報 を即 刻 入 手 し,市 場 にお け る集 荷 や配 荷 を

円滑 に行 な うた め の 資料 を提 供 す る もの で あ る。 これ に よっ て 市場 担 当 者は,

価格 の暴 騰,暴 落 の 可能 性 を事 前に チ ェ ック し,消 費 者 に対 して,生 鮮 食 料

品 を安 定 的 に供 給 す る こ とを可 能 にす る。

す なわ ち,

。 全 国 主要 産 地 の 生 産 情 報(作 付 情 報,生 育 情 報 ,被 害 情 報,出 荷 情 報

等)を 必 要 に応 じて,品 目選 択,地 域 選択 等 の 出 力 フォ ー マ ッ トに した

が っ て提 供 す る 。

。 他 市場 の 市況 情 報(入 荷 量 ,市 場 価格,産 地 等)を 即 時 に提 供 す る。

③ 関 係 機 関 に 対 し て

関 係官 庁 や 「流通 情 報 処 理 セ ン タ ー 」等 に対 して は・ 年 間 お よび毎 日の需

要,供 給 を均衡 させ る た め の 活 動 資 料 と し て、 生産 情 報 や 消 費情 報 を 提供

す る。

す な わ ち,当 該 情 報 を基礎 と して,生 産 指 導 や生 産 調 整 等 を行 ない,一 方

では価 格 変動 に対 し,輸 入 計 画や 作付 指 導 等 を立 案 す る た め の具 体 的 資 料 を

提 供 す る。

す なわ ち,

。 年 間 の生 産情 報 を解 析,分 析 した 情報 を提 供 す る。

。 年 間 の 市況 情 報 を解 析 ,分 析 した 情 報 を 提供 す る。

。 生 産情 報(作 付 情 報 ,生 育情 報,被 害 情 報,出 荷 情 報 等)を 必 要 時 に

提供 す る。

。 被害 が発 生 した場 合,そ の 内容 につ い て詳 細 な被 害 情 報 を 提供 す る。

・ 市 況 情報 を毎 日提 供 す る。
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(注)こ れ らの情 報 を基 礎 と して,マ ス コ ミ等 へ の コ メ ン トを 作成 す

る と共 に生 産 者 や 消費 者 に対 して流 通事 情 を 解 説 す る こ と も可能

で あ る。

表5 「流 通 情 報 交 流 システ ム 」の情 報 内容

情 報 項 目 情 報 内 容

●

情

報情

付

地

作

産

報

生 育 情 報

被 害 情 報

主要 産地 に お け る 品 目別,品 種別,作 付 面 積 につ

い て の情 報 で ある。 前年 の実 績 とそ の変 化率 につ い

て も作成 す る 。農 林 省 で は,現 在1ヵ 月周 期 位 で行

な って い る が,1週 間 周期 で情 報 を 発表 す る。

主要 産 地 に おけ る品 目別,品 種 別 の生 育 状 況(作

柄)に つ い て の 情報 で あ る。毎 週1同 位 の 割 合 で発

表す る。

災害 が発 生 した場 合 に そ の状 況 につ い て発 表 す る。

情 報 は まえ も って 要求 の あった 利 用 者 に のみ 提 供 す

る。要 求 の 形 式 は,品 目別,産 地 別,"品 種別 の選 択

が 可 能 な もの に す る。

出 荷 情 報 品 目別,産 地 別,品 種 別 の 出荷 数 量 につ い て の 情

報 であ る。 現在 は1週 間 単位 で 出荷 量 を把 握 して い

るが,産 地 主 要 出荷 団 体 とオ ン ライ ン通 信が 可 能 と

〕

なっ た段 階 では,毎 日の 出荷 量 を把 握 で き る ものに

す るo

消 費 地 情 報

市 況 情 報 毎 日の 産地 別 入荷 量,価 格,市 場 の気配 につ い て

の情 報 で あ り,デ ー タの ソースは 卸 売業 者 が と りま
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情 報 項 目 情 報 内 容

と め る。毎 日の市 況情 報 を 発表 す る。

消 費 情 報 総理府 「家計調査 」より各都 市の消費数量,消 費
9

価格 等 の 資料 を収 集 し,そ れ を情 報 と して 発 表 す るc

発 表 周期 は 月 に1回 とす る。

本

地 予 測 情 報

収 穫 予 測 情 報 週1回 程 度 発 表す る。

過去数年における収穫実績 と,今 日までの収穫実

績 とを対 比させ,今 年の収穫 予想量 と残部の収穫予

想 時期 を予測す る。

出 荷 予 測 情 報 週1回 程 度 発 表す る。

過去数 年間における出荷実績 と今 日ま での出荷実

績 とを対比させ今年 の出荷 予想,市 場 別来 週の出荷

予想 量 を予 測 す る。

費 地 予 測 情 報

市況 の 予 測 情 報 市場 別 の 値 動 きにつ い て予 測 す る。

週1回 程度 発表す る。過去数 年間の市況 と入荷量

を当 日までの市況 と入荷量を対比 させ 次週 の卸売価

格 を予 測 す る。

消 費 の 予 測 情 報 週1回 程 度 発 表す る もの とす る。 予 測 の 対 象 と し

て は下 記 の もの が ある が予 測 の アル ゴ リズ ムや情 報

項 目につ い て は 第2期 作業 に て検 討 す る。 P

1)都 市別 の消費予測

2)所 得階層別 の消費予測 ●

5)小 売 値 の動 き

一58一
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●

2-2対 象 と す る 商 品

① 生 鮮 食 料 品(青 果 物)

対 象 商 品 は 日々流 通す る生 鮮 食料 品を 対 象 とす る が,そ の中でも特に青果物

を主たる対象とする。青果物の中では、主要青果物を対象とし、当面は下記の品目とする・

。野 菜 … …は くさ い ,き ゃ べ つ,だ い こん,た ま ね ぎ,ば れ い し ょ,き

ゅ う り,と ま と,な す,に ん じん,ね ぎ

。果 物 …… み かん,り ん ご,す いか,な し,な つ み か ん,か き,ぶ ど う,

も も,い ち ご

(注)輸 入 関 係の 青 果 物(オ レ ン ジ,バ ナナ等)は 対 象 品 目か ら除 外

す る。

2-3端 末 機 の 設 置 基 準

端 末 機 は 産 地情 報 や 消 費地情 報 が発 生 し,か つ そ れ らの情 報 を 必要 とす る産

地や 消 費 地 の 関 係個 所 に設 置す る。

① 産 地

出荷 団 体(農 協,任 意組 合)

② 消 費 地

卸 売業 者(荷 受 会 社)

③ 関 係 機 関

管理 機 関(情 報 処 理 セ ン ター)

注(1)こ のほ か 仲 買業 者,小 売業 者 等 が この シス テ ム の対 象 と なる が,こ

れ らに つ い て は,第 二 段階 にお い て対 象 とす る。

(2)流 通 情 報交 流 シ ステ ムvak・ け る情 報 入 力 につ い て は,当 初 の段 階 で

は,現 在 農 林 省 が行 なっ て い る 「流通 情報 サー ビス 」の情 報 入 力 シス

テ ムを利 用す る もの とす る。 当該 シス テ ムの拡 大 に と もな い,入 力は

直接 産 地 や 市場 等 情 報 発生 地 点 か ら入 力 する シス テ ム に切 り換 え る も
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の と す る 。

3.取 引 情 報 処 理 シ ス テ ム の 内 容

」

3-1シ ス テ ム の 内 容

流通 情 報 交 流 シス テ ム にお い ては,産 地 情報 や 消 費 情 報 な ど流 通 情 報 をそ れ

ぞ れ の 流通 担 当者 に 提 供 す る こと を 目的 と したが,当 取 引 情 報 シス テ ムで は,

この情 報 交 流 シス テ ムに加 え,取 引 流通 に 関 す る情 報 をそ れ ぞ れ の 流 通担 当者

に提 供 す る と共 に 中 間処 理 を行 な う もので ある。

す なわ ち,産 地 と消 費地 の 取 引担 当 者 間 の取 引事 項(連 絡 業 務,通 知 業 務等)

を コ ン ピュー タと電 信 に よっ て処 理 す る もの で あ る。

① 産地(出 荷 団体 等)に 対 して

は じめ に,産 地 の 関係 者(出 荷 団 体等)は,情 報 交 流 シス テ ムに よって提

供 さ れ る各 種 の 流 通 情 報 に よっ て 全 国 の 市場 状 況 や 産 地 状 況 にっ い て事 前 に

そ の事 情 を知 る こ とが で き る。 す なわ ち,作 付,生 育,出 荷 等 の産 地 情報・

そ れ に 市 況,消 費等 の 消費 地 情 報 を 手元 で検 索 す る こ と に よ り,全 国 の青 果

物 の 流 通状 況 を と らえ る。

上 記 の種 々の情 報 に よ り,産 地 の販 売 者 は 自 らの 商 品(青 果 物)の 仕 向先

を決 定 す る。 これ に よって 青 果物 は,仕 向市場 の 卸 売業 者 に 送 付 され るの で

あ る。

一 方 ,産 地 の 販 売 者 か ら商 品(青 果物)を 委託 され た 卸 売 業 者は,こ れ を

セ リま たは 相 対 等 の 取 引 方 法 に よっ て 市場 内の 仲 買 人 や買参業者に販売す るが,

その 状 況 は取 引情 報 処 理 シス テ ム に よっ て 産地(出 荷 団 体 等)へ 報 告 され る。

そ の 情 報 とは,入 荷 通 知,取 引価 格,精 算通 知,送 金 通 知 等の 取 引情 報 であ

る。 これ らの取 引 情報 は,こ の 事 項が 発 生 す る と同 時 に産 地 に送 信 さ れ るの

で あ り,こ れ ま で の連 絡 や通 知 が2～3日 遅 れ てい たの に 対 し,こ の シス テ
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ムで は 当 日の うち に送 信 され る。

この取 引情 報 処理 シ ス テ ムで は,産 地 か ら委 託 され た 商 品(青 果 物)だ

け を対 象 とす る もの で は な く,市 場 の 卸 売 業者 が産 地(出 荷 団体 等)に 対

しで行 な う発送 依 頼 業 務 も処 理 す る もの で あ る。

市場(卸 売業 者)か らの取 引情 報 は 先 の 情 報交 流 シス テ ム と同 様 の端 末

装置 か ら即 刻 産地 の取 引担 当 者(出 荷 団 体 等)に 対 して 出 力 され る。 これ

に よって,取 引流 通 は 近 代 化,合 理 化が 促進 され農 協 等 の 出荷 団 体は そ の

状況 を即 刻 農家に 対 して 報 告す る こ とが 可 能 とな る。

② 市場(卸 売業 者)に 対 して

卸 売 業者 等 市場 関 係 者 は取 引情 報 処 理 シス テ ムに よっ て,市 場 に 入 荷 す

る品 名,規 格,数 量 等 が 事 前 に通 知 され るが,そ の結 果,市 場 で は 荷 が 着

く前 に,各 地(産 地)か らの 入 荷量 を知 る こ とが で き る。 今 まで,荷 が 到

着 しな けれ ば,品 名,数 量 が判 明 しなか った の が,「 本 日の入 荷 量 」,「明

日の入 荷 量 」と して 事 前に知 らさ れ,あ るい は事 前 に知 る こ とが 可 能 とな

る。一 方 で は,入 荷 不足 等 に よる価 格 暴騰 等 の 対策樹 立 を事 前 に 十 分 に 行

な う こと も可能 とな る。

卸 売業 者 は この 事 前 の 入荷 通 知 を基礎 と しなが ら,市 場の仲買人 や買参業

者に 「本 日の入荷 量 」を表 示 し,取 引 を行 な うが,そ の結 果 は,こ の 取 引

情報 処 理 シス テ ム に入 力 され,産 地(出 荷 団体 等)に 送 信 され る。 この シ

ス テ ム に よる取 引 処 理 は,産 地(出 荷 団 体 等)か らの 入 金通 知 か,市 場 の

卸 売 業者 に送 信さ れ る こ とに ょつ て完 了す る。

現 行 の取 引が,そ の 流通 に1週 間 な い し2週 間近 く も要 してい た の に 対

し,こ の シス テ ムで は,そ れ ぞ れ の 取 引事 項 が 発生 す る と同 時 に処 理 で き

る もので あ り,流 通 時 間 を著 し く短 縮 す るo
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3-2対 象 商 品

取 引 情報 処 理 シス テ ムに お い て対 象 とす る 商 品 は,先 の流 通 情 報 交 流 シス

テ ムに お い て対 象 とす る商 品 と同様 の もの とす る。

3-3端 末 機 の 設 置 基 準

端 末 機 の設 置 基 準 につ い て も情 報交 流 シス テ ムの場 合 と同様 で あ る。

な お,取 引情 報処 理 シス テ ムの拡 張 と して,代 金 決 済業 務 等 に つ いて も シ

ス テ ム化 す る場 合 には,金 融 機 関等 に対 して もこの シス テ ムの端 末 を設 置 す

る こと も可 能 で あ る。
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生鮮食料品流通情報システムの効果
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1.取 引 の 合 理 化

1-1取 引 の 効 率 化

現 在 の 生 鮮食 料 品(青 果 物)の 取 引 は,生 産 者 また は 出荷 団体 に よる卸 売業

者へ の無 条 件 委 託 方 式 に よ る セ リ取 引 に よって 行 なわれ て い る。 この よ うな卸

売 市場 制度 は,大 量 の青 果 物 を迅速 に処 理 す るため に は,最 も効 果 的 な もの と

され て きた が,産 地 の専 門 化,大 型 化等 に伴い 「荷 引き競 争 」 とい わ れ る ごと

く,「 荷 引 き 」の た め の 通 信 費,連 絡 費 等が 年 々増 加 して きて い る。 社 会 的に

も,ま た,国 民経 済 的 に も ロス で あ る とい え よ うo

「生鮮 食 料 品 流通 情 報 シス テム 」にお け る取 引情 報 処 理 シス テ ムで は,中 央

卸売 市場 の卸 売 業者 が 産 地 の 出荷 団 体 に対 す る出荷 依 頼,入 荷,卸 売,精 算,

送 金 通知 等,ま た,産 地 出 荷 団 体 が 市 場 の 卸 売 業 者 に 対 す る荷 送 通 知,入

金 通 知等 の取 引 事務 を コ ン ピュ ー タと通 信回線 に よって処 理 す る。

これ に よって 卸 売業 者 は そ の 日の 入荷 量 を事 前 に知 る こ とが で き,ま た 産 地

出荷 団 体 は 当 日の 出荷 物 の 卸 売価 格,精 算 金 額 を即 座 に 知 る こ とが で き,後 続

出荷 物 の 出荷 先 市場 の 選定 等 の 資料 に もな る ので あ る。

ま た,他 企業 間 の取 引事 務 を効 率 化す る とと もに,他 方 で は 企業 内 部 の事 務

化を も 目指 す もの で あ る。

1-2取 弓り面 格 の 安 定 化

生 鮮 食 料品 は保 存 が 困 難 で あ り,鮮 度 が 価格 決 定 の要 件 で もあ るの で,取 引

を短 時間 に処 理 しなけ れ ば な らな い。 そ の た め,価 格 決 定 の要 因 分 析 と取 引条

件 の総 合 解 析 に コ ン ピ ュ ー タ を導 入 し,生 産者 も買 受 人 も取 引 され る商 品の

全国 的 な生 産 事情,後 続 供 給 事 情,消 費 需要 の動 向,全 国各 市場 の 動 き,特 に

入荷 状 況,市 況,品 質 と値 動 き,競 合 産地 にお け る 出荷 状 況 等,取 引 の前 提 と

な る情 報 を確 保 す る ことが で き る。 これ に よって取 引 が 単 にそ の 日の需 給に 基
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つ くだけ で な く,よ り充 分 な情 報 に基 づ く取 引 へ と移行 す る こ とが可 能 と

な る。 これ ま で,そ の 日そ の 日の入 荷量 い か ん に よっ て,成 立 した取 引価

格 か ら,よ り長 期 的 視 点 に基 づ い た 取 引価 格 へ と移 行 し,取 引価格 の安 定

化 へ と向か わ しめ る もの で あ る。

1-3取 引 決 済 の 合 理 化

現 状の 青 果 物 取 引 に よる と,産 地 出 荷 団体 が 発 送 した荷 の 精算 通 知 は早

い場 合 で1週 間 後,遅 い場 合 には2週 間 位 の 日時 を要 す る。 卸 売価 格 の概

要 は 即 日,電 話 等 に よ り卸 売 業 者か ら通 知 され る が,そ の精 算通 知 や・ さ

らに代 金 の 送 金 には か な りの 日数 を要 して い るの が 現状 であ る。

卸 売 業 者か らさ らに,生 産 者 に精 算 の 通 知 をす る に は・1～2週 間 の 日

数 を要す る。 この取 引決 済 の 長 い こ とが 産地 仲 買 人 等,い わ ゆ る投 機 的 商

人が 介 入 す る原 因 に もな っ て い る。

この 「取 引 情 報 処 理 シス テ ム 」で は,卸 売価 格 が決 定 す る と同 時 に,コ

ン ピュー タに よ って処 理 ざれ,産 地 出荷 団体 別 に ファ イ ルす る と共 に精 算

通知 は通 信 回 線 に よっ て,産 地 出荷 団体 に通知 され る。

これ に よっ て,産 地 の 出荷 団体 で は 生 産 者 に対 して 即 日発 送 品 の精算 を

行 な う こ とが 可 能 とな る。

2.情 報 流 通 の 合 理 化
t.

2-一一1情 報 流 通 の 迅 速 化 と 効 率 化

現 在,農 林 省 で は 生 鮮食 料 品の 物 価対 策 と して,「 生 鮮 食 料 品 流通 情報

サ ー ビス 」を実 施 して い る が,そ の端 末 テ レ ック ス ・テ レタ イ プは・ 各

県 の 統計 調 査 事務 所,ま た は 当該 事 務所 の 出張 所等 に 設置 され て い る。 そ

の結 果,各 端 末 まで は,生 産,出 荷,市 況 等 の 流 通情 報 が流 れ るが,青 果
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物 の取 引 当 事者(産 地 の 出荷 団体,消 費地 の 卸 売業 者 等)が 利 用 す る場 合

に は,新 聞,ラ ジオの マス コ ミに よるか,ま たは統 計調 査 事 務 所(出 張所)

等 に 問合 せ る形 式 とな っ てい る。

これ に 対 し,当 「生鮮 食 料 品 流通 情 報 シス テ ム 」の 場 合,端 末 を 利 用 者

が各 自で保 有 す る 方法 で あ り,利 用 者 は 自 らの手 元 で,随 時,情 報検 索 が

可能 とな り,情 報 の 流通 は よ り迅速 化 、 効率 化 さ れ る 。 す なわ ち、 情 報 が

利 用者 を 中心 と して 組織 化 、 体 系化 さ れ るの で あ る。
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① 現在の農林省 「生鮮食料品流通情報サー ビス 」

(産 地)
中
継

局
△↑

中
継

局
△↑

(消 費地)

◎ 一
＼

統 計 調 査

事 務 所

省

省

林農

本

統 計 調 査

事 務 所

O

O

利 用 者

o

O-O－ マ ス'コ ミ ーO-O

(ラ ジオ,テ レ 巳 新 聞)

テ レ タイ プ

テ レック ス

一 。一 。 一 電 話 ・郵 送

② 「生鮮 食料 品流 通 情 報 シス テ ム 」に よる場 合

衛 星 局

通
信

回
線

一
利

通信 回線 流 通 情 報

処 理 セ ン ター

通信回線
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2-2情 報 内 容 の 高 度 化

現 在,農 林 省 「生鮮 食 料 品 流通 情 報 サ ー ビス 」で,提 供 さ れ て い る流通

情 報は,生 産 情 報(作 付,作 柄,災 害 情 報),出 荷 情 報(季 節 出荷,週 間

出荷 情 報),全 国 市況 情 報(市 場 別 市 況,品 目別 市 況),地 域 市 況 情報(市

場 別 市況)で あ る。

これ らの情 報 の 内容 は 次 表 の ご と くで あ る。 これ らの情 報 は,主 に統 計

調 査 事 務 所 にお い て整 理 さ れ,さ らに,農 林 本 省 に お い て,編 集,処 理 さ

れ て全 国 に送 信 され てい る。

これ らの流 通 情 報 は 別 図(図,)で み る ご と く,末 端機 関 で調 査 さ

れ た もの が,そ の ま ま解 析 ・加 工 され ず に流 通 す る形 式 で あ る。

これ に対 して,当 「生 鮮 食 料 品 流通 情 報 シス テ ム 」では,「 流 通 情 報 サ

ー ビス 」で 提 供 され る各種 の 流通 情 報 の ほ か に ,こ れ らの情 報 を素 材 と し

て,解 析 ・加 工 され た種 々の 予 測情 報 や 解 析情 報 も利 用 者 に提 供 す る もの

で,利 用者 が利 用 しやす い 形 に情 報 を処 理 す る もの で ある 。

ま た,産 地 関係 と比 べ比 較 的 情 報 の 欠 如 して い る 消費 地 関係 につ いて は,

卸 売 市場 の 市 況情 報 のほ か に,家 計 消費 等 を素材 と した,消 費情 報,消 費

予 測 情報 も提 供 す る。

■
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表4流 通 情 報 サー ビス と流 通 情 報 シ ス テ ムの 情報 内容 の 比 較

農林 省 「生鮮食料品流通情 報 サ①
一 ビス 」の情報内容

「生鮮食料 品流通情報 システム 」②

の情報内容

情 報 項 目 情 報 内 容 情 報 項 目 情 報 内 容

季節出荷情報 野 菜 や果 物 につ い て, 出 荷 情 報 品 目 別,産 地 別,.品 種

主要 な産 地 ご とに,い つ 別の 出荷数量についての

か ら出荷 が 始 ま り,い つ 情 報 で あ る。 現 在 は,1

まで どの よ うに 出荷 され 週間単位 で出荷 量 を把握

るか,ま た ど この都 市 に して い る が,産 地主 要 出

出荷 され るかを出荷前 に 荷 団体 とオ ン ラ イ ン通 信

見通 して情報 として提供 が 可能 とな っ た段 階 では

する。 情 報発表の周期は 毎 日の出荷 量 を把握 でき

ほ ぼ 毎,月1回 で あ る 。 るo

週間出荷情報 主 要 な 産 地 ご とに,翌

週 どの位 の野菜や果物が

どこの 都 市 に 出荷 さ れ る

か を見 通 して,情 報 と し

て提供す る。情報発表 の

周期 は毎 週1回 で あ るo

全国 市況情報 消 費 地 情 報

市場別市況 全 国的に建値 の基 準に 市 況 情 報 毎 日の産地別入荷量,

なる よ うな大都 市 の15 価 格,市 場 の 気配 につ い

市場について全国を情報 て の 情 報 で あ り,デ ー タ

提供 の範囲 として毎 日市 の ソー スは 卸 売 業 者 が と

況を 発 表す る。 りま とめ る。 毎 日の 市況
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農林省 「生鮮 食料品流通情報 サ①
一 ビス 」の情報内容

「生 鮮食料品流通情報 システ ム 」②

の情報内容

●

情 報 項 目 情 報 内 容 情 報 項 目 情 報 内 容

札 幌,仙 台,東 京(神 情 報 を発 表 す る。
●

田 ・築 地 ・淀 橋),横

浜,名 古屋(枇 杷 島),

京 都,大 阪(本 場),

神 戸(本 場),広 島,

北 九州(小 倉),福 岡

の各 中央卸売市場

生 産 情 報 産 地 情 報

作 付 情 報 野菜や果物 の主 要な産 作 付 情 報 主要産地 におけ る品 目
.

地の 作付面積 と苗 の活着 別,品 種別,作 付 面 積 に

●

作 柄 情 報

の 状 態 な ど,初 期 生 育 の

状 況 を 作付 直後 に調 査 し

て情 報 と して提 供 す るo

情 報発 表 の 周 期 は,ほ ぼ

毎 月1回 で あ る。

野菜や果物の主要 な産

地の 作柄 や収穫予想量を

出荷 前か ら出荷盛期まで

数 回調査 し,情 報 と して

提供 する。 情報発表 の周

期 は,ほ ぼ毎 月1回 であ

つい て の 情 報 で あ る 。 前

年 の実 績 とそ の変 化率 に

つい て も作成 す る。 農 林

省 では,現 在1ケ 月 周期

位 で行 なっ て い るが,1

週 間周期 で情 報 を発 表す

るo

生 育 情 報 主 要産 地 に お け る品 目

別,品 種 別 の生 育状 況(

作柄)に つ い て の 情報 で

ある 。毎 週1同 位 の 割 合

で発 表す る。
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農林省 「生鮮食料品流通情報サ①
一 ビス 」の情報内容

「生鮮食料 品流通情報 システ ム 」②

の情報内容

情 報 項 目 情 報 内 容 情 報 項 目 情 報 内 容

るo

災 害 情 報 災害 に よ って 生 産 や 出 被 害 情 報 災害が発生 した場合 に

荷が どの よ うに なる か を その状況 について発表す

早期に見通 して情報 と し る・情報ぱ え もって要

て発表 す る。 求 の あ っ た利 用 者 にのみ

提供す る。要求 の形式は

当 然,品 目別,産 地 別,

品種別の選択 が可能 にす

るo

品 目別 市 況 主 として産地関係者 に

便利 な よ うに,前 記15

市場の 市況 を品 目別 に組

み替 え て毎 日発表 す る。

消 費 情 報 総理 府 「家計調査 」よ

り各都市の消費数量,消

費価格等 の資料 を収集 し,

それを情 報 として発表す

る。 発表 周期 は 月に1度

と す る 。

地域 市況情報

市場別市況 前 記15市 場 の ほ か,

地 域的に重要 な59書肺(主
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農林 省 「生鮮 食料品流通情報 サ①
一 ビス 」の情報 内容

「生鮮 食料品流通 情報 システ ム 」②

の情報 内容

■

情 報 項 目 情 報 内 容 情 報 項 目 情 報 内 容

に県庁所在都 市 と旭川,
●

尼 崎 な どの主要都市)の

市場 に つ い て,地 域 を情

報 提 供 の 範 囲 と して,毎

日市 況 を 発表 す る。

産地予測情報

収穫予測情報 週1回 程 度 発 表 す る。

過 去数年 間におけ る収穫

実 績 と,今 日ま での 収穫i

実 績 と対 比 させ,今 年 の

収穫 予想量 と残部の収穫

予想時期 を予測 する。

出荷予損、1情報 週1回 程 度 発 表す る 。

過去数年 間におけ る出荷

実績 と今 日まで の出荷実

績 とを対 比 さ せ,今 年 の

出荷予想,市 場別来 週の

「.
出荷予想量 を予測す る。

1

◎ー

消費地予測情 報

1

市況の予測情報 市場別 の値動 きにつ いて

て予 測 す るo週1回 程 度 発

表す る。過去 数年間の市 況
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① 農林省 「生鮮食料 品流通情報 サ ② 「生 鮮 食 料 品 流通 情 報 シス テ ム 」
一 ビス 」の情 報 内容 の情 報内容

情 報 項 目 情 報 内 容 情 報 項 目 情 報 内 容

と入 荷 量 を 当 日まで の 市

況 と入荷量 を対比させ翌

週の卸売価格 を予測する。

消費の予測情報 週1回 程度 発表 する も

の とす るo予 測 の 対 象 と

して は,下 記 の もの が あ

る が,予 測 の ア ル ゴ リ ズ

ムや情 報 項 目につ い ては

第2期 作業 に て検 討 す る。

1)都 市別 の消費予測

2)所 得階層別 の消費

予測

3)小 売 値 の 動 き

2--3情 報 処 理 の 高 速 化

農 林 省 「生 鮮 食 料 品 流通 情 報 サ ー ビ ス 」は,テ レ タ イ プや テ レ ック ス を

使 用 し,情 報 伝 達 手 段 と して は,か な りの 効 果 を あげ てい るが,統 計調 査

事務 所 や 出張 所 に おけ る整 理 作業,お よび,農 林 省 で 行 な う処 理(市 場別,

品 目別 市 況 を,品 目別,市 場別 市 況へ の 組 替 作業 一 コン ピュ ー タ処 理 一

は,テ レッ クス や テ レタ イ プ よ り得 た 情 報 を コ ン ピュ ー タ等 で処 理 してい

る た め,入 手 を要 す る うえ に,時 間 もか な りかか って い る。
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これ に対 して,当 「生 鮮 食 料 品 流 通 情 報 シス テ ム 」で は,端 末,衛 星 局

(衛 星 コン ピュー タ),中 央 セ ン ター(中 央 コン ピュ ー タ)を す べ て,オ

ン ラ イン に よっ て結 合 す る もの であ り,伝 達 の ス ピー ド化 と,情 報 処 理 の

高 速 化 を計 る もの で あ る。

端 末 にお い て は,で きる だけ 簡 素 化 した 様式 で情 報 を 入 力 し,中 央 の処

理 機 関(流 通 情報 処 理 セ ン ター)で 情 報 加工 を行 な い,こ の 加工 され た 情

情 を 出力 す る もの で あ る。 そ して,そ の 中間 では,入 力 を ま った く必要 と

しな い 方 向 で設 計 す る。

3.輸 送 の 合 理 化

●

現状 の青 果 物 の 流 通 を一 言 で い うな らば,「 大 都 市 の 大卸 売 市 場 を 中心

と した物 流体 系 」とい うことが で き よ う。 す な わ ち,全 国 の主 要 青 果 物 は,

そ の 多 くが,東 京,名 古 屋,大 阪 の大 卸 売 市場 に集 中 して お り,、そ の 他 の

中小 都 市へ の 入荷 は,上 記 の 大 都 市か らの 「転 送 」に頼 っ て い るの が実 情 と

いえ る。

例 え ば,関 東 地 域 につ い てみた 場 合,宇 都宮,前 橋,大 宮,浦 和,千 葉,

船 橋 等 の 各都 市は,東 京 の 中央 卸 売市 場 か らの転送 物 が 重 要 な役 割 を 占め

て い る。 ま た,大 宮,浦 和,千 葉,船 橋 等 の 各都 市 は 人 口の 増 加 の最 も激

しい 地 域 で あ るが,こ れ らの地 域 需 要 を解 析 した情 報 が ない た め,産 地 の

出荷 団体 が 直 接 荷 送 りを しない ことに も原 因 が ある 。

この よ うな大都 市 の特 定 の 卸 売市場 を 中 心 と した 流通 体 系 か ら,地 域 の

需 要 に適 応 した,す な わ ち,地 域 の需 給 関 係 を反映 した流通 体 系 に移行 さ

せ る もの で あ るo

「生 鮮 食料 品 流通 情 報 シス テ ム 」では,各 都 市別 に需 要 の 測 定 や将 来 の

需 要 量 を 予 測 し,消 費情 報 として産 地 の 出荷 団体 に 提供 し,こ れ に よっ て

物 流 は地 域の 需 給 関 係 を反映 して流 通 す る こ ととな る。
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ま た,首 都 圏 に お け る青 果 物 流 通 の現 状 をみ る と,中 央 卸 売 市場 は そ の

特殊 な性 格 か ら,消 費地 市場 とい う よ りは 集 散 地 市場 と して の 性 格 が 強 く

なっ てい る。

ζの点 は,青 果 物 の 性格 で あ る生 鮮 とい う意 味 か らい っ て も,物 流 の 合

理 化 とい う点 か ら も,早 急 に改 善 され な けれ ば な らな い点 とな っ て い る。

そ の場 合,現 在 しば しば 試 み られ る 「産 地 直送 」のそ の最 も大 き な原因 は

産地 と消 費 地 との 結 合 が 偶 然 的 な 点 に あ るだ け に 永続 性 を持 っ て い る とは

いい が た いo

現 状 で は 転送 は,中 央,地 方 の 経 済 力の 差 か ら くる し,や む をえ な い 現

象 で あ る と も考 え られ るが,輸 送 上 か らは,明 らか に不 合 理 性 を 内 蔵 して

い る。 そ の ため に青 果 物 取 引 に必 要 な情 報 が 広 範 な 関係 者 に 提 供 さ れ る こ

とを手 始 め に,物 流は 現状 よ り効率 的 な経 路 を とる もの と考 え られ る。

4.そ の 他 の 効 果

一 生 産 費 の確 保 と生 産 力 の拡 大 一

現 在 の 青 果 物 流通 は 卸 売 市場 方式 とい わ れ る ご と く,卸 売 市場 が価 格 形 成 や

物的 流 通 で 中心 的 な地 位 を 占め て い る。 す な わ ち,産 地 の 出荷 団 体(ま た は生

産者 等)は この卸 売 市場 に無 条 件 で商 品 の委 託 販 売 を す るが,そ の 際 よ く言 わ

れ る ご と く,販 売価 格 が生 産 費 を割 る場 合 や,ま た,極 端 な場 合 に は 箱 代 を 割

る場 合 もあ る。

現状 の卸 売市場 方 式 で は,こ れ を改 善 す る こ とは 極 め て困 難 な こ とで あ るが,

「取 引 情 報処 理 シス テ ム 」を実 現 した場 合 で は,市 場 の 卸 売 業 者 か ら の 「

出荷依 頼 」に 対 して,産 地 の 出荷 団 体 は 「荷送 り通 知 」と同 時 に 「取 引 の希 望

価 格 」も提 示す る こ とに よ り,生 産 費 の 確 保 を可 能 に す る こ とを 目指 して い るo

す なわ ち,「 生 産 費割 れ 」や 「箱 代 も でな い 」ほ どの 取 引価格 は 生産 者 に対

し,生 産 意欲 を失 な わ しめ,そ れ が 次年 度 に は 品 不 足 に よる当 該 品 目の 価格 高

一76一



騰 とい う結果 に も な りか ね な い の で あ る。 そ の ため,少 な く と も,生 産 者 の

「生 産 費 」は 確保 せ しめ,恒 常的 に生 産 力を 確保 しよ うとす る もの で あ る。

それ が 継 続 す れ ば,生 産 力 も拡 大 す る もの と考 え られ る。

●

●
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1現 在の情報交流の問題 点とその解決方 法

ψ

倉

昭 和42年 か ら稼 動 して い る農林 省 「生 鮮 食 料 品 流 通 情報 サー ビス」 は今 日ま

で 端 末局 か ら直 接、 各 種 の情 報 をサ ー ビス した り、 また は ラジオ、 テ レ ビ、 新 聞

に載 せ る原 デ ー タ の作成 な ど、 広 く利 用 者 に情 報 を提 供 し、 青=果物 の 流通 面 に お

い て欠 くこ との で きない もの とな って い る07大 都 市の 主要11市 場 の値 動 きは

この シス テ ム とマス コ ミとに よって地 方 市場 の建 値 とな って い る し、 ま た 関東 、

中 部 、 関西 の 主 な市場 間 の価 格 の変 動 に対 す る 自動 調 節機 能的 役 割 もは た して い

るo

しか し、 一 方 では42年 当 時 の 要 求 に比 べ、 よ り高 オ、準 のい くつ か の 情報 サ ー

ビス の要 求 が 、 利 用 者 か ら出 され てい るo

これ らの要 望 は 、この シス テ ムの稼 動 に よ って生 れ て きた と もい え る。 す な わ ち

あ る要 求 を満 足 させ るた め に新 しい シス テ ムが 出来 た結果 、 そ れ が さ らに 次 の 新

しい 要 求 を発 生 させ た と もい え る。

ま た、 通 信回 線 の開放 を は じめ、 デ ー タ通 信 、 オ ン ライ ン ・リアル タ イム ・ シ

ス テ ム、 タ イ ム ・シ ェア リング システ ム、 大 容 量 ファ イノレに よるデ ー タ ・バ ンク

・シ ス テ ム な ど、 情報 処 理 シス テ ムの ハ ー ドウ ェア、 ソ フ トウ ェア両技 術 は、 急

速 に進 歩 し、42年 当 時 と比べ て格段 の相 違 が見 られ 、 この よ うな技術 の進 歩 の

結 果 、 生 鮮 食 料 品 の生 産 、流 通 関係 者 が よ り高度 の、 そ して詳 細 な情 報 の サ ー ビ

ス を 要求 した とい え るo

現在稼動 している農林 省の 「生鮮食料 品流通 情報 サー ビス」 の問題 点について

① 端末局数 が限 られ ていて、情報 を必要 と している出荷団体に まで直接端末機

器 で ア ウ トブ ン トで きないo

産 地 の 出荷 団体 、 出荷業 者 も、 生 産 者 は そ こで生 産 、 出荷 してい る品 目に つ

い て、 動 的 に変 化 す る全 国 の競 合 産 地 の 作付 は、 生育 、 被 災 、 出荷 情報 、 出荷

して い る各 市 場 の仕 切 値 と、値 動 き、入 荷 量 等 を具 体 的、 即 時 的 に必要 と して
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い る。 そ のた め に は、 各 出荷 団体 レベ ル で端末 局 をk'く 形 態 が好 しいo

② シス テ ムが メ ・セ ー ジ交 換 を 目的 と した、専 用 に設 計 され た 自動 交 換 装 置

と、 多 重 制動 装 置 とテ レ ック ス とを結 ん だ もの で あ る。 そ の た め、 デ ー タの

加 工 、集 計 蓄 積 な どが で きず 、要 求 され る情報 に対 しフ レキ シ ビ リ テ ィ が

な く、利 用 者 は、 必要 な情報 を必 要 な形 で いつ で も取 り出せ る の では な く、

与 え られ た情 報 を受動 的 に受 け とる だけ で あ る。 コ ン ピュー タ を頂 点 と した

デ ー タバ ンク とオ ン ラ イ ン ・リアル タイ ム用 の ソ フ トウ ェア を持 てば 、 この

点 の利 用 者 の 要望 は解 決 され るo

また、 専 用 設 備 と して設 計 、 製 作 さ れ た もの で あ るた め 、 シ ステ ムの拡 張

が 困難 で あ り、 端 末 を設 置 し直 接 情 報 を入 手 したい と云 う利 用 者 の要 求 に こ

た え る こ とは で きなレ・o

伝 送速 度 が遅 い こ と、 中央 にお い て 人 手 で デー タの取 扱 い が あ る こ と も、

情 報量 の拡 大 を困難 に して い る○

③ 情報 内容 が限 られ た もの で あ る○

情報 サー ビス の利 用 者 や、 生 鮮 食料 品 の流通 お よび生 産 の 関 係 者 は 、 多種

多様 で あ っ て、そ こで 必要 とす る情 報 の 種 類 や性 質 は 、 そ れ ぞ れ異 って い る〇

一 定 地域 内 や
、 地 方 市場 へ だ け 出荷 して集 出荷 業 者 は 、 出荷 して い る品 目に

つ い ては 、 大都 市 の主 要 市場 の建 値 と 自社 の 出荷 して い る範 囲 の都 市 の市 場

の入 荷量 、 高値 、 中値 、 安 値 お よび そ の銘 柄 別 取 引量 な どの市 況 の詳 細 な情

報 を必要 とす るが、 全 国 の市 場 に つ い て の詳 細 な市況 や、取 扱 っ てい ない商

品 につ い て の市 況 は 不要 で あ る○ 生 産 情報 に関 して も必 要 な品 目 の競 合 して

い る地 域 に関 して の 情報 が必 要 な の で あ っ て、 全 品 目につ い て ア ウ トプ ッ ト

す る必 要 は ない。 市 場 につ い て も同様 に利 用 者 に とっ てすべ て の 情報 が 必要

なわけ で は ないo

回線 の 容 量 に対 して も全 利 用 者 の 端 末 装 置 とすべ ての 情報 の 受送 信 を す る

た め には 巨大 な シス テ ム に しなけ れ ば な らない が、 コン ピュー タに よ るデー

タ管 理 と、通 信 制 卸 と を行 な うな らば、 これ らの点 につ い て、 よ り利 用 者 に
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と って便 利 で効 率 の よい シ ス テ ム を作 成 す る こ とは 可能 とな る。

した が っ て、 「生鮮 食 料 品 流 通 情報 サ ー ビス」 に、今 日の各 種 の ハ ー ドウ

ェア の性 能 向 上 を と りいれ て レベ ル ア ップす る と同 時 に、 利 用 者 の拡 大 した

要 求 に合 せ 、 ま た 全 国的 な観 点 か らの 生 鮮 食料 品 の 流通 問 題 か らの ニー ズ に

合 せ た シス テム に、 新 し くす る必要 が あ るo

現 行 シス テ ムか らの主 な改 良 点 に つ い て

○ コ ン ピュー タに よって デ ー タの加 工 、 蓄 積 分 析 、 出力 等 の 処理 を行 な う。

② 高 速度 通 信 回線 を使用 し、 多数 の 出荷 団体(全 国 の農 協 に 端 末局 を 齢 くと、

11,000余 り)と 、 全 国 の市 場(300市 場)お よび関係 官 庁 事 務所 に端

末装 置 をお い て、 オ ン ラ イ ン'リ アル タ イ ム で情 報 のサ ー ビス を行 な う○

⑤ 全 国 的 に 必要 なデ ー タの統 計 処 理 も行 ない 、 そ の結果 を提 供 す るo

④ 現 在 では 提 供 され て い な い二 、 三 類 都 市iの市 況 情 報 を も収 集 提 供 す る。

⑤ 現 在 の生 意 市 況情 報 を よ り詳 細 な もの で提 供 し、 さ らにそ れ を加 工 した

予 測(需 要 予 測、 収 獲 予 測 等)の 情報 を も提 供 す る○

◎ 市場 に おけ る 日々の市 況 の集 計 、 報 告書 作成 等 の 事務 の機 械化 業務 も可能

と す るo

⑦ 利 用 者 の 要 求 に した が っ て情報 の検 索、 作表 を可 能 な もの とす る。

◎ つ ぎの レベ ル と して 、 市場 の取 引業 務 自体 の処理 も行 な うこ とが で きる よ

う な 、 拡 張 性 を も っ た シ ス テ ム と す るo
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2流 通情報 交流システムの詳細設計

2.1流 通 情 報 交 流 シス テ ム の概 要

産 地 晴報 と消費 地 情 報 を随時 中央 コ ン ピュー タ に記録 して お き、 これ を

希 望 者(取 引業 者)に 対 し、 随 時 提 供 することを可 能 なさ しめ る もの で あ るo

す なわ ち、取 引 の当 事 者(産 地 の販 売者 一 農 協 、任 意 組 合 等 の 出荷 団

体、 消費 地 の購 売 者 一 卸 売業 者)達 は流 通 時報 交 流 シス テ ム に よって 提

供 さ れ る各 種 の 情報(作 付 、 作柄 、 出 荷等 の 産地 情 報 、市 況 、 消費 等 の 消

費 地 情報)を 手 元 で検 索 す る こ とに よ り、 全 国 の青 果 物 の生 産 、 出荷 、 流

通 、 消 費 等 の流 通 状 況 を即座 に知 る こ とが で きる○

この ほ か 、産 地 情報 に つい て は、 作 付 情報 、 生 育 情報、 出荷 情報 を基 礎

と して、 これ を処 理 して収 獲 予 想 、 出 荷 予 想等 の予 測 情報 に つ い て も提 供

す る○ また 、 消費 情報 に つい て も、 市 況 情報 、 消 費情 報 を基 礎 と して、 こ

れ を処理 し、価 格 予測 、 消費 予 測等 も行 ない 、 さ らに、 上 記 を組 合 せ て、

週 間 、 月間 、年 間等 の需 給 予 測 も行 な うもので ある。

農 林 省 「流通 情報 サ ー ビス」 は 、 情 報 の 内 容 と対 象 品 目、 対 象地 域(産

地)、 対 象 市場(消 費地)が 限定 され てい る が、 この システ ムで は、 主 要

産 地 、 主 要 市場 の ほ とん どを対 象 地 と し、 情報 の 提供 先 も、希 望 す る流 通

業者 全部 の入 手 す る こ とを可 能 な ら しめ る○

そ の具 体 的 内 容 は以 下の ご と くで あ る。

① 全 国 の市 場 お よび 出荷 団体 、 出荷 業 者 を オ ン ライ ンで結 び、 生 鮮 食料

品 の生 産 に 関す る情 報 、 需要 に 関す る 情報 、 市 況 に関 す る情 報 を相 互 に

要 求 に応 じて提 供 す るo

② 情報 の入 力(生 産計臥 作付 情報 生育情報、被災 情報・収獲見込情

報 、市況情報)は 現在 の 「生鮮食料 品流通 情報 サー ビス」 において統計

事務所 出張所 で行な っている形態 を継承する。 ただ し、情報 の書式、内
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に つ い ては 必要 な詳 細 な項 目を加 え 、 情報 の オ、準 を高 め る○

消 費 に 対 す る需 要 予 測 、 消 費 情報 は、 全 国 の家 計 調 査 、 人 口変 動 、 特

瀬 因注1)な どを セ ン ・一 で調 査 入 力 す る。

注1)生 鮮 食料 品 の需 要 は 、 供 給 が需 要 をみ た し、 価格 が安 定 して い

る か ぎ り年 間 を通 じてほ ぼ安 定 してい る。 む しろ消 費 の 動 向 は供

給 に よっ て影 響 され る○ た だ し、 万 国博 の よ うに特 殊 な大 量 の 需

要 が発 生 した場 合 、一 時 的 な変 動 をす るの で、 そ の時 の需 要 予測

は 随 時行 な わ ねば な らな いo

⑤ 情報 の 出 力は 、 端 末機 を持 って い る利 用 者 か ら、 そ の端 末 機 を使 っ て

セ ンタ ー に 出力 要 求 の コー ドを送 り、 そ の要 求 に した が っ て デ ー タ ・バ

ンク か ら利 用 者 の端 末 に送 るo

端 末機 の設 置 は 一 応 、 出荷 団 体(単 位 農 協)、 市場 関係 者 、 卸 売 業 者

そ れ に準 ず る者 を最 初 の 段 階 で対 象 とす る。

④ サ ー ビスす る情報 の種 類

(生 産 者 にサ ー ビス す る情 報)

o全 国 の産 地 の作 付 、 生 産 計 画

O全 国 の産 地 の作 付状 況

○全国 の産 地 の生 育 状 況

o大 きな被 害 が発 生 した時 の被 害 情報

O収 獲 見込 情報

o出 荷 情報 、 残 収 獲 情 報

o全 国 お よび地域 内 需 要 予測 、 消費 情報(注2参 照)

o主 要 市 場 市 況概 要

o指 定 市場 市況 詳 細 情 報

o市 況 分 析(注3参 照)
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(市 況 関 係 者 に対 して サ ー ビス す る情 報)

o全 国 の 産地 の 作 付、 生 産 計 画

o全 国 の 産地 の 作付 状 況

o全 国 の産 地 の生 育 状 況

o被 害発 生 に よ る被 災 状 況

o収 獲 見 込 情報

o出 荷 情報 、 残収 獲 情報

o全 国 お よび地域 内需 要 予 測 、 消費 情報(注2参 照)

o主 要 市場 市 況概 要

o指 定 市場 市 況 詳細 情 報

o市 況 分 析(注3参 照)

⑤ 全 体 の構 成

ゼ ネ ラル ・フ ロー チ ャー トお よび プ ロセ ス フ ロー チ ャー トを(図14

お よ び図t5)に 示 す○

注2)消 費 に 関 す る需 要 予 測

総 理 府 「家 計 調 査」 よ り消 費地 の生 鮮 食 料 品 に対 す る所 得 弾性

値 、 月 間 消 費傾 向値(季 節変 動 の分 析)を 求 め、 さ らに人 口増 減 、

消 費 価格 と消費 との 相 関 、供 給量 と消費 者 価格 との相 関 な どを提

供 す る○ 全 国的 な需 要 予測 と同 時 に、 市 場 の 流通 圏 ご との地域 単

位 の需 要 予測 も、 同様 な手 法 で行 な うo

生 鮮 食 料 品 にか ぎ らず 、 食 品 全般 に つ い ての 品 目間 の需 要 に対

す る関連 性 につ いて の資料 と して、 食品 全 般 の品 目 ご との消 費 の

相 関 分 析 、主 成 分 分 析 、 因子 分 析 な どの方 法 に よって、 フ ァク タ

をk・さえ 、 さ らに計 量 モ デ ル に よ る回帰 を行 な うo

さ らに 月平 均 また は 週 間平 均 の統 計 デー タ に よって、 指数平 滑

法 移 動平 均 法 な どに よる予測 を 行 な う。

ふ
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●

一 地 方 で 祭 典 な どに よっ て
、一 時 的 に人 口の増 減 がお こる場 合

の、 週辺 地 域 と の人 口移 動 に よる需 要 予測 は、 上 記 の定 例 的 な方

法 に加 え て 、 人 口 の移 動 を加味 した方 法 を導 入 して行 な うo

注5)市 況 情報 の 解 析 と統 計

市 況 情報 に関 して は、 農林 省へ 毎 日報告 す る業 務 と して卸 売業

者 単 位 の 入 荷 量 、 セ リ価 格 、入 荷 先 な どの デ ー タ の集 計 が、 現 在

人 手 に よっ てお こ なわ れ てい る○ まず これ らの処 理 は取 引 情報処

理システムで ソ フ トウェア で行 な うこ とがで きる が、 そ の ア ウ トブ

ン トの書 式 の 統 一 と、 デー タそ の もの を磁 気 テー プ な どの フ ァイ

ル で保存 す る こ とに よっ て、 さ らに全 国 的 な流 通 の資 料 作成 の時

に効 果 が あ るoま た、 イ ンブ ン トす る デー タそ の もの が、 さ らに

詳 細 に な る こ と に よって、 質 的 向上 を期待 す る こ とが で きる。

入 荷物 の 品 質 等 級別 統 計 や、 入 荷 先 の集 計 、 仲 買 、 転送 先 につ

い て の統 計 は 、 生 鮮 食料 品 の流 通 の実 態 を分 析 す る資 料 と して有

効 で あ る○

予 測 の方 法 と して は

a)

b)

c)

d)

調 査 的方 法

解 析 的方 法(1)移 動平 均 法

(2)指 数 平滑 法

(3)多 項式 法

(4)成 長 曲線 法

(5)指 数 曲線 法

計量経済分 析法

実験 的方法(1)因 子分析

(2)主 成分分析

(3)判 別関数分析

(4)分 散分析

(6)べ き 曲線 法

(7)回 帰 分 析

(8)季 節 調整 法

(9)周 期解 析法

(5)共 分 散 分 析

(6)正 準 相 関 分 析

(7)数 量 化理 論
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な どが あ るが 、生 鮮 食料 品 の場 合 はそ の 性 質 上 、解 析 的 方法 一

(1)移動平 均 法 、(2)指 数 平 滑 法 、(3)多 項 式 法 な どに よる予 測 が有 効 で

あ るo

2.2流 通 情 報 交流 シス テ ム のゼ ネ ラル.フ ロー チャ ー ト

図14は 流通 情 報 交 流 シス テ ムの入 力 情報 と出力 情 報toよ び フ ァイル と

の関 係 を概 念 的 に 示 した もの で あ るo

産 地 情報 で あ る作 付 状 況、 生 育 状 況 、被 害 状 況 、 収 獲 見 込 状況 は、 各 産

地 の 出荷 団体(単 位 農 協)出 荷 組 合 か ら入 力 され 、 い っ たん各 ブ ロ ックの

サ ブ シ ス テ ムの フ ァ イル に記 録 され 、 サ ブ シス テ ム ご との集計 、 編 集 が さ

れ た後 、 中 央 コ ン ピ ュー タに送 られ 、 全 国集 計 が と られ、 さ らに全 国 を編

集 した もの が サ ブ シス テ ムに送 りか え さ れ るo

市 場 か らの 市 況 情報 も、 同様 に サ ブ シス テ ムに フ ァイ ル され た後 、集 計 、

編 集 を行 っ て中 央 コ ン ピュー タに送 られ 全 国集 計 と、 全 国 の市 況 を編 集 し

た後 、 サ ブ シス テ ムに 送 りか え され るo

〔出 力 され る情 報 〕 定形 的 な仕様 に 編集 され た 情報 は、 サ ブ シス テ ム

で い っ たん磁 気 テ ー プフ ァ イル に記録 した後 、予 約 さ れ てい る端 末 に、 同

送方 式 で供 給 す るoま た 書式 に つい て、 随 意 に編 集 項 目ヰ の市場 や、 品 目、

産地 域 な どを限 定 した任 意 の書 式 で 出力 す る こ とを端 末 か ら要 求 す れ ば、

ランダ ム ファ イ ル か ら編 集 して提 供 す る(非 定 形 仕 様 出力)。

`

一94一



ゼ ネ ラ ル ・ フ ロ ー チ ャ ー ト の 記 号

6

令

端 末 装 置 か ら の 入 力

端 末 装 置 と し.ては 、 キ ー ボ ー ド ・ タ イ プ ラ イ タ

タ ー ミ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ

な ど か ら 可 能 と す るo

端 末 装 置 で の 出 力

キ ー ボ ー ド 。 フ'リ ン タ

タ ー ミ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ(の 印 刷 機 構i・ ラ イ

ン プ リ ン タ)

ラ ン ダ ム ・ プ ア イ ル

大 容 量 ラ ン ダ ム 呼 出 の 可 能 な フ ァ イ ル と し て 、

デ ィ ス ク フ ァ イ ル に よ っ て 構 成

磁 気 テ ー プ ・フ ァ イル

大 量 記憶 が で き、 ランダ ム呼 出 が 必要 で ない デ

ー タ の記録
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一 図14流 通 情 報 交 流 シス テム の ゼ ネ ラル ・ フ ロー チ ャ_ト

流 通 情 報 処 理 セ ン タ ー'中 理 セ ン タ ー ・セ ン
卸 売 業 .'

消 費 情 報

㊧ 年間需要予測

㊧ 年間 の市況の

総合分析 ㊧

「

l

l

-

-

・

1

一

*生 育 状 況

況

商

状

計

、付

付

作

作

消 費 傾 向 分 析 、 市 況 の 総 合 分 析 需 要 予 測

生 産 情 報 フ ァ イ ル 更 新

収 穫 見 込 情 報

市 況 情 報 フ ァ イ ル 更 新 、 集 計

年 間 の 市 況

の 総 合 分 析

*他 産 地
の

生育 、 収 穫、

/

」

他産地 の
収 穫見込情報

'前
日 市 況 分 析

市 況 状 況

年 間 需 要

予 測

消 費 情 報

収 穫 見 込

産地作付状況

/

全国市況情報

市 況 状 況

生 産ファイル 生 産ファイル

市 況7ア イル 市 況ファイル

統計

ファイル

生産統計

プアイル

需 要 予想

ファイル

*印 は ・ 現 在 農 林 省 の 「生 鮮 食 料 品 流 通 情 報

サ ー ビ ス 」 シ ス テ ム(テ レ タ イ プ
、 テ レ ッ.ク

ス に よ る デ ー タ 伝 送 シ ス テ ム)に よ っ て サ ー

ビ ス さ れ て い る 情 報 で あ る
。

仁…二 ∴ 笥
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、

2.3流 通 情 報 交 流 シス テム のプ ロセ ス ・フ ロー チャ ー ト

図15は 、 流 通 情報 交 流 シ ス テ ム にお け る、 生産 地 お よび 消 費地 の 情報

の 入 、 出 力 と、 生 産流 通 の各 工 程 との 関連 を表 現 した もの で ある○

作 付 か ら出荷 まで の時 間 は 、 数 週 間 ない し数 ケ 月の長 期 間 の プ ロ セス で

あ るが、 収 獲 ・出荷 か ら市 場 へ の入 荷 ま で は 、1日 ない し5日 の短 期 間 の

プ ロセス で あ るo

生 鮮 食料 品 の 流通 は、1品 目 で な く多 品 目多品種 で あ るた め、 シス テ ム

全 体 と しては年 間 に平 均 して 、 い くつ か の 品 目、 品種 に関 す る 情報 の 処理

が 同 時 的 に平 行 して行 われ る○ 従 っ て、冬 は生 産 情報 の 処理 は も ちろ ん 、

市 況 情報 も春 、 夏 、秋 に比 べ 少 な くな る と予 想 され る○ しか し全 体 と して

は 、年 間通 じて生 産 情報 と市 況 情 報 は毎 日何品 目か につ い て発 生 し、 情報

の処 理 は 日単 位(デ イ リー)ま た は 即刻 処理 され なけ れ ば な らな い○ そ の

た め、 この プ ロセス フ ・一 チ ャー トの ほ とん どす べ ての処 理 が、 何 らか の

品 目に つ いて 、毎 日、 同時 に行 な われ てい る。

産 地 お よび消 費 地 で は、 これ らの情報 を流 通 情報 シ ステ ムに入 力 し、 全

国 情報 が 出力されると、 それ を生 産 計 画 や 出荷 計 画 、市 況、 入 荷 計 画等 に フ

ィー ドバ ンク させ 、状 況 にす ば や く対応 で きる こ とが、 この シス テ ムの ね

らい で あるo

、
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フ ロ セ ス フ ロ ー チ ャ ーー ト の 記 号

⊂⊃ 　馨 ㌔

端末機 器か らの入 力

端末機器 か らの情報 の出力

フ ァ イ ・レ(フ ァ イ ル へ の 蓄 積 、 読 出)
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図15流 通 情 報 交 流 シ ス テ ム ・プ ロ セ ス 。 フ ロ チ ャ ー ト
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消 費'地 情 報 処 理 セ ン タ ー 生 産 地

小 売 仲卸 業 者 卸 売業者(荷 受会社 、) 中 央 コ ン ピ ュ_タ_ 農 協 二 生産地 ぽ 家

|

1

、
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Ψ
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2.4入 力情 報 、 出 力情 報 の仕 様 と書 式

流 通 情報 交 流 シス テ ムの取 扱 の 情報 は 産地 につ い て は、 生 産 、 出荷等 の

産 地 情 報 、 消費 地 で は市 況 、 消 費等 の 消費 地 情報 で あ るoこ れ らの 情報 に

つ い て そ の入 力 と出 力の書 式 と、 そ れぞ れ の入 出力 情報 の 内容 を次 の よ う

に決 め る○ 入 力情 報 の仕様 は、 斜 線 部 に記 入 さ れ た文 字 が入 力 さ れ る情報

で あ るo

作付情報

生育情報

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

作付計画

作付計画

作付状況

作付状況

生 育状 況

生育状況

被害状況

被害状況

収穫見込

収穫 見込

収穫 ・

入 力の仕様 と書式

出力の仕様 と書式

入 力の仕様 と書式

出力の仕様 と書式

入力の仕様 と書式

出力の仕様 と書'式

入 力の仕様 と書式

出力の仕様 と書式

入力の仕様 と書式

出力の仕様 と書式

出荷 ・1情報

入 力 の仕様 と書 式

収 穫 ・出荷 ・情 報

⑬ 出荷情報

⑭ 市況情報

出力の仕様 と書式

出力の仕様 と書式

出力の仕様 と書式

一10ろ 一



① 作付計画(入 力)

1)

2)

3)

4)

5)

6)

入力情報 コー ド

入力 日時

入力産地

品 名

品 種 名

作 付 者

7)

8)

9)

10)

11)

予定作付 日時

作付 面積

収穫開始予定時期

収穫予定量

コメン ト

作 付 計 画 入 力 仕 様

妄信 マ∠∠彩 入 力 情報 コー ト

影
/
地

/、
/
地

/
釜 須揚/〃 タ。擁 ヲ

防%彫 形影

作 付 者 予定作付 日時 作 付 面 積 収穫 予定時期 収穫予定量

合 計 w w ㌘ 〃//

杉〃 らラチ勿

`
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●

3

)

)

)

)

)

)

)

1

2

3

4

5

・6

7

出力 日時

品名、品種

産 地 名

予定作付 日

作付面積

予定収穫 高

収穫 開始 日

② 作 付 計 画(出 力)

サ ク ツ ケ ケ イ カ ク

× × ネ ン × × ガ ツ × × ニ チ ヒ ン メ イ × × × ヒ ン シ ュ × × × ×

サ ン チ ヨテ イサ ク ヅケ ビ メ ン セ キ シュウカクヨテイダカ シ ュ ウカク カイ シ ビ

一105一



1)

2)

3)

4)

5)

6)

⑤ 作 付 状 況(入 力)

産地 に おけ る、実 際 に作 付 を した 日時、 作 付 面 積 、 品種 な どの情 報 で、

酬 鯛 中{舗 彊 陸 地蝉 膿 協から入力する・

入力 情報 コー ド

入 力 日時

入 力産地名

品 名

品 種 名

作付 日時

7)

8)

9)

10)

11)

作付面積

収穫 開始予定時期

収穫 予定量

収穫 予定量の 単位
コメン ト

作 付 情 報 入 力 仕 様

×× ×農 協

発旬 朔 匡が疏rzり 医〃 影 月/勿自

働 舜 鯉 狛 堕/名〃 縫 物

作 付 者 作 付 日 時 作 付 面 積 収穫 予定時期 収 穫 予 定 量

〃 当ア合 計 ㌘ ㌘ w

彩7彩 へz
巳1/ド//三 二例

'
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④ 作 付 情 報 の ア ウ ト ブ ・ ト

これ らの情 報 の ア ウ トプ ッ トは、 原 則 と して どの端 末 か らで もア ク セ ス

、(呼出)で きる が、 時 定 の 情報 に 関 して は、KeyWOrdを 設 け 、 情報

を読 出 せ る 資格 を持 つ 者 を定 め て 、有 資格 者 の み が、Keywordに よ

っ てそ の デ ー タを取 り出せ る よ うに し、 情報 の乱 用 、悪 用 を防 ぐ○ 読 出 と、

ア ウ トブ ン トの書 式 は 、 定 形 の もの と、 必要 な情報 だけ を と り出せ る もの

(選 択 式)と に分け 、 選 択 式 の 情報 は 、 ソ フ ト ・ウェア で会 話形 の パ ラメ

ー タ入 力 に よって 出 力書 式 、 出力 項 目 を 自 由に作 れ る よ うにす るo

1)作 付 情 報 の ア ウ ト.プ ソ ト

1)

2)

3)

4)

種

蒔

品

名

日

日力

ゑ

地

付

出

品

座

作

5)作 付 面積

6)収 穫予 定 高

7)収 穫 開始 日

◆

サ ク ソ ケ ジ ヨ ウ ホ ウ

× × 不 ン × × ガ ソ × × ニ チ ヒン メイ × ××× ヒン シ ュ ×× × ×X

サ チ サ ク ヅ ケ ビ メ ン セ キ シュウカクヨテイダカ シュウカクカイシビ
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1)

2)

3)

4)

5)

6)

⑤ 生 育 状 況(入 力)

品 名別 の生 育 状 況 を毎 週一 回、 単 位農 協 よ り入 力

入 力情 報 コー ド7)作 付 面積

入 が 日時8)収 穫 開始 予 定 時 期

入 力産 地 名9)収 穫 予定 量

品 名10)収 穫 予 定 量 の単 位

生育 状 況11)コ メ ン ト

生育 状 況

生 育 状 況 入 力 仕 様

発 信 マ ー ク
! 用/戸

/
幸

〃醜
産地県名 産地名

/!

作 付 者 生育状況

唖]顕 名

作 付 面 積 収穫予定時 期

防が 砺顧

予 定 量 単 位

合 計
/良/

フ〃
/

/
/

/
"/ / 〃

コy/ト
/・ マ7ク
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)

)

)

)

)

)

)

)

1

2

5

4

5

6

7

8

出力 日時

品 名

品 種 名

産 地

状 況

面 積

収穫 予定量

収穫開始予定 日
o

◎ 生 育 状 況(出 力)

ゼ ン コ ク セ イ イ ク ジ ョ ウ キ ョ ウ

、

× × ネ ン × × ガ ソ × × ニ チ ヒ ン メ イ × × × × ヒ ン シ ュ × × × ×

サ ン チ'ジ ョ ウ タ イ メ ン セ キ ヨ ソ ウ ト レ ダ カ ト リ イ レ ビ

× × × × ヨ イ
.

× × × × × × × × ガ ツ× ×ニ チ

フ ツ ウ × × × × × × ×
1

ワ ル イ × × × × × × ×

× × × × ヨ イ × × × × × ×× ガ ツ ××ニ チ

フ ソ ウ × × × × ×'

ワ ル イ × × × × × × ×

× × × × ヨ イ × × × × × × × × × ×× ガ ツ× ×ニ チ

フ ツ ウ × × × × × × ×

ワ ル イ × × × × ×

× × × × ヨ
/

×ガ ソ ××ニ チ

」
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1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

⑦ 被 害 状 況(入 力)

災 害発 生 時 に、単 位 農 協 よ り入 力

入 力 情報 コー ド8)被 災 者

入 力 日時9)被 災 面 積

産 地10)被 災 率

品 名11)収 穫 見込 量

品 種12)予 定取 入 れ 開始 日

発 生 日時13)コ メ ン ト

災 害 の種 別

被 害 状 況 入 力 仕 様

ノ ノ

発 信 マ ー ク.ノ 〉力 情 報 コ ー.ト

産堺 毎 産地[髭 形 影 剣 発生 日時

1う〃 助 靭

唖
被 災 者 被 災 面 積 被 災 率 収穫見込量 予定取り入れ開始日

合 計 w ㌘ フ〃//
/ノ

笏///./,〃
杉ププチ勿
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)

)

)

)

)

)

)

1

2

5

4

5

6

7

8

⑧ 被 害 状 況 ・(出 力)

単 位農協 より情報 を即時処理 し発表

出力 日時

品 名、品種

産 地

災害種別

被災面積

被 災 率.

収穫見込量

収穫予定時期

o

ヒ ガ イ ジ ョ ウ ホ ウ

× × 不 ン × ×ガ ツ ×× ニ チ ヒン メ イ× × × ヒン シ ュ× ×× × × ×

サ ン チ ヒ ガ イ メイ ヒガ イ メ ンセキ ピサ イ リソ ミコミトレ多力 シュウカクカイシビ
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)

)

)

)

)

1

2

3

4

5

⑦

入力情報 コー ト

入力 日時

入力産地名

品 名

品 種

収 穫i見 込(入 力)

6)収 穫 予定 日

7)予 定 収 穫 量

8)作 付 者

9)作 付 面積

10)コ メ ン ト

ノ

発 信 マ ー ク

産地県名

収 穫 見 込 入 力 仕 様

垣 戸距 勃

地/[遜 圏

1入切 麦〃シ 削

作 付 者 作 付 面 積 収穫予定時期 収 穫 予定 量
.

合 計 〃〃〃〃〃 〃/ 〃〃//〃〃

「チ/シ//ド/!/マ//ク ノ
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⑩ 収 穫 見 込(出 力)

●

)

)

)

)

)

)

)

1

2

3

4

5

6

7

出力 日時

品 名

品 種 名

産 地

収穫 予定 日

予定収穫量

前年比(r本 年見込収穫量/前 年総収穫量 ×100)
`

●

9

シ ュ.カ ク ミ コ ミ

×× ネ ン × ×ガ ソ × × ×ニ チ ヒンメ イ× ×× ヒン シ ュ× × × ×

サ ン チ シ ュ ウカク ヨテ イ ビ ヨテ イ シュ ウカク ダ カ ゼ ンネ ン ドヒ リソ

× × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × ×

× × × × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × × ×

ノ
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1)

2)

5)

4)

5)

6)

⑪ 収 穫 ・出 荷 ・情 報(入 力)

入 力情 報 コー ド

入 力 日時

入 力 産地

品 名 、 品種

等 級

規 格(L、M、S)

7)出 荷 量

8)出 荷 先

9)収 穫 量

10)予 想 収 穫 量(残)

11)コ メン ト

収 穫 ・出 荷 情 報 入 力 仕 様

一 入 力 情幸 ラー ト
ノ

入 力 年 月 日

産地県名 産地名 匠瑠 唖
収 穫 者 収 穫 量 等 級 規 格 予想収穫 量(残)

合 計
'/ン〃/〃 〃 〃z/〃/

出 荷 先 出 荷 累 計

エ ン 〉'マ ー ク
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■

C

4

)

)

)

)

)

)

)

)

1

2

3

4

5

6

7

8

⑫

出 力 日時

品 名、 品 種

産 地

収 穫 日

等 級

規 格(L、M、S)

収 穫 量

残 り収 穫 予 想 量

収 穫 情 報(出 力)

シ ュ ウ カ ク ジ ョ ウ ホ ウ

× × ネ ン × × ガ ツ × × ニ チ ヒ ン メ イ × × × ヒ ン シ ュ × × × ×

サ ン チ
■

シ ュウカク ビ ト ウ キ ュ キ カ ク シ ュ ウ カ ク リ ョ ノ コ リ シ ュ カ ク ヨテ イ

× × × × × × × × × × × ×× × × × × ×× ×

● ● ● ■ ● ●

● ● ■ ● ● ●

● ■ ● ■ ● ●

● ■ ■ ● ● ●

● ● ● ■ ● ●

● ● ● ■ ●

● ●

＼
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⑬ 出 荷 情 報(出 力)

■

D

2)

3)

4)

5)

6)

出力 日時

品名、品種

産 地

収 穫 日

出荷総量

残 り収穫予定 日

7)

8)

9)

10)

11)

日

先

級

格

量

荷

荷

荷

出

出

等

親

出

●

シ ュ ツ カ ジ ョ ウ ホ ウ

× × ネ ン × × ガ ソ × × ニ チ ヒ ン メ イ × × ヒ ン シ ュ × × ×

サ ン チ シ ュ ウ カ ク ビ ソ ウ リ ョ ウ ノ コ リ ヨ テ イ ビ

シ ュ ツ カ サ キ ト ウ キ ュウ キ カ ク シ ュ ン カ リ ョ ウ

× × × ×

●

●

●

●

●

●

＼

× ×

■

■

●

●

●

■

× × ×

●

●

●

●

●

× × × × ×

●

⑨

●

●

●

◆
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⑭ 市 況 情 報(出 力)

●

)

)

)

)

1

2

5

4

出 力 日時

天 候

出 荷 量

価 格(ヤ スネ 、タカネ、ナカネ)

(単 位 価 格 も)

5)

6)

7)

8)

9)

親

等

品

品

格

級

客

種

市場気配

o 市 場 動 向.用

シ キ ョ ゥ ジ ョ ウ ホ ウ シ ジ ョ ウ

× × ネ ン × × ガ ソ × × × ニ チ テ ン コ ウ × ×

シ ジ ョ ウ
.

サ ン チ ヒンメイ ヒノ シュ キカク トウキュウ リ ヨ ウ タ ン カ キンガク ケハイ

×××× ××× ×××× ××× ×× ×× ×××× × ××× ×××

××× ××× ×× ×× ×××× ×× ×××

××X ×× ×× ×××× × ×

××× ×× ×× ×× ×× ×××× ××× ××× ××

×××× ×× ××× ××× ×× × ××× ××
.一

一

A

●

o 品 目 動 向 用

シ キ ョ ウ ジ ョ ウ ホ ウ ヒ ン メ イ

× × ネ ン × × × ガ ソ × × ニ チ テ ン コ ウ × × ×

ヒ ン メ イ . ヒン シュ キ カ ク トウキュウ サ ン チ シジョウ リ ョ ウ タ ン カ キ ン ガ ク ケ ハ イ

××× ××× ×× ××× ×× ××× ××× ×× ×××× ×××

××× ×× ××× ×× ××××

×××× ××× × ××

×× ×× ××× ×× × × × ×× ×××

×× ××× × × ××

××× ××

××
r

一
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2.5流 通 情報 ファイル の仕様

ファ イル仕様 にお け る索 引 の 順 序(ア ル ゴ リズ ム)は 次 の ご と く行 な う。

① 産地 名 を変換 公 式 に 入 れ、 産 地 索引 フ ァイ ル上 の ア ドレス値'を計 算 。

② 産 地 索 引 フ ァイル を① で計 算 した ア ドレス値 で修 飾 し、 産 地 名 フ ァイ ルの

ア ドレス 値 を と り出 す。

③ 産 地 名 フ ァ イル を② で と り出 した ア ドレス 値 で修 飾 し・ 産 地 フ ァイル の ア

ドレス値 を と り出す。

④ 産地 デ ー タは 産 地 フ ァ イ ル を③ の ア ドレス値 で修 飾 す る こ とで と り出 す。

0

1

2

①3

f(A)=5、f(B)ニ1、f(C)=2と 仮 定 す る ・

産地索引プアイル 産地 名 プアイル 産 地 プ ア イル

②0

1

2

産 地 名A 0

1

2

5

③4

addr(B)=1 一連番号#1 addrω=4

addr(C)=2 産 地 名B

addr(A)=0 #・1ヨ

産 地 名C

#3 弍 5

6

7

S工ZEOFC

c

た とえ ばAの 産 地 デ ー タの 索 引 の 流 れ は

fω=3で あるか ら、 矢 印 の ご と くな る。

S工ZEOFA

S工ZEOFB

A

B
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〔例 〕 生 産 プ ア イ ルの形 式 に つ い て

産 地 フ ァ イル の 内 部構 成 につ い て、

ww

P/////////A

Illlllllllll111}

1産 地 分 を とb出 し 記 述 す る 。

カ ナ 文 字 フ ィ ー ル ド

数 字 フ ィ ー ル ド

コ ン ト ロ ー ル 用 フ ィ ー ル ド

(ア ド レ ス 値 、 タ ブ マ ー ク 等)

産 地 名 別 生 産 プア イ ル(マ ス ター フ ァイル)

レ コ ー ドの 長 さ

産地名 一連番号

品 名 ・品 種 コ ー ド

Y16.1の レ コ ー ド 長

前年 の作付面積

今年 の作付面 予定

現在 までの作付面線

生育 状況

予想収穫 時期

災 害 名 コー ド

予想収穫量

被災 に よる減 収量

本 日の 出荷量計

本 日までの 出荷量計

レ コ ー ド長n

出 荷 先 コ ー ド#1

本 目の出荷量

本 日ま で の累 計

先 荷 先 コ ー ド#1

日の 出荷量

本 日 ま での 累 計

ー

-

1

●

1

TAG

_1『19_

斑岩薩垂w

≡

残飯ヅ籟微
鍬 ＼㌔こ～ジNNN＼ ＼ミ"

＼心泣苓遠心晶晶隔
1過 去 デ ー タ 蓄 積 プ ア イル ー

lllllllllllll1ア ト・L/ス /

z筋 二偏勢 笥色彩 ＼
1烈 焦 箒 解1
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∠禍祈「1管1稲;㌫

/

t

」



"

.



取 引情報処理 システムの設 計
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1.取 引処 理 の 問題 点 とそ の 解決 方 法

1.1取 引 処 理 の問題 点

青 果 物 の流 通 が、 生 産 と消費 の面 か ら強 く規 制 さ れ てい る ご と く、そ の取 引

流通 も生 産 と消 費 の面 か ら影 響 を強 く受けている。す なわ ち、 鮮 度 の問題 が毎 日

収 穫、 毎 日出 荷 、 毎 日流 通 、毎 日買 い とい う形 態 を とるが、 そ れ は一 面 で は毎

日取 引 と して 現 われ、 そ の迅 速 な処理 が必 要 とされ るの で あ る○

これ に対 して ・今 日の取 引 流 通 は か な り合 理 的 な形 態 を とっ て い るが、_方

では 次 の様 な問 題 もあ る。

① 通 知 業 務 に おけ る確 実 性 の欠 如

取 引業 務 の 中 で、 通 知 や報 告 業 務 の ウェ イ トは きわ め て大 きい もの が あ る○

す な わ ち、 産 地 側(生 産 者 、 出荷 団 体 等)と 市場 側(卸 売業 者)と の 間 に は 、

発 送 通 知(出 荷 団 体→ 卸 売業 者)、 販 売通 知(卸 売業 者→ 出荷 団 体)、 精 算

通 知(卸 売 業 者 → 出荷 団 体)、 送 金 通知(卸 売業 者→ 出荷 団体)等 が ある○

これ らの 伝 達 方 法 と して は現 在 電 話 を中心 と して 行 われ て い るが 、電 話 通 知

で伝 達 す る こ とが で きる の は概 要 の み で あ って 、 そ の詳 細 につ い て は、 例 え

ば ・ 品 種 別 ・規 格 別 ・ 数 量、 価格 等 については困難 であり、実 際は着 荷 あ るい は

送 金 が行 なわ れ なけ れ ば詳 細 を知 る こ とは 困 難 な状 況 に あ る○

取 引 の 頻度 が少 ない場 合 は、 そ れ で も問題 は ない が、 産地 の 出荷 団 体 の 場

合 は 広範 囲 の市 場 と多 数 の卸 売 業 者 を相 手 と し、 また卸 売業 者 の場 合 に は、

大都 市 市 場 では 全 国 の 産 地 を相 手 と し、 しか も毎 日の業 務 とな って い るoそ

のた め 、 そ の 迅 速 な処 理 と、 通知 業 務 の確 実 性 が重 要 で ある。

② 取 引 処 理 に 多 くの 日数 を要 す る こ と

卸 売 業 者 で取 引 が行 なわ れ るの は毎 朝6時 か ら9時 頃 ま で で あ るが、 そ の

結果 が産 地(出 荷 団 体 等)に 連 絡 さ れ るの は、 そ の 日の5時 頃 で あ り、 そ の

精算 通 知 と送 金 が 出荷 団 体(農 協)に 届 くの は約1週 間 後 で あ り、 さ らに 出

荷 団 体(農 協)か ら生 産者 に連 絡 され るの は1週 間後 で あ る。 す な わ ち、 農

一123一



家 が市 場 に出荷 してか ら、速 い場 合 で さ え約2週 間後 で なけ れ ば 現金 を受 取

る こ とが で きないo

この よ うに取 引 日数 の長 い こ とが、 反 面 で は、 産 地仲 買 人 等 に よる買取 り

ゃ買 占 め の原 因 とな り、 ひい ては 青 果物 取 引 に お け る投 機 性 、 価格 の変 動

に つ な が る原 因 とな っ てい るの で あ って、 取 引 日数 の短 縮 と、 精 算通 知 の迅

速 化 が重 要 な課 題 とな って い るo

③ 取 引事 務処 理 に多 くの人 員 を要 す る こ と

卸 売 市場 の取 引(販 売)は 毎 朝6時 か ら9時 頃 の 間 に完 了す る が、 そ の後

の 事務 処 理(精 算通 知 、 送 金 等)の 費 用 が卸 売手 数 料 のか な りの部 分 を 占め

て い る。 また 出荷 団体(農 協)の 場 合 そ の経 費(手 数 料)の ほ とん どを生 産

者 に対 す る精 算業 務 等 に費 してい るo

これ ら費 用 は、 何 らか の 形 で消 費 者 価 格 や生 産 者 手取 金 へ は ね 返 っ てい る

の で あ り、取 引処 理 時 間 の短 縮 と ともに 、 その 合 理 化 が必 要 と され る0

1.2取 引処 理 の問 題 点 に 対す る 解 決 方 法

生 鮮 食料 品 の取 引 にお け る問題 点 は、 卸 売業 者 と生 産者 の間 の取 引上 の連 絡

書 類 の送 受 信 に時 間 が か か る こ と、 そ の取 引 事務 に要 す る人 件 費 と人 手 作 業 の

増 大 、支 払 業 務 の時 間的 遅 れ な どが、 生 産 者 に現 金 確 保 にお け る負 担 をか け 、

卸 売 業 者 に とっ ては事 務 部 門の 増 大 とい う負担 と無 駄 を生 じさせ て い る。 そ の

た め、 生 産 者 は よ り現 金 収 入 の早 い 集 荷 業 者等 へ 、 畑 売 な どを行 な い、 そ れ が

消 費者 価 格 の騰 落 に拍 車 を かけ る結 果 に な ってい る〇

一 方卸 売業 者 は
、 市 場 開 設 者 に 対 し、毎 日の取 引 高 の報 告 を行 な っ てい るが 、

そ の た め の集 計業 務 な どの事 務 量 の増 大 に対 処 す るた め コ ン ピュー タの導 入 や、

人 員 の強 化 な ど を行 な わ ざ るを得 な くな って い る。 これ らの市場 や、卸 売業 者

の事 務 の機械 化 の ため 、 今 日、 品 目 コー ドの全 国 的 統一 や報 告 書 書 式 の 規格 化

な どを行 なっ て きて いる 。

この よ うな各 卸 売業 者 での事 務 の機 械 化 を この取 引情 報 処理 シス テ ムで は、

全 国 的 に同一 の規 格 で行 なお うとする もので、 これ に よっ て、 関 係各 省へ の統 計
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令

資 料 の報 告 書 は、 入 手 を介 さず に ダ イ レ ク トに 作成 す る こ とが可 能 とな り、 同

時 に、卸 売業 者 の 自社 内 の事 務 の機 械 化等 をは か る ことが可 能 とな る。

そ の結 果 の生 産 者 との取 引通 知 の送 受 には、 一 定 の暗号 コー ドを設 け る こ と

に よ って、 第 三 者 の誤 った メ ッセー ジ送 受 を防 ぎ、 信頼 性 の あ る取 引 上 の 通 信

を 即 時 的 に行 な うことが 可能 とな り、 生 鮮 食料 品 の価格 の安 定 に一 層 の 効 果 を

上 げ る こ とが で きるで あろ うo

ま た代 金 の支 払 に関 して は、 農 協 の 全 国 組織 や、 県経 済 連 、 お よび、 一 定 の

市 中銀 行 に も端 末 をお き、 卸 売 業 者 か らの代 金 決 済 を受 け た金 融 機 関 か ら、 オ

ン ライ ン ・バ ン キ ング'シ ステ ム と同様 の シス テ ム で、 生 産 者 の 口座 に 入 金 さ

せ るoこ れ に よって生 産 者 の現 金入 手 の遅 れの 問 題 を解 決 す る こ とが可 能 とk

るo

さ らに、 取 引情 報 の システ ム化は、流 通 情 報 と しての市 況 情 報 を高度 な情 報 に

す る こ と も可 能 で ある○

■
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2.取 引情報処理 システムの 詳細設 計

2.1内 容

取引情報処理 システ ムは、青果物の流通担当者(産 地 の販売者 一 農協、任

意団体等 の出荷団体、消費地 の購売者 一 卸売業者)間 の相互 の取 引事項 を通

信 処理 に よって完結 させ る システムであるo

各 々の青果 物の流通業者は、 まず、前記の情報交流 システ ムに よって提供 さ

れ る各種 の流通情報 を手元 で検索す ることに より、全国の青果物の流通状況 を

把握す る ことがで きる。 この情 報 を基礎 と して産地 の出荷団体 と消費地 の卸売

業者の間で取 引(委 託販売)が 行なわれ る○

す なわ ち、卸 売市場 の卸売業者 は産地 の出荷 団体 に対 して、次の業務 を行 な

う○'

出

入

卸

精

送

①

②

③

④

⑤

頼

知

知

知

知

依

通

道

適

適

荷

荷

売

算

金

また 、 産 地 の 出荷 団 体 は、 市場 の卸 売業 者 に対 して次 の業 務 を行 な うo

⑥ 荷 送 通 知

⑦ 代 金 収 納 通 知

これ らの取 引業 務 を コ ン ピュー タ と通 信 回線 を用 い て 処理 し、 電 話連 絡 の 不

完 全 さや 、 郵便 連 絡 に よる時 間 的 ロス を克 服 し よ うとす る もの で あ る0

2.2取 引 情 報処 理 シ ステ ム のゼ ネ ラ ル ・フ ローチ ャ ー ト

図16は 取 引情 報 処 理 シス テ ムの入 力情 報 と出 力情 報 お よび フ ァ イル との 関

係 を概 念 的 に示 した もの で あるo

取 引 情報 処 理 シス テ ム では、 流通 情 報 交 流 シス テ ム で提供 す る生 産 情報 と市

況 情 報 の他 に、生 鮮 食料 品 の取 引 に 必要 な情 報(発 送 通 知、 販 売 通 知 、精 算 通
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L

知、 送 金 通 知)と 取 引 に よっ て生 ず る デー タの集 計 され た情 報(出 荷 情 報 、 卸

売量 統 計 、 卸 売額 統 計)を 取 り扱 うo

発 送通 知 とはい わ ゆ る 「送 り状 」 で あ り、 送 り状 の統 一様 式(現 在 統 一様 式

を 中心 とな っ て作成 中 で あ る)に 従 っ て出 力す るo販 売 通 知 とは 、 「販 売 原 票」

の 内容 を卸 売 業 者 か ら出荷 団 体 に返 送 す る もので あ り、 「売 買 仕 切書」 の様 式

に準 じて 出力 す るo精 算 通 知 は、 一 定 期 間 ご と販 売原票 の精 算 内容 を ま と め た

もの とす る○送 金 通 知 は、 精 算 通 知 に準 じた もの と し、 将 来 は 関係 す る金 融 機

関 に も端'末装 置 を お き、 代 金 決 済 もオ ン ライ ンで行 な え る よ うに す る。

2.3取 引情 報 処 理 シ ス テム の プ ロセ ス.フ ロー チャ ー ト

図17は 、取 引情 報 処 理 シス テ ムに おけ る産 地 お よび市 場vak・ け る取 引 情 報

の入 出 力 の状 況 と、現 業 作 業 との 関連 を表 現 した もので あ る。

は じめ に作 付 か ら出荷 終 了 まで の サ イク ルは 品 目に よって 異 な る、 だい た い

2～5週 間 な い し、2～5ケ 月 ま でで あ るo又 、 出荷 期 の 収 穫 、 出荷 、輸 送 、

卸 売 リサ イク ル は、 産 地 の市 場 へ の距 離 に よつ て、 一 日ない し、 四 日程度 で あ

るo

生 鮮 食 料 品 の取 引情 報 の流 通 量 は 、 品 目や産 地 分 散、 そ れ に季 節 に よつ て異

なっている。 だ が年 間 を通 じて み た場 合一定 の量 が 発 生 してい る もの と考 え られ

るo即 ち、 この プ ロセス フ ・一 チ ャー トの ほ とん どすべ て の処 理 が、 シス テ ム

の側 か らみ れ ば毎 日、 ラ ンダ ムに行 われ て い る こ とにな る○

取 引情 報 は 一 方 で は商 品 が 出荷 さ れた 後 、代 金 が決済 さ れ るま で の過 程 で発

生 す る情 報 を、 作 業場 か らシス テ ムに入 力 し、他 方 では シス テ ム か ら出 力 され

る情 報 が作 業 者 に フ ィー ドバ ン ク され る もの で あ る〇
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図17 取 引 情 報 処 理 シ ス テ ム の プ ロ セ ス ・ フ ロ ー チ ロ_ト
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2.4入 力情 報 、 出 力情 報 の 仕 様 と書式

取 引情 報 処 理 シス テ ムは 、 流通 情 報 処 理 シス テ ムで提 供 され る情 報 サー ビス

と、 そ の ハー ドウ ェア を基礎 に して 、 必要 な機 器 や通 信 回 線 を増 設 し、生 鮮 食

料 品 の取 引 に必 要 な情 報 と取 引 に よ って発 生 す る情 報 の サ ー ビス、 す なわ ち取

引 事務 の オ ン ライ ン ・サ ー ビス を行 な う。

従 って流 通 情 報 交 流 シ ス テ ムで提 供 す る情 報 は、 同様 に提 供 す る もの で あ る

が 、 そ の他 に① 販 売希 望 条 件 か ら⑪ 送金 通 知 ま で取 引情 報 処理 シス テ ムで サー

ビス す るo

取 引情 報 処 理 シス テ ム で取 扱 う情 報 とそ の仕 様 は 次 の ご と くで ある。

件

件

知

知

件

知

知

知

知

知

知

条

条

条

望

望

通

過

望

適

適

適

適

適

適

希

希

送

送

希

荷

荷

切

切

金

金

売

売

・
入

賑

賑

発

発

購

着

着

仕

仕

送

送

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

入力の仕様 と書式

出力の仕様 と書式

入 力の仕様 と書式

出力の仕様 と書式

入 力の仕様 と書式

入力の仕様 と書式

出力の仕様 と書式

入力の仕様 と書 式

出力の仕様 と書式

入力の仕様 と書式

出力の仕様 と書式
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① 販 売 希 望 条 件(入 力)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

↑

2

3

4

5

6

7

8

9

入 力情 報 コー ド

入 力 日時

品 名、 品 種

数 量

価 格(含 単 価)

規 格(L、M、S)

等 級

販 売 単位(包 装 単 位)

ゴ メ ン ト

販 売 希 望 条 件 入 力 仕 様

信マーク 防備 範 二□ レ入力奔万 見刀

1璽"擁w著z

品 名 品 種 数 量 単価 価 格 規格 等級 販 売単位

S郷 〃
/

/

/

/

1エ ン ドマ ー ク1
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⑨

② 販 売 希 望 条 件(出 力)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

1

2

5

4

5

6

7

8

9

時田力出

穂品、名品

産

単

価

数

等

現

地

価

格

量

級

格

販売単位

ハ ン バ イ キ ボ ウ ジ ヨ ウ ケ ン ジ ョ ウ ホ ウ

×× ネ ン × × ガ ソ × ×ニチ ヒン メイ ×× × ヒ ンシ ュ× × × ×

サ ンチ トウ キ ョ ウ キ カク リ ョ ウ タ ン カ カカク ハ ンバ イ タ ン イ

× × × × × × × × × × × ×× × ×

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ■ ● ● ● ●

■ ● ■ ● ● ● ●

● ● ■ ● ● ● ●

● ● ■ ● ■ ●
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③ 発 送 通 知(入 力)

送 り状 は オ ン ラ イ ンで送 り、 発 送 先 に 同一 の形 式 で 出 力 され るo又 送 り状 の

印 鑑 に変 え て、 暗号 コー ドを設 け 、入 力 段 階 の コー ドチ ェ ック に よ り発 送 者 の

確 認 を行 うo

1)

2)

5)

4)

5)

6)

7)

入 力情 報 コー ド

入 力 日時

発 送 先/発 注先)

発 送 数量

発 送 日時

品 名、 品種

規 格(L、M、S)

8)

9)

10)

11)

12)

13)

14)

等 級

荷 姿 、 量 目

発 、 着 駅(港)日 時

貨 車 番号 、船 名

取扱 運送 店

運 賃

コ メ ン ト

送 り 状

慶]入 力情報一 ・
産地県 名 産 地 名

唖
発送 日時

市 場 殿』
ノ

入 力 年 月 日/
//

個 印 品名(種)荷 姿 量 目 等級 規格 数 量

〃/

z

彩

z

z

/＼十/
合 計

発馴 港)・/月乃 傷 貨車翻 ン/ 運 陣 払ン露 払〃
静(港)/・ り/日/∀ 取扱運送店// 賃////酋/

〃 ニメ/ン/・/
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④ 発 送 通 知(出 力)

■

烏

1)

2)

3)

4)

種

時
,
品

地

場

日

、

市

力

名

荷

出

品

産

出

5)

6)

7)

数

規

等

量

格

級

定 型

ハ ッ ソ ウ ジ ョ ウ ホ ウ

× ×ネ ン × ×ガ ツ × ×ニ チ ヒンメ イ ××

サ ン チ シ ュ ッ カ シ ジ ョ ウ ト ウ キ ュ ウ キ カ ク

ヒ ン シ ュ × × × ×

リ ョ ウ

産地 限定 の場 合Oの 中の選 択{

形式 を とる

●

×× ×ネ ン × × ガ ツ

× × × × シ ジ ョウ

(サ ンチ)

サ ンチ

(シ ジ ョ ウ)

ハ ッ ソ ウ ジ ョ ウ ホ ウ

× × ニ チ ヒ ン メ イ ×
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⑤ 購入希望条 件(入 力だけ)

1)入 力 情 報 コ ー ド

2)入 力 日時

5)

4)

入力市場

品名、品種

5)数 量

6)単 価

7)金 額

8)規 格

9)等 級

10)産 地

11)コ メ ン ト

購 入 希 望 条 件 入 力 仕 様

ノ

発信 マー ク 入 力情 報 コー ト 一
一

品 名 品 種 産 地 等級 規格 数 量 単価 金 額

/

/

/

/

/

/

修

彰
診

/

/
/

//

///i

/

診
/
//

〃

〃
//
〃//
///

//

〃

モ ン じ マノー ク
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⑥ 着 荷 通 知(入 力)

1)入 力情 報 コー ド

2)入 力 日時

3)通 知 先

4)着 荷 量

5)金 額

6)単 価

7)

8)

9)

10)

11)

種

時

品

格

級

ト

日

、

ン

荷

名

メ

着

品

親

等

コ

着 荷 通 知 入 力 仕 様

巳≡]隠 顕三万
唖
唖]農 協殿
着荷時 一

口
/

/

/
年

/

/

/

/
力

/

品 名 品 種 規格 等 級 数 量 単 価 金 額

エ ン ド マ ー ク
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1)

2)

5)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

10)

出力 日時

発.信市揚 名

出力農協名

着 荷 量

金 額

単 価

着 荷 日時

品名、品種

規 格

等 級

⑦ 着 荷 通 知(出 力)

チ ャ ッ カ ソ ウ チ

×× ネ ン × × ガ ソ × × ニチ × × ×× ノ ウ キ ョ ウ ド ノ

チ ャ ソ カ イ チ バ × × ×× ×

チ ャ ソ カ ニ チ ジ × × 不 ン × × ガ ソ × × ニ チ

ヒ ン メ イ ヒ ン シ ュ キ カ ク ,ト ウキ ョウ リ ョ ウ タ ン カ キ ン ガ ク
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⑧ 仕 切 通 知(入 力)

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

11)

12)

入力情報 コー ド

入力年 月日

出 荷 者

会社名(卸 売)

売立年月 日

品

荷

品

荷

量

等

名

印

穏

婆

目

級

15)

14)

15)

16)

17)

18)

19)

20)

21)

22)

単 価

金 額

委託手数料

控 除金額

差 引仕切金額

仕切Na

発着駅及 び月 日

取扱運送店

区 分

コメン ト

仕 切 通 知

発 信 マ ー カ 入 力 情 報 コ ー ド
!

日

ノ/
月

'丸万人

!唖
品 名 荷 印

卸売会銘 売立年月[唖
品 種 荷 姿 量 目 等級 数量 単 価 金 額

〃

〃

〃

%

〃

/

z
z

//

〃

〃

/

/

ノ

/鯉 翻[ZZ合 計 金 額

着 委 託手 数 料

控 除 金 額

差引仕切金額

竃㌶塀%悉 ///
///取扱運送店[//∠ ン1

区 分[ZZZZ //

レ三ン〈吟 ～劾
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1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)
'
9)

10)

⑨

出力年 月日

会 社 名

通知先(出 荷団体)

売立年 月 日

品 名

荷 印

品 種

荷 姿

量 目

等 級

仕 切 通 知(出 力)

11)

12)

t5)

14)

15)

16)

17)

18)

19)

20)

数 量

単 価

金 額

委 託手数料

控 除金額

差引仕切金額

仕 切Na

発着駅及 び月日

取扱運送店

区 分

××不 ン × × ガツ

× × ×× ドノ

ウ リダ テ ×× ネ ン

仕

×× ニチ

× × ガ ツ

切

× ×ニ チ

通 知

×× ×× ガ イ シヤ

シ キ リバ ン ゴ ウ× ×

ヒ ン メ イ
"ニシクレン ヒ ン シ ュ ニ ス ガ タ

'

リョウモ ク トウキュ ス ウ リ ョ ウ タ ン カ キ ンガク

××

●

■

●

●

××

●

●

●

●

××

■

●

■

■

××

●

●

●

■

××

■

■

●

●

×

●

●

●

●

×××

●

●

●

●

××

●

●

●

●

××××

◆

●

●

●

× ×ガ ツ × ×ニ チ × ×エ キ(コ ウ)ハ ツ カ シ ャバ ン ゴ ウ× × ゴ ウケ イ

× ×ガ ソ × ×ニ チ × ×エ キ(コ ウ)チ ャク テスウリョウ

トリア ツカイ × ×× ウン ソ ウ コウジョキンガク

ク ブ ン ×× ナンヒキキンガク

×××××

×××

×××

××××

一142一

'

"'

〉̂



1)入 力情 報 コー ド

2)入 力 日時

3)通 知 先

4)仕 切 りNa

5)送 金 銀 行 口座

6)仕 切 り日

7)仕 切 りNa

8)品 名

⑩ 送 金 通 知

9)

10)

11)

12)

13)

14)

15)

)力入(

種

目

量
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ト

日
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メ
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数

単
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送
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　 　 　 矢口

医 匠ヨ 庭 働 売 り

』

唖
送金時 ワフ彩5ニ シ/

送金銀行[z///////

・ 座・・EZZ/////1

仕 切 日 仕 切Na品 名 品 種 量 目

4日
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月

/
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/
年

'
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/
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)

)

)

)

)

)

)

1

2

3

4

5

6

7

出力 日付

市 場 名

通 知 先

送金 日付

送金銀行

銀行 口座Na

仕 切 日

⑪ 送 金 通 知(出 力)

8)

9)

10)

11)

12)

15)

14)

仕 切Na

品 名

品 種

量 目

数 量

単 価

金 額

送

××ネ ン ×× ガ ソ × × ニ チ

×× × ドノ

× ×不 ン × × ガ ツ × ×ニ チ

シ キ リビ シ キリバら ウ ヒンメイ

金 知

× ×× × シ ジ ョ ウ

× ×× × ギ ン コ ウ コ ウザ × × ×

リョウモク スウ リョウ キンガク
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2.5取 引情 報 フ ァ イ ルの仕 様

取 引 情報 フ.7イ ル仕様 は 先 の流 通 情 報 ファ イル(1-25流 通 情 報 フ ァ イ ル

の仕 様)の 場 合 と同様 で ある○

取 引情 報 フ ァ イル(市 況情 報 フ ァ イル 、以 下 市 況 ファ イル と呼 ぶ)は 、 中央

セ ンター とサ ブ シ ス テ ム と もフ ァイ ル の形態 は 同 じ とす る。

市場 での入荷量は、産 地 で の前 日に おけ る 出荷 情 報 に よって も把 握 で きる が・

この方 法 で は色 々の 問題 が あ りさ らに深 く検 討 す る必要 が あ るo

こ こで は 、市 況 情 報 の ソー ス デー タの把 握 は市 場 の卸 売 業 者 が行 な う方 式 を

とる もの と して 、 市 況情 報 の マス ター フ ァ イル の形 式 につ い て検 討 す るo

市 況 マス ター フ ァイ ル につ い て も産 地 フ ァ イル と同様 にデ ィ レ ク トリフ ァ イ

ル と して、 市 場 索 引 フ ァ イル と市 場 名 フ ァイ ル を もつ。

令

■
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〔例 〕 市 況 フ ァイ ル の形 式 に つい て

市 況 フ ァイ ル の内 部 構 成 につ い て、

市 場 別 市 況 フ ァイ ル

1市 場 分 と り出 して記述 す るo

レ コ ー ドの 長 さ ＼
殊》毅=

＼

/

＼

/

〃鑑 擁 完∫/・/
老幼麺踊嬢㌘テ娩
擁 影二.ワψ/〃//
〃 〉/〃.元/彊㌘
〃s/〃 値/〃〃
〃〃〃頒〆
〃兵/勿 直/〃
〃気㌘ 蓼〃 ク
〃
〃憂 デ/・乃`〃
〃フ入砺/量 〃
/デ〃 〃 イヴ〃 〃
/イ勤 直〃 ∠
づ4安〃 〃 遣直〃z
〃多〃//酉i㌘
/箒 豆転湧%

レ コ ー ド長

/

1市 場 分 の レ コ ー ド
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ハ ー ドウ ェ ア の 設 計
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1シ ス テム 稼 働 の時 期

生 鮮 食料 品 流 通 情 報 シス テ ムの実 現 時 期 に対 す る社 会条 件 は、 この シス テ ム

に対 す る社 会 的 な ユー ズ 、 す な わ ち社 会 的 な 必要 性 に よって規 定 され て い る。

今 日の 生 鮮 食 料 品 の 流通 は卸 売 市場 を 中心 と して行 なわれ てい るが、 そ の た

め、 出荷 情報 や 市 況 情報 の 必要 性 が存 在 してい る○ 換 言す る な らば、 当該 生 鮮

食料 品 流通 情報 シス テ ムの 設 計 は 現在 の生 鮮 食 料 品 の流通 形 態 を前提 と した も

の で あ るo故 に この流 通 形 態 に変 化 が生 じた場 合 、 この シス テ ムの 必 要性 も再

検 討 され ねば な らな い。

現在 の流 通 形 態 の も とで 、流 通 情 報 等 の伝 達 は、 新 聞 や ラジオ等 に よ って行

、なわ れ てい る が、 そ れ は12時 間遅 れ が一 般 的 で あ るo例 え、 個 別 に電話 等 に

よ って早 座 に伝 達 され た場 合 で も、 総合 的 に解 析 さ れ 情報 の 入手 には 困難 とな

っ て い るo

だ が、 予測 等 よ り高度 に解 析 され た 情報 こそ 、 今 日の経 営 行 動 に と って不 可

欠 の情 報 で あ るoそ の意 味 で も、 当 該生 鮮 食 料 流 通 情 報 シス テ ムは、 で き るか

ぎ り早 い 時 期 に稼 動 され る こ とが望 ま れ る。特 に青 果 物等 生 鮮 食料 品の 流 通 問

題 等 国 民 生 活 に当 え る影 響 も大 き く、 早 急 の実 現 が 望 まれ る○

、
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2シ ス テ ム の 全 体 構 成

2.1シ ス テ ム 構 成 の 概 要

生 鮮 食料 品 流 通 情報 シス テ ム は流 通 情報 交 流 シス テ ム と取 引 情報 処 理 シス テ

ムの結 合 した シス テ ムで あ る が、 ハ ー ドウ ェアの構 成 は 両 シス テ ムに共 通 の 設

計 とす る○

た だ し、 具 体 的設 置 の 際 に は、 初 め流 通 情報 交流 シス テ ム を稼 動 し、 次 に取

引 情 報 処理 シス テ ムを稼 動 す る ように・ ハー ドウェア・リソー スの 拡 張 は付 加装 置

を増 設 す る方 法 を とるo

全 体 の基本 構 成 は次 の よ うな木(Tree)構 造 の ネ ッ トワー ク の シス テ ム と

し、 端 末 局 、 中継 局 、 衛 星 セ ン ター 、 中央 情報 処 理 セ ン ター か ら形成 され る。

(図18)

図18シ ス テ ム の 構 成

中央 情報 処理

セ ン ター

口
衛 星 セ ン タ ー

(サ ブ シス テ ム)

○ 中継 局

(サテライ ト)

㊧ 端 末局
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、

図19生 鮮食料品流通 情報 システムの全体構成

(流 通情報処理 センタ.三の配置計画)
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●

シス テ ムの 担 当 に つ い ては 「流通 情報 処 理 セ ンター」(仮 称 当該

シス テ ム の設立 お よび運 営機 関)が 、 中央 情 報 処 理 セン ター、 衛 星 セ ン ター(

サ ブ ・シス テ ム)、 中継 局(サ テ ラ イ ト)の 各 装 置 と、 これ らの装 置 を結 ぶ 通

信 回線 の設 置 、 お よびそ の維 持 管理 を担 当す る もの とす る。

情 報 の利 用者(ユ ー ザー)は 、 自 ら の 端 末 装 置 と端末 中継 局(サ テ

ライ ト)間 の通 信 回線 を設置 し、 「流通 情報 処 理 セ ンター」 か らの 情報 の提 供

を受 け る。

情報 の利 用者(ユ ー ザー)と は 産地 では農 協 や 出荷 組合 等 の 出荷 団体(業 者

)で あ り、 消 費地 で は、 市場 の 卸 売 業 者等 、 生 鮮 食料 品(青 果 物)の 流 通 業 者

で あるo

デ ー タ ・バ ン クは、 各 衛星 セ ン ター(サ ブ シス テム)が 担 当す る もの と し、

消費 地 情 報 や産 地 情報 、 そ れ に取 引 情報 は、 そ の地域 を カバ ーす る衛 星 セ ンタ

ー の デー タ ・バ ンク に蓄 積 す る もの とす る○

2.2シ ス テ ム 構 成 の 要 点

流通 情報 シス テ ムは、 流 通 情 報 交 流 シス テ ム お よび、 そ の拡 張 シス テ ム と し

て の取 引 情報 処 理 シス テ ム に必 要 な リソー ス を もっ もの 、 あ るい は 簡 単 に増 設

す る こ とに よっ て必要 な リソー ス を確保 で きる よ うに初 期設 計 をす る○

ハ ー ドウ ェア資 源 の規 模 を決 定 す る要 因 は 次 の ご と くで ある。

① ラ ンダ ムに入 出 力 され るデ ー タ を、 どの よ うな レコー ド単位 で設 計 す るか

(レ コー ド ・フ ォー マ ッ ト、 レコー ド長 、 ア ク セ ス方法 、 レコー ド数 、 余 裕

等)

② ランダ ムに入 出力 の要 求 され るデ ー タに対 して は、 大容 量 フ ァイ ル を どの

よ うに 設定 す るかo

フ ァイ ル用 の機 器 に は、 大容 量 磁 気 デ ィス ク、・磁 気 デ ィス ク、 磁 気 カー ド

装 置 な どの うちか ら経 済 性 、 ア クセ ス タイ ム を考 慮 して決 定 す るo現 在 実 用

化 さ れ てい る機 器 で は、 大容 量 の集 合 磁 気 デ ィス ク装 置 が最 適 で あ る。
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⑤ デ ー タ ・バ ンク を管理 す る衛 星 セ ン ター(サ ブ シス テ ム)の 配置

全体 構 成 とデー タ ・バ ンク の配 置 、端 末 数 は当 該 流 通 情報 シス テ ムに 拾け

るハー ドウ ェア構 成 決 定 の最 大 要 件 で ある○ そ れ に よって シス テ ムの規 模 、

設置 経 費、 運 営 経 費 が決 め られ るo

2.3シ ス テ ム の 全 体 構 成

生 鮮 食 料 品 流通 情 報 シス テ ムは8ヵ 所 の 衛 星 セ ン ター(サ ブ シス テ ム)に よ

って構 成 され を コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム の複 合体 と して設 計 す るo図19は シ

ス テ ムの 全 体 構成 の概 要 で あ るo

中央 情 報 処 理 セ ン ター は東 京 に設 置 し、 全 体 の シス テ ム 間 の デー タ交 換 、シス

テ ムの制 御 、 全 国 情報 の集 計 、 解 析 、 予測 等 を行 な うo

衛 星 セ ン ター(サ ブ シス テ ム)は 全 国 を8ブ ロ ックに 区分 し、 各 地 区 に1カ

所 設 置 す る もの と し、 そ こでは デ ー タ ・バ ンク の保 有、 産 地 情 報 フ ァ イルや 消

費地 情 報 ファイルの入 出 力、 更 新 、 制 御 等 を行 な う・

中央 情報 処 理 セ ン ター と各 衛 星 セ ン ター(サ ブ システ ム)間、それ に、衛 星 セ

ン ター と中継 局(サ テ ライ ト)間 は2,400bpsの 専 用 通 信 回線(2～ 数 回

線)で ネ ソ ト ・ワー ク を形成 す るo

中継 局(サ テ ラ イ ト)と 端末 局 間 は、 端末 設 置 者 の 必要 に応 じて、50bps

、200bps、1,200bps(～2,400bps)の 任 意 の 回線(専 用 ま

た は一般 加 入 回線)に よっ て結 合 し、 端 末 装 置 は後 に述 べ る装置 の 中か ら任 意

の もの を利 用者(ユ ーザー)の 負担 で設 置 す る もの とす るo
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3中 央 情報 処 理 セ ン タ ー(セ ン トラル シス テム)の 構成

中央 情報 処理 セ ンター(セ ン トラル システ ム叉は 中央 コン ピ ュー タ)の 機 能 は 、

全 シス テ ム を コ ン トロー ル し、 全 デ ー タ の総合 的 な解 析 、 集計 、統 計 、 予測 等

を行 な うo

ま た サ ブ シス テ ムが ダ ウ ン した場 合 の バ ックア ンブ及 び全 国 的規 模 で 流通 す

る 品 目に対 す る デー タ管理 を行 な う○

消費 情 報 の 作成 な ど、 関係 官 庁 か らの入 力、 出 力 もこ こか ら行 な う○

中央 コ ン ピュー タに必 要 な能 力

サ ブ シス テ ムを制 御 す る コ ン ピュー タにつ い て も同様 で あ るが 、以 下 の能 力

を 必要 とす る。

○ 規模および性能

端 末 数 、 情 報量 か ら考 え て 、 現 在 電 々公 社 で製 作 中の超 大 型 機Dエps-1

ク ラス の もの 、 ま たは 通 産 省 の 大 型 ブ ・ジ ェク ト(開 発 中)や 、 国 産 各社 の

設 計 計 画 中の 大型 機 種 が対 象 と して考 え られ る。

② オ ン ライ ン ・リア ・レタイ ム機 能

o通 信 回線 制 御 に高性 能 な ハ ー ドウ ェア、 ソ フ トウ ェアを 備 え て い るO

o信 頼 性

マル チ ・プ ロセ ンサ構 造

{
モ ジ ュ ー ル(ビ ル デ ィ ン グ ・ プ ロ ツ ク)方 式

フ ェ イ ル ・ ソ フ ト(フ ェ イ ル セ ー フ'・ シ ス テ ム)

oTSSソ フ ト(OS)の 効 率 が よ い こ と

オ ン ラ イ ン ・ リ ア ル タ イ ム ・ シ ス テ ム と し て は 、 シ ス テ ム の ダ ウ ン(故 障)

に よ る 業 務 の 停 止 が 起 っ て は な ら な い の は 、 当 然 の 事 で あ る 。 故 障 に 対 す る

対 策 は 、 今 日 ま で(1971年)の 一 般 的 な コ ン ピ ュ ー タ は 、 シ ン グ ル プ ロ

セ ッ サ 構 造 で あ る た め の 複 数 の セ ッ ト を 常 時 稼 動 状 態 に し 、 オ ン ラ イ ン 用 予

備 と し て 保 持 す る 方 法 を と っ て き たoデ ュ ア ル ・ シ ス テ ム 、 デ ュ プ レ ッ ク ス
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シ ス テ ム 、 マ ル チ ・ シ ス テ ム 等 の 方 法 が そ れ で あ るo

現 在 の コ ン ピ ュ ー タ の 開 発 の 傾 向 は 、 大 型 機 分 野 で は 、Tssの 必 要 性 や
、

シ ス テ ム ダ ウ ン に よ る 稼 動 率 低 下 を 避 け る た め に1シ ス テ ム 自 体 が モ ジ
ュ ー

ル 化 さ れ た マ ル チ ・ プ ロ セ ッ サ 構 造 を と る よ う に な っ て き た 。 寛 々 公 社 のD

工PSや 、 通 産 省 の 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト を は じ め
、 国 産 で はFACOM-250/

60・70(開 発 中)、HエAO-8700、8800(開 発 中)
、NEAC-22

00/700、900(開 発 中)、TOSBAC-5600/180な ど
、 外 国 機 で は

GE-600シ リー ズ 、H-6000シ リ ー ズ
、CDC7000シ リ ー ズ 、UN工V

AC1110、 エBM370等 、 大 型 機 種 で は マ ル チ ・ プ ロ セ ン サ が 可 能 な 構 造

で あ る ○

モ ジ ュ ー ル 方 式 に よ る マ ル チ ・ プ ロ セ ッ サ 構 造 で は
、 故 障 に 対 す る 対 応(

回 復)ソ フ ト と し て 、 フ ェ イ ル ・ ソ フ ト(フ ェ イ ル ・セ ー フ)シ ス テ ム を 備

え て い る な ら ば 、 故 障 の 発 生 し た モ ジ ュ ー ル を そ の 部 分 だ け 停 止 さ せ 、 残 り

の モ ジ ュ ー ル で 処 理 を 続 け 、 全 体 の シ ス テ ム の 稼 動 効 率 を 下 げ な が ら も シ ス

テ ム の 完 全 停 止 を 避 け る 方 法 が 実 用 化 さ れ 実 働 し て い る ○

生 鮮 食 料 品 流 通 情 報 シ ス テ ム で の 処 理 ル ーー チ ン は 、 多 種 多 様 で あ る 。 サ ブ

シ ス テ ム で は 各1000な い し1500の 端 末 装 置 か ら
、 生 産 情 報 、 市 況 情

報 、 取 引 情 報 の 入 、 出 力 が ラ ン ダ ム に 発 生 し 、1情 報 あ た り の 伝 送 処 理 時 間

は 、 長 い も の で7分 ～35分 程 度 回 線 を 占 用 が 予 想 さ れ る の で 、 マ ル チ ・プ

ロ セ ン サ お よ び[1]SSに よ る 同 時 並 行 処 理 な ど のOSが 十 分 完 成 さ れ た も の

で な け れ ば な ら な いo

⑤ 大 容 量 の デ ー タ 管 理

大 容 量 の デ ー タ 管 理 お よ び 多 種 、 多 量 の デ ー タ 入 出 力 に 効 率 の よ い ソ フ ト

ウ ェ ア を 備 え て い る こ とo

O大 容 量 フ ァ イ ル シ ス テ ム(マ ス ・フ ァ イ ル ・ シ ス テ ム)

Oデ ー タ ・ベ ー ス 用 ソ フ ト ウ ェ ア

オ ン ラ イ ン'リ ア ル タ イ ム シ ス テ ム で は
、 デ ー タ ・ フ ァ イ ル に 対 す る 入 出
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●

力 は、 ランダ ム な要求 で あ る ため、 大 容 量 の ラ ンダ ム ・ア ク セス ・フ ァイ ル

が接 続 で きる事 が必 要 で あ るo

集 合磁 気 デ ァス ク装 置 な どは 、現 在 実 用 化 さ れ てい る週辺 装 置 の うちで は

最 適 な もの で あ る○

大 容量 の デー タ に対 す る デー タ管理 プ ログ ラ ムに よ り効 率 的 なデ ー タの格

納 、 書込 み、 読 出、 削 除 、 索 引 テー ブ ル の作成 が で きる こ とが 必 要 で あ るo

④ 通 信 制御

この シス テ ム に総 合 され る通 信 回 線 は種 類 も一定 で な く、 通 信 量 も多 い。

ま た あ る種 の デー タは 同 じ内容 、 同 じ書 式 の情 報 を同時 に多 くの 相手 に 送 る

こ と もある。 した が って 同時 発 送 ソ フ トウ ェアが 必要 で あ るoま た 多 種 類 の

情報 を任 意 に送 受 で きる だけ の コ ン トロー ル プ ・グ ラム を 備 え て い る こと も

必要 で あ る。

●

勺
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4衛 星 セ ン タ ー(サ ブ シ ス テ ム)の 構 成

衛 星 セ ン ター(サ ブ シス テ ム又 は衛 星 コ ン ピュー タ)の 機 能 は ・ オ ン ライン

・リア ル タ イ ム機 能 、通 信 回線 の制 御等 が 必要 で、そ の信 頼 性 は 中央 コ ン ピュー

タ と同等 の性 能 が要 求 され る。 サ ブ シス テ ム が 中央 コ ン ピュー タ と異 な るのは 、

端 末 との デ ー タ通 信 が主 要k業 務 に な る点 で あ るoし た が っ て、 フ ァイ ル の更

新 、書 き込 み 、読 み 出 しな ど が大 きな比 重 とな って くる。 モ ジ ュー ル化 の 問題

も信頼 性 の 点 か ら中央 コ ン ピ ュー タ と同様 で あ る。

規 模 につ い て は、 中 央 コ ン ピ ュー タ と同等 か、 そ の モ ジ ュー ル 単位 の小 さ な

もの で構成 す るo

サ ブ シス テ ム では 、 産 地 お よび市場 か ら送 られ て くる入 出力 情報 を ファ イル

に書 き込 み、 要 求 に対 して端 末 局 へ 情報 の 出 力、 端 末 機 か らの 通 信 に対 す る通

信 回 線 制御 、 統 計 、集 計 、 分 析 の た め のデ ー タの 作成 、別 の サ ブ システ ム に フ

ァイ ル され て い る情報 に対 す る入 出力 の集 積 、制 御 を行 な う。地域 内 情報 に 関す

る集 計 、 分 析 、 予 測 を行 な うo

なお サ ブ シス テ ム に夜 間 な ど処 理 能 力 上 の余 裕 が あ る場 合 に は、端 末 局 利用

者 に対 す る タ イ ム シ ュ ア リ ングサ ー ビス も検討 す る○

そ こで 中央 コ ン ピ ュー タ と衛 星 コ ン ピュー タ の シス テ ム構成 上 の処 理 分担 を

示 す と次 の ご と くで あ る○(図20参 照)

a)中 央 情報 処 理 セ ン ター(中 央 コ ン ピュー タ)

分 析 、統 計 業 務

1)需 要 予 測 な ど統 計 的 デ ー タの解 析(全 国)

2)消 費地 の地 域 別傾 向 分 析(全 国)

3)年 間 の 市 況 の 統 計 、 変動 の 総合 的 分 析(全 国)

情報 交 換 、 デ ー タ処 理 業 務

4)全 国 的 に流 通 す る品 目に つ い ての フ ァ イル管 理

作 付 、 生 育 、 被 害 、 収 穫 見込 ファ イル

取 引 ファ イ ル
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図20ピ ニ:::=竺
一夕の構成

モ ジュー ル方 式(ビ ル デ ィ ング ・ブ ロ ック方 式)に よる拡 大 の可 能 な構 成 とす る。
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5)別 地域 間 で流 通 す る品 目につ い て の情報 交 換 の受 渡 し

6)衛 星 コ ン ピュー タ との 情報 伝達(デ ー タ通 信 の制 御)

b)衛 星 セ ン ター(衛 星 コ ン ピ ュー タ)

分 析 、統 計 業 務

1)消 費 地 の地域 別 変 動 の需 要 予測

2)管 轄 下の市 場 の 市 況統 計

情報 交 換 、 デー タ処 理業 務

5)地 域 内 で主 に流 通 す る品 目につ い て の フ ァ イル管 理

作 付 、 生 育、 被 害 、 収 穫見 込 ファ イル

取 引 フ ァイ ル

4)別 地 域 間 で流 通 す る品 目につ い て の情 報 の交 換

5)中 央 で 管 理 す る フ ァ イル の ア ク セス の 中継

6)サ テ ライ ト局 との 情報 伝 達 の管理 、 制 御(デ ー タ通 信)
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5端 末 局 の 構 成

生 鮮 食 料 品流 通 情 報 シ ス テ ムの 端 末 局 とは 、 当面 、 生 産地 で は農 協、 出荷 組

合 等 の 出荷 団 体、 消費 地 で は市 場 の 卸 売業者 、 それ に官 庁等 関係 機 関 で ある0

6.1産 地 の 端 末 数(出 荷 団 体)

全 国 で青 果 物 を取 扱 って い る農 協 、 出荷 組 合等 の 出荷 団 体 数 は10,455団

体 で あ るoそ の 内訳 は野 菜 を取 扱 う出荷 団体 が6,467、 果 実 を取 扱 う出荷 団

体 が5,986で あ るoこ れ を取 扱 い規模 別 にみ たの が 次 の表 で あ る。

表5青 果 物 取 扱 規 模 別 出 荷 団 体 数

単位{鷺 数

項 目規模
野 菜 関 係 果 実 関 係 合 計

年 間 出荷 量
100ト ン未 満

2,764(42.8) 1,923(481) 4,687(44.9)

100ト ン 以 上

500ト ン 未 満
2,410(5Z2) 1,219(30.6) 5629(54.8)

500ト ン 以 上 1,293(20.0) 844(21.3) 2,137(20.3)

計 6,467(100) 3,986(100) 10,455(100)

年 間 出荷 量 が500ト ンを越 え る出荷 団 体 は野 菜 関係 が1,293団 体 、果

実 関係 が844団 体 で、 全 体 で の ウ ェ イ トは各 々20%位 で あ る○ これ に対

して 、100ト ン未満 のい わ ゆ る零 細 な取 扱 団体 は、 野 菜 が2,764、 果 実

が1,925団 体 で、 そ の割 合 は 各 々40%を 越 え てい るo

だ が参 考 ま で に全 国 の総 出荷 量 に対 す る シ ェア をみ る と、野 菜 の場 合50

0ト ン以 上 の出荷 団 体 が64%、100ト ン以 上500ト ン未 満 の 団体 が5

0%、100ト ン未 満 の団 体 は6%で あ る。 果 実 の場 合 、500ト ン以 上 の

出荷 団体 が70%、100ト ン以 上500ト ン未 満 の団 体 が24%、100

トン未満 の団 体 は6%で あるoす なわ ち、500ト ン以 上 の 出荷 団 体 は 団 体

数 では20%位 で あ るが、 そ の取 扱 量 は60～70%に もk－よび、 これ に対
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して、100ト ン未 満 の団 体 は 、 団体 数 で は40%を 越 え て い る が、 そ の 全取

扱 量 は わ ず か6%で あ るo

近 年 、 産地 は大 型化 の傾 向 に あ るが 、そ れ とと もに 出荷 団体 の大 型 化 も顕 著

に 進 ん で い る。

5.2消 費 地 の 端 末 数(卸 売 業 者)

全 国 で 青果 物 を年 間取 扱 って い る卸 売 市場 は全 部 で941市 場 で あ る。(季 節 的

に 開催 され る卸 売市場 は 除外 す る)そ の 内 訳 は 中央 卸 売市 場 が54市 場 、 場 外

市場 が19市 場 、 地 方 市場 が888市 場 で あ るoこ れ らの各 市場 に は 単数 又 は

複 数 以 上 の 卸 売 業 者に よっ て構 成 さ れ て い るが、 そ の 卸 売 業者 数 は 中央 卸 売 市

場 関係 が65社 、場 外 市場 関 係 が166社 、 地 方 市場 関係 が195社 、 合計2,

184社 で あ るoこ れ を取 扱 額 規模 別 に み た のが 次の 表 で あるo

表6取 扱 規 模 別 卸 売 業 者 数

単位{舗 数

項
年間取扱 卸 売 業 者 数 総取扱額の割合

年間取扱額
1億 円未満

1,269(58.1)
%

(50.0)
1億 円 ～7億

5,000万 円 以 下
839(385) (4ZO)

7億5,000万 円

以 上
76(3.4) (250)

合 計 2,184(100) (100)

す なわ ち、 年 間取 扱 額7億5,000万 円以 上 の卸 売 業者 は76社 で 、 全体 の

5.4%で あ るが、 そ の総 取 扱 額 に 占 め る割合 は25.0%に も及 び、 これ に対 し

て 、1億 円未 満 の卸 売 業 者 は1,269社 で会社 数 では58.1%で あ る が、 そ の

シ ェアは わ ず か50.0%で ある0

5.3そ の 他 の 端 末 数(関 係 機 関)

そ の他 の 端末 につ い て は種 々の方 面 が考 え られ るが、 こ こでは 、 当 流通 情報

一163一



シ ス テ ムの 管理 、 運 営機 関 と して の流 通 情報 処 理 セ ン ター、 そ れ に農 林 省等 の

関 係 官 庁 、 そ の他 の 関係機 関 が リス トア ップされ る。

これ らの端 末 数 と しては各 々10装 置 位 と し、 計30装 置 を当 面 シス テ ム設

計 に 拾 い て考 え てk・ くもの とす るo

この外 ・産 地 関 係 の 流通 情報(作 付 情 報 、 作柄 情報 、 収 穫 情報 等)を 調 査 し、

入 力す る が、 そ の た め の端 末 と して 約150局 を予 定す る。

5.4端 末 構 成

生 鮮 食 料 品 流通 情 報 システ ムに お い て対 象 とす る端末 局 数 は次 の ご と く13,

776局 で あ るo

(産 地 の端末数) (1ぽ453)

出荷団体 野 菜 関 係 6,467

果 実 関 係 3,986

(消 費 地の端末数) (5125)

市 場 中 央 市 場 34
1

場 外 市 場 19

地 方 市 場 888

卸売業者 中央市場関係 63

場外市場関係 166

地方市場関係 1,955

(そ の他 の関係機関) (180)

中央関係 麺 卵 醒 10

関 係 官 庁
(農 林 省等)

10

そ の 他 機 関 10

産地関係 統 計調査機関 150

合 計 13,776
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先 に 出 荷 団 体 と 卸 売 業 者 に つ い て 、 こ れ を 取 扱 規 模 別 に 調 査 し た が 、 取 扱 額

の 大 き さ に よ りa、b、cに ラ ン ク づ け し、aを 第1次 導 入 、bを 第2次 導 入 、

cを 第5次 導 入 と す るo

す な わ ち 、aと は 出 荷 団 体 の 場 合 年 間 出 荷 量500ト ン 以 上 の 団 体 、 卸 売 業

者 の 場 合 ミ 年 間 取 扱 額7億5,000万 円 以 上 の 会 社 で あ り 、bと は 、 年 間 出 荷

量100ト ン 以 上500ト ン 未 満 の 出 荷 団 体 と 年 間 取 扱 額1億 円 以 上7億5,0

00万 円 未 満 の 荷 受 会 社 で あb、Cと は 、 そ れ 以 外 の 出 荷 団 体 と 卸 売 業 者 で あ

るo

そ こ で 生 鮮 食 料 品 流 通 情 報 シ ス テ ム で 対 象 と す る 市 場 、 卸 売 業 者 、 出 荷 団 体

に つ い て 、a、b、c各 ラ ン ク 別 に 、 さ ら に 、 都 道 府 県 別 に 調 査 し た の が 表7

で あ る 。(な お 表 中 に は 、 端 末 数 の 中 に 産 地 統 計 調 査 機 関 の150局 を 含 ん で

い な い)"

5.5端 末 局 の プ ロ ツ ク 別 配 分 に っ い て

端 末 局 の 配 分 に つ い て はa、b、c三 段 階 の ラ ン ク 別 の 出 荷 団 体 荷 受 会 社 を 、

地 域 別 に 北 海 道 、 東 北 、 関 東 甲 信 越 、 北 陸 東 海 、 近 畿 四 国 、 中 国 、 九 州 の7つ

の ブ ロ ッ ク に わ け た も の を ケ ー ス1と し 、 ケ ー ス2は 、1.北 海 道 、2.東 北 、5.

関 東 甲 信 越 、4.北 陸 東 海 、5.近 畿 、6.四 国 、7中 国 、&九 州 の8プ ロ ソ ク と し、

ケ ー ス3は 、1.北 海 道 、2東 北 、3.関 東 、4.神 奈 川 、 静 岡 、 甲 信 越 、5.北 陸 東

海 、6.近 畿 、Z中 国 、 四 国 、8.九 州 の8プ ロ ソ ク と し 、 さ ら に ケ ー ス4は 、1.

北 海 道 、2.東 北 、5.関 東 第1ブ ロ ッ ク 、4.関 東 第2ブ ・ ソ ク(千 葉 、 埼 玉)、

5.神 奈 川 、 静 岡 、 甲 信 越 、6.北 陸 東 海 、7.近 畿 、8.四 国 、9.中 国 、fO.九 州 の

10ブ ロ ッ ク と し て そ れ ぞ れa、b、cの ラ ン ク 別 に 地 域 分 布 を み た の が 次 の

表4で あ るo

卸 売 会 社 の 全 国 総 卸 売 高 の70%を 占 め 、 出 荷 量 で 全 国 の 総 出 荷 量 の94%

を 占 め る 出 荷 団 体 が そ れ ぞ れ ラ ン クa、t[),C;に 含 ま れ る の で 、 そ の レ ベ ル で 分 布

を み る と 、 ケ ー ス5の 場 合 に319(北 海 道)か ら1ア19(関 東)、 ケ ー ス

4の 場 合 に 、319(北 海 道)か ら1032(神 奈 川 、 静 岡 、 甲 信 越)と な っ

一165一



てい るo現 在 稼 動 してい る国鉄 、都 市 銀 行 、労 働 市 場 セ ン ター な どの オ ン ライ

ン ・シス テ ム の端 末 数 の 例 か らみ て も、 ほ ぼ妥 当 な端 末 割 当 て と考 え られ る。

ま た、 ラ ンクcで み て も、 ケー ス4の 場 合 に 、450(北 海 道)か ら多 い ブ

ロ ックで1780(神 奈 川 、静 岡、 甲信 越)と な って い て、 ケー ス1、2、3

と比 較 し、一_一 一一 一もっ とも平 均 化 して い る○ こ こか ら推 測 され る ことは、

ブ ロ ック を さ らに細 か くわけ れ ば、 ブ ロ ック あた りの端 末 局 数 は よ り平 均 化 す

る が、一 しか しサ ブ シス テ ムを無 制 限 に多 くす る こ とは、 経 費 の点 か ら

考 え て好 ま しい ことで は な く、 サ ブ シス テ ムは7な い し10の 範 囲 で考 え る と、

ケ ー ス3の8ブ ロ ックす な わ ち8サ ブ シス テ ムの構 成 にす る こ とが、最 も妥 当

な もの と考 え られ るoケ ー ス4は 、 ケー ス3よ り分 布 が平 均 化 してい るが 、そ

の た め に サ ブ シス テ ム を2つ 多 く設 置 しなけ れば な らず 、 設置 経 費 の増 加 を考

え て、 こ とで は ケー ス5に よ る構 成 と したo

ま た ラ ンクbの 卸 売 業 者 が70%、 出荷 団 体 で は94%の 取 扱額 、 数 量 を 占

め る こ とか ら考 え る と、cラ ンク の 出荷 団 体 数 は 多 い もの の取 扱 い量 は少kく 、

情 報 の 利用 度 か ら考 え て も、 また さ らに今 日の農 協 の統 合 化 傾 向か らみ て も、

将 来 は 数 も少なくなると 考 え られ 、流 通 情報 シス テ ムの設 計 の対 象 と して は、 ラ

ンクaお よびbの 卸 売 業者 お よび出荷 団体 の分 布 に合 せ るの が妥 当 と思 われ る○

ワ
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●

●

端末設置基準 資料 表7市 場 数 ・ 取 引 額 ラ ン ク 別 卸 売 業 者 数 ・ 出 荷 額 別 出 荷 団 体 数

市 場 数 卸 売 業 者, 出 荷 団 体 案 別 全 国 端 末 設 置 数

中 央 場 外 地 方
合 計

(a1)

取 引 額 ランク別 数 野 菜 果 実
.

a
l血+霞 ナ

b
(ぬ+鮒

C
(c・+92ナ 合 計

a2 b2 C2 合 計 a3 b3 C3 合 計 a4 t)4 C4 合 計

北海道 1 1 52 54 7 51 59 97 137 37 67 241 9 6 5 20

1

207 94 111 412

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

6'

14

10

7

14

19

6

14

12

7

14

19

0

2

0

2

0

5

24

8

8

11

18

18

19

14

14

14

15

52

43

24

22

27

53

53

1

3

2

0

4

29

14

16

9

0

8

72

16

31

58

52

25

78

51

50

49

32

35

179

55

5

1

9

32

29

160

27

9

22

75

51

142

41

13

13

125

47

557

73

23

44

252

107

.

62

24

15

18

50

80

198

51

26

35

101

121

177

86

65

59

165

157

457

161

106

110

514

558

計 2 2 122 126 14 158 147 299 176 156 285 617 140 330 586 856

■

474 624 818 1898

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

山 梨

長 野

新 潟

静 岡

0

0

0

0

1

7

2

0

0

1

0

0

0

0

0

1

1

2

0

0

1

0

24

19

18

50

53

21

18

6

21

15

58

24

19

18

50

55

29

22

6

21

17

38

0

5

4

2

0

ア

1

1

4

]

9

17

20

]6

39

37

22

28

7

15

19

28

27

14

18

27

49

43

29

2

29

14

14

44

37

38

68

86

72

58

10

48

34

51

106

32

25

64

61

0

14

20

86

8

51

325

55

58

290

204

7

27

55

104

59

52

216

44

65

314

151

28

61

84

116

45

48

647

151

144

668

416

35

102

159

506

90

151

10

4

5

17

7

0

11

45 、

95

2

43

55

10

8

45

15

0

8

23

117

12

25

80

35

55

86

30

7

15

121

112

44

16

125

49

46

148

52

7

54

187

524

58

84

.

140

58

48

153

105

36

48

70

206

28

141

575

85

82

374

256

29

65

65

236

70

105

525

95

116

527

230

78

105

207

257

101

78

858

236

246

1034

589

143

216

342

699

199

524

計 11 5 65 279 32 248 266 546 465 1196 1268 2929 255 296 581 1112

.

1011 1740 2115 4866

富 山

石 川

福 井

岐 阜

愛 知

三 重

0

1

0

0

2

0

0

1

0

0

1

0

7

4

7

22

42

15

7

6

7

22

45

15

4

0

1

2

0

0

6

8

16

23

52

18

7

5

54

27

27

11

17

13

71

52

79

29

16

7

10

19

94

18

48

16

24

61

85

58

74

21

21

71

75

35

158

44

55

151

254

91

2

1

0

5

12

9

2

7

5

15

38

15

21

11

20

53

59

22

25

19

25

51

89

46

■

29

14

18

48

151

42

56

31

45

97

175

71

102

57

95

131

141

68

187

82

158

㌧276『

㌻

467

181

計 3 2 97 102 7 123 131 261 161 272 297 733 29 80 146 255

.

302 475 574 1351
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市 場 数 卸 売 業 者 出 荷 団 体 案 別 全 国 端 末 設 置 数

△ 取 引 額 ラ ン ク 別 紙

1

野 菜 果 物

中 央 場 外 地 方 τa1ヲ a2 b2 C2 合 計 a3
「

03 C3 合 計 a4 b4 C4 合 計
a

(a1+補 笥
b

◎+紛 (・・♀ε:ナ 合 計

滋 賀 0 0 10 10 0 13 50 43 12 26 54 72 0 2 19 21 22 41 85 146

京 都 1 1 4 6 0 5 21 26 19 28 44 91 o 7 58 45 25 40 103 168

大 阪 5 1 22 26 4 25 61 70 16 21 29 66 9 12 10 31 55 58 100 215

兵 庫 4 1 28 55 0 58 127 165 41 45 68 154 0 14 57 71 74 97 252 425

奈 良 0 0 12 12 0 16 17 33 25 72 145 240 6 25 51 62 41 113 195 547

和 歌 山 0 0 16 16 0 12 15 25 56 31 37 104 79 113 67 259 151 156 117 404

徳 島 0 0 12 12 1 8 16 25 25 45 41 107 17 27 49 93 55 78 106 237

香 川 1 1 20 22 0 10 23 35 52 40 27 99 15 52 56 85 69 82 86 237

愛 媛 0 0 27 27 1 25 28 54 15 54 26 75 66 34 16 116 109 93 70 272

高 知 1 1 16 18 0 6 31 37 60 46 35 139 6 15 22 41 84 65 86 255

計 10 5 167 182 6 158 367 581 277 586 484 1147 198 279 545 822 663 823 1196 2682

鳥 取 0 0
1
4 4 0 9 6 15 13 16 29 58 40 56 30 106 57 61 65 183

島 根 0 0 7 7 0 8 5 11 4 7 20 31 2 5 55 42 15 20 58 91

岡 山 1 1 17 19 1 21 65 87 30 54 45 129 10 ろ8 105 155 60. 11ろ 115 388

広 島 2 1 24 27 4 1』0 54 68 22 58 72 152 42 50 54 126 95 98 180 375

山 口 0 0 56 56 5 14 69 88 19 38 47 104 14 20 42 76 74 72 158 504

計 5 2 88 93 10 62 197 269 88 173 213 474 108 129 266 505 299 364 676 1556'

福 岡 5 2 59 44 2 58 31 71 28 49 35 112 26 17 42 85 100 104 108 512

佐 賀 0層 0 17 17 1 10 ]4 25 6 11 26 45 28 8 20 56 52 29 60 141

長 崎 1 0 16 ↑7 2 7 21 30 29 68 85 182 25 26 59 110 75 101 165 559

熊 本 0 0 20 20 2 、16 25 41 19 51 28 78 24 23 24 71 65 70 75 210

大 分 0 0 15 15 0 10 20 50 12 18 8 50 17 8 18 43 42 56 46 124

宮 崎 0 0 16 16 0 22 19' 41 14 10 12 36 5 6 15 24 55 38 44 117

鹿 児 島 1 1 30 52 0 7 53 40 15 40 25 78 9 17 23 49 56 64 79 199

計 5 3 151 159 7 110 161 278 123 227 217 567 154 105 199 458 425 442 577 1442

情報処理 10 10 10 50
セ ン タ ー

農 林 省 10 10 10 50

そ の 他
' 10 10 10 50

計 54 19 888 941 76 859 1269 . 2184 1293 2410 2764 6467 844 1219 1925 3986 5202 4498 5986 15668
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表8端 末 局 の プ ロ ソク別 配 分 につ い て

サブン フ㌔ ツ ラ ン ク b C
ステム

の 数
クの
番 号

地 域 aの

端 末 〃 〃

合 計

1 北海道 207 94 111 412

2 青 森 、 岩 手 、 秋 田、 宮 城 、 山形 、 福 島 267 630 707 1486

5 茨 城 、 栃 木 、 群 馬 、埼 玉 、千 葉 、 東 京 1011 1740 2115 4866

神 奈 川 、 山 梨 、 長 野 、 新 潟、 静 岡

1 7 4 富 山、 石 川 、 福井 、 岐 阜、 愛 知 、 三 重 302 475 574 1551

5 滋 賀 、 京都 、 大 阪 、兵 庫 、 奈 良 、和 歌 663 825 1196 2682

山 、徳 島 、 香 川 、 愛媛 、 高知

6 鳥 取 、 島 根 、 岡 山 、 広 島 、 山 口 299 564 676 1356

7 福 岡、 佐 賀 、 長 崎、 熊 本 、 大 分、 宮 崎 425 442 577 1442

鹿児 島

1 北海道 207 94 111 412

2 青 森 、 岩手 、 秋 田、 宮城 、 山形 、 福 島 267 630 70ア 1486

5 茨 城 、栃 木 、 群 馬 、 埼玉 、 千 葉 、 東 京 1011 1740 2115 4866

神 奈 川 、 山梨 、 長野 、新 潟、 静 岡

2 8 4 富 山、 石川 、 福 井 、 岐阜 、 愛知 、 三 重 502 475 5ア4 1551

5 滋 賀、 京 都 、 大 阪、 兵 庫 、 奈 良、 和 歌 548 505 848 1701

山

6 徳 島、 香 川 、 愛 媛 、 高 知 515 318 348 981

7 鳥 取 、 島 根 、 岡 山 、 広 島 、 山 口 299 564 676 1559

8 福 岡、 佐 加 、 長 崎 、 熊 本、 大 分 、 宮 崎 423 442 577 1442

鹿児島
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サブン プロツ ラ ン ク b C

ステム ク の 地 域 aの 合 計
の 数番 号 端 末 〃 〃

1 北海道 207 94 111 412

2 青 森 、 岩手 、秋 田、 宮城 、 山形 、 福 島 267 630 707 1486

3 茨 城 、栃 木 、 群 馬 、埼 玉 、 千葉 、 東 京 518 1201 1567 3086

3 8 4 神 奈 川 、 山梨 、 長野 、新 潟 、静 岡 493 539 748 1780

5 富 山、 石 川 、 福井 、 岐 阜、 愛媛 、 三 重 302 475 574 1351

6 滋 賀 、 京都 、 大 阪 、 兵 庫 、 奈 良、 和歌 548 505 848 1701

山

ア 徳 島、 香川 、 愛 媛 、 高 知 、 鳥取 、 島根 614 682 1024 2320

岡 山、 広 島、 山 口

8 福 岡、佐 賀 、 長 崎 、 熊 本 、 大 分、 宮 崎 425 442 577 1442

鹿児 島

1 北海道 207 94 111 412

2 青 森、 岩 手 、 宮 城 、 秋 田、 山 形 、福 島 267 650 707 1486

3 茨 城 、 群 馬 、 東 京 、 栃 木 282 571 610 1465

4 埼 玉、 千 葉 236 650 757 1625

4 10 5 神 奈川 、 山梨 、 長野 、 新 潟、 静 岡 495 539 748 1780

6 富 山、 石 川 、 福 井 、 岐阜 、 愛 知 、三 重 502 475 574 1351

7 滋 賀 、京都 、 大 阪、 兵 庫 、 奈 良、和 歌 548 505 848 170↑

山

8 徳 島 、香 川 、 愛 媛 、 高 知 315 318 348 981

9 鳥 取 、 島 根 、 岡 山 、 広 島 、 山 口 299 364 676 1559
、

10 福 岡、 佐 賀 、 長 崎、 熊 本 、 大 分 、 宮 崎 423 442 577 1442

鹿児島
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サ ブ シス テ ム の設 置 場 所 と、 そ の ヵバ+す る範 囲 の

距離(250㎞)tt、

た だ し、 直線 距 離 の250Kmで あっ て、 寛 々公 社 の

回線 の距 離 は とれ と多少 異 っ て い る。
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じ

、

な お、端 末 局 の数 につ い て現 在我 国 で実働 して い る代表 的 な、 オ ン ライ ン ・

シス テ ムに つい てみ る と、 国鉄 の場 合 端 末装 置 の数 は約2000、 労 働 市 場 セ

ンター の シス テ ム も1200bpsの 回線 で端 末 装 置 は1500台(穿 孔 タ イ

プ ライ タ)と520台 の デー タ伝送 装 置 で あ る。 銀 行 の オ ン ラ イ ン ・シス テ ム

も、 端末 数 は1000以 上 に な る もの は あま りみ られ ない ○

この生鮮 食料 品 流 通 情 報 シス テ ムで は、 端 末装 置 は約1350'0に な る予 定

で あるo

ま た、生 鮮 食料 品 流 通 情 報 シス テ ムが サー ビス す る入 出力 情 報 は1情 報 あ た

りの文字 数 が 多い ○ 国 鉄 の座 席 予 約 シス テ ム では 、1情 報 あた り入 力、 出 力共

10～100字 程 度 で あ り、 銀 行 の オ ン ライ ン ・バ ン キ ング シ ステ ムで も、1

情報 あた りの文 字 数 は、50～300字 程 度 で あ るo

一 般 にオ ン ラ イ ン'シ ス テ ムで
、 常 時入 出 力 を要 求 され る情 報 は、 記 述 形 で

は な い が、 生 鮮 食料 品流 通 情報 シ ステ ムで は、 これ に反 して記 述形 の入 出 力 が

多 く、 例 え ば 、現 在 稼 働 して い る流 通 情報 サ ー ビス にお け る市 況 情報 で さ え も、

4800字 以上(約60字 ×80行)で 、1市 場 の1日 分 の市 況 を記述 す る○

エSO10単 位 コー ドを使 っ て、 通 信 を行kう とす る と、2400bpsの 速

さ で も、20秒 程(4800×10÷2400)か か る事 に な る0

300以 上 の 市場 が あ り、 そ れ に つい て品 目、 品 種 別 に編 集 され た 市 況 情報

は 、1市 場 の1日 分 の 市 況 を10倍 以 上 の文 字 数 にす る○ と くにみ か ん 、 りん

ご、 き ゅ うり、 きゃべ つ な どは、1日 の市 況 情報 で も10,000～50,000字 位 に な

ると推定される。 したがって通信速度 も42秒 ～210秒(3.5分)(10,000×10÷2,400～

50,000×fO÷2,400)に なる。1端 末に対 して42秒 も回 線 と処理 装 置 を 占有 され る事

は 、10000余 りの端 末 と の交 信 は 不 可 能 に近 くなb、 ソフ トウ ェアで 回送

シ ステ ム(い くつ か の決 っ た端 末 には 、 規格 品 で あ る情報 を 同時 に通信 す る)

な どに よっ て、 そ の 負 荷 を 小 さ くす る もの と して も、 産地 か らの生 産 情 報 、 そ

の他 の 市 況情 報 の入 出力 も、 常 に制 御 しなけ れぱ な らないた め、 マル チ ・プ ロ

セ ッサ構 成 と、TSSに よる マル チ ・プ ログ ラ ミン グの能 力 を持 つデ ー タバ ン
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クが、 衛 星 コ ン ピュー タ ご とに 必要 で あ るo

そ の ため に は、 シス テ ム全体 が一 つ の中央 コ ン ピ ュー タに よって 管理 され る

デ ー タ ・バ ンク を使 うの で は な く、 い くつか の 地域 ブ ロ ック ご とに 拾 いた デー

タ ・バ ン ク と衛 星 コ ン ピュー タに よっ て作 られ る複合 コ ン ピュー タ ・シス テ ム

に しなけ れ ば な らない ○ サ ブ シス テ ムは 当初 、 札幌 、仙 台 、東 京 、東 京 第2、

名 古 屋 、大 阪、 広 島 、 福 岡 の計8ケ 所 に お き、 さ らに東 京 に は8つ の サ ブ シス

テ ム を コ ン トロー ルす る 中央 コン ピュー タをお くoサ ブ シス テ ムの配 置 は、 生

鮮 食 料 品流 通 情報 シス テ ム の計 画 が 具体 化 され た段 階 で具 体 的 な入 出力仕 様 の

設 計 と端 末 か らの 情報 要 求 の発 生 頻 度 の分 布 に よる シ ミュ レー シ ョン に よって 、

最 終 的 に決 定 す るo
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表9 端末 の設置先別端末機の種類 について

機 器 使 用 目 的

農 林 省 デ ィ ス プ レ イ

農 林 省 統 計 デ ィ ス プ レ イ 総 合 情 報 の ア ウ トプ ッ ト

中 調 査 部 タ イ プ ラ イ タ

流 通 情 報 処 理 デ ィ ス プ レ イ 、

央 セ ン タ ー タ イ プ ラ イ タ
,マ ス コ ミへ 与 え る 各 種 情 報 の ア ウ ト ブ

ラ イ ン プ リンタ ッ ト

(専 用 線) 」

●

出 荷 団 体 タ イ プ ラ イ タ 年間情報(需 要 予測、総合 市況情報)

(単 位 農 協) 端 末 コ ンピュー タ 作付情報等
産 (加 入電話)

任 意 出 荷 団 体 タ イ プ ラ イ タ b毎 日の市 況、 出荷 情報

(加 入電話)

地

集 荷 業 者 タ イ プ ラ イ タ

(加入 電話)
ノ

卸 売 業 者 タ イ プ ラ イ タ 年間情報

消

(加 入電話) 作付、生育状況情報

市 毎 日の主要市況、 出荷情報
費

場 市場 、 中央市場

地 場 外 〃

地方 〃

金機 農 林 中 金 市場 の荷受会 社か ら出荷 団体へ の支払、

融 関 県 経 済 連 代金決済 の情報 を伝達す るo

一177一



倶



図22設 置先別、端末装置の種類
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喝

6ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成

サ ブ シ ステ ム と、 中央 情報 処 理 セ ン ター間 お よび各 サ ブ シス テ ム間 の ネ ッ ト

ワー ク は図25の 様 に結 ぶ もの とす る。

関東 ブ ロ ック の東 京第1、 東 京 第2、 中央 情報 処 理 セ ン ター は、共 通 制御 チ

ャネ ル を使 い 、東 京 は 回 線 の接 続 上 は1局 とみ なす○ 東 京 か らは、 残 りの 札幌 、

仙 台、 名古 屋、 大 阪、 高 松 、 広 島、 福 岡 に2400bpsの 専用 通 信 回 線 を2

回線 作 るoこ れ は シス テ ムの 拡張 をす る段 階 で、 必 要 に応 じて増 設 す る○

大 阪 か らは、仙 台 、名 古 屋 、 高松 、 広 島、 福 岡間 を2400bps専 用 回線

で1回 線 ず つ作 るo

そ の 他 に、 札 幌 一仙 台 間、 名 古 屋 一仙 台 間、 広 島一 福 岡間 にそ れぞ れ240

0bpsの 専 用 回 線 で1回 線 ずつ 結ぶo

生 鮮 食 料 品流 通 情 報 シス テ ム では 、 サ ブ シス テ ム間 が送 受 す る情 報 は 、1情f
報 当 りの 文字 数(情 報 量)が か なb多 くな る た め、採 来4800bps、48

Kbpsな どの超 高速 通 信 回線 が 実 用 化 され る ことに なれ ば 、そ れ へ の 切 りか

え を も検 討 しなけ れ ば な らないo

伝 送 され た 情報 量

現 在 稼働 して い る農 林 省 の 「生 鮮 食料 品 流通 情報 サー ビス」 で は、 市 況 情 報

は、15主 要 市場24品 目を扱 い、50bpsの 速 さで送 って入 力 に約1時 間

か か っ てい るoそ れ も直 列 的 に13市 場 の情 報 が入 るの では な く、並 列 に入 力

して これ だけ の 時間 が かか る○ 情報 量 は 日に よって異 る が、80字 ×60行 の

シー トに1枚 な い し5枚 で、 文 字 数 に す る と、4,000字 ない し15,000字

程 度 で あ るo

流 通 情 報 シス テ ムで あつか うデー タは 、 この現 行 の もの とは入 力書 式 な どが

異 る が、 この 字 数 で計 算 す る と次 の よ うな時 間 が必 要 とな る。

情報 量 、 中央卸 売 市場4,800字 ～15,000字(推 定)平 均8000字

地 方 市場2,000字 ～&000字(推 定)平 均4,000字
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表101市 場 あ た りの デー タ伝 送 所 要 時 間比

(工SO10単 位 コー ド)

ぷ 伝送速度
あ灼 の文字数＼ ;鵬 庸 走路曙 200bps

20字/秒

50bps
5字/秒

2,000字

4,000字

aoOO字

15,000字

82秒

1ZO

53.0

62.5

17秒

35

66

125

100秒

200

400

750

400秒

800

1,600

己000

〔所要 時 間 〕=〔1情 報 あた りの文 字 数 〕×10÷ 〔伝 送 速 度 〕

表112400bpsで 直 列 的 に 市況 情 報 を送 った場 合 の所 要 時 間

市況情報の平均
市場数 字数

4,800字 4,000

字

aoOO字

中央卸売市場 勧
場 外 市 場55

地 方 市 場(11)64

全市 場961

秒 分

1060(1ス7)

1280(21.5)

19220(3203)

分

15

18

267

分

30

56

554

〔 所 要 時 間 〕=〔 市 況 情 報 の 平 均 文 字 数 〕 ×10× 〔 市 場 数 〕 ÷2400

1市 場 あ た り の1日 平 均 の 情 報 量 が 、4,000字 、4,800字 、8,000字

の 場 合 に 、 そ の 情 報 を そ の ま ま の 書 式 で 、 直 列 的 に 送 っ た と す る と
、 上 の 表 の

よ う な 時 間 を 必 要 と す る 。

流 通 情 報 シ ス テ ム は 、 各 サ ブ シ ス テ ム が デ ー タ 蓄 積 、 加 工 の 主 要 な 工 程 を 受

持 っ の で 、 こ の よ う な 単 純 な 累 計 だ け で 情 報 量 を 推 定 す る こ と は 避 け な け れ ぱ

な ら な い が 、1市=場 あ た り 平 均4,800字 と 云 う 情 報 量 は 、 か な り 大 き な も の

と い え る 。

各 サ ブ シ ス テ ム が 、 市 場 を 平 均100受 け 持 ち 、 市 況 情 報 の 一 次 加 工 を 行 な

っ て、1市 場 あ た りの 情 報 量 を3,000字 平 均 と す る と 、 サ ブ シ ス テ ム か ら 中 央

情 報 処 理 セ ン タ ー へ の 通 信 時 間 は 、(3,000×10÷2,400)×100÷60=

21分 で あ るoこ れ が 、 集 計 、 分 類 、 編 集 さ れ 、 セ ン タ ー か ら サ ブ シ ス テ ム へ
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返 送 さ れ る場 合 は 約190分 と なる。

従 って 、第 一 次導 入 、 第二 次導 入 期 は、2,400bps2回 線 で、 他 の通 信

も行 なえ る と して も、 第 三 次導 入 の 前 に通 信 回 線 を高速 な もの へ切 り替 え るか 、

あ るい は 回線 数 の増 設 をす る必 要 で あ ろ うo

各 サ ブ シス テ ム は東 京(中 央 情 報 処 理 セ ン ター)に2回 線 ず つ専 用 通 信 回 線

を備 え て い るが、 この 他 に隣接 す る サ ブ シス テ ム間 に1回 線以 上 の ネ ソ トワー

クを 作 り、 地域 間 の情報 交流 は、 中央 情報 処 理 セ ン ター を介 さ ない 通 信 を可 能

に して お き、 セ ンター に 集 中 して い る通 信 回 線 が事 故 に よって不 通 とな った場

合 の 予 備経路 とす るo

通 信 回線 ネ ソ トワー クの距 離 の一 覧表 を次 の表12に 示 す 。

,
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表12通 信 同 線 ネ ッ トワー ク と距 離 お よび専 用 線 費用

罐 翻 札 幌 仙 台 名古屋 大 阪 高 松 広 島 福 岡 合 計

東 距 離 829 502 269 408 547 687 899 3941

京 料 金 1044 517 452 581 751 884 1044 5273

東 距 離 1658 604 558 816 1094 1374 1798 7882
一
泉
⇔ 料 金 2088 1054 904 1162 1502 1768 2088 10546

東 距 離 1208 1076 1652 2748 6664
山
示
④ 料 金 2108 1808 2524 3556 9776

大 距 離 629 141 140 282 492 1684

阪 料 金 884 283 283 452 656 2558

名 距 離 498 498

古
屋 料 金 656 656

福 距 離 216 216

岡 料 金 594 394

仙 距 離 533 553

台 料 金 751 751

東 京 集 中 ネ ソ トワー ク2回 線 、 大 阪 一 仙 台 、 大 阪 一名 古 屋 、大 阪 一高 松 、 大

阪 一広 島、 大 阪 一 福 岡、 名 古 屋 一仙 台 、 福 岡一 広 島、 仙 台一札 幌 間各1回 線 と

す る と、 総延 長10,813㎞ とな るo(表12参 照)
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表13通 信回線距離費用対応 表

繁 鴎 福 岡 広 島 高 松 大 阪 名古屋 東 京 仙 台 札 幌

札

幌

距 離

料 金

1449

1549

1251

1549

1170

1549

1065

1230

960

1250

829

1044

555

751

仙

台

距 離

料 金

1095

1230

880

1044

760

1044

629

884

498

656

502

517

東

京

距 離

料 金

899

1044

687

884

547

751

408

581

269

452

名
古
屋

距 離

料 金

631

884

419

581

280

452

141

283

大

阪

距 離

料 金

492

656

282

452

140

283

高

松

距 離

料 金

352

517

147

283

広

島

距 離

料 金

216

394

福

岡

距 離

料 金

●
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7。 中継 局(サ テ ラ イ トシ ステ ム)の 構 成

7。1中 継 局 の機 能

生 鮮 食料 品流 通 情報 シ ス テ ムで は、 端末 局 の 数 が 非 常 に 多 く、 対 象 とす る端

末 月 数 は 全 国 で約13,760vak－ よび、8サ ブ シス テ ムで それ ぞ れ地域 を分 割

して受持 っ と して も1サ ブ シス テ ム あた り430な い し5000の 端 末 局 が 割

りあて られ る こ とに な るoラ ンクbの 段 階 で の 端 末 局 の分 布 をみ る と、 最 高1

ア00を 割 りあ て られ るサ ブ シス テ ム が で きて くるoラ ンクcの 最 大数300

0が 整 理 統 合 され 、 多 少 す くな くな る と して も、1サ ブ シス テ ム あた りの端末

局 数 は か な り多い もの とな るoそ の た め、 サ ブ シ ス テ ム と端 末 局 との 間 に 中継

設 備 を お き、 い くつ か の端 末 局 を集 約 し、 高 速 通 信 回 線 に のせ か え て、 サ ブ シ

ス テ ム と結 ぶ 方 法 に よって 、 回線 使 用 料 の軽 減 、 セ ンター側 の通 信制 御 装 置 の

チ ャ ンネ ル の節 約 をは か る必要 が あ るo

中継 局 の機 能 は 次 の とお りで あ るo

　

　

　

　

　

0

θ
↑

白P

@

侮

端 末 局 か ら低 速 回 線 で 送 られ て くる情報 を集 約 し高速 回線 にの せ か え るb

情報 の優 先 度 の コ ン トロー ル

情報 内容 の コー ドチ ェソク

伝 送 制 御 手 順 な どの 変 更、 処 理

端 末 局 とサ ブ シス テ ム間 の情 報 交 換 のバ ッフ ァ リング

以 上 の機 能 を もち通 信 制御 用 ソ フ トウ ェア を 備え 、 一定 の記 憶装 置 を持 つ多

重通 信 制 御 装 置 につ い て考 え る と、 今 日の ミニ コ ンの そ れ は一 般 に16な い し

32回 線 ま での 集 約 が可 能 とさ れ て い る が、 近 い 将 来 に は実 質 上64回 線 度

の 制御 は可 能 に な る もの と考 え られ るo

端 末局 対 中継 局 比 を、16:1、32:1、64:1の 場 合 を検討 す る と、

中継 局 の 数 は概 算 次 の よ うにな る〇
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表14中 継局数 の概算

全国 の端末月 数 端 末 局 比
16:1

端 末局 比
52:1

端末 局 比
64:1

ラ ン クaの 場 合 5172 輸220 輸110 ㈹55

ランクbの 場 合 Z640 450 250 120

ラ ン クcの 場 合 15596 900 500 250

●

表14に み られ る よ うに、 対 端 末局 比 を16:1と す る と、 ラン クbで 約4

50中 継局 、 ラ ンクcで 約900中 継 局 を設置 しなけ れ ば な らな い○ また、3

2:1と して も、 ラ ン クbの 場 合 約250中 継 局 、 ランクcの 場 合 は 約500

中継 局 と な り設 置経 費 お よび維 持 管理 、 また サ ブ シス テ ム側 で の コ ン トロー ル

は 、 量 的 に も質 的 に も、 大 変 で あ る○ 全 国 の 中継 局 数 は、 約120局 程 度 な ら

ば 、1サ ブ シス テ ム あたb平 均15中 継 局 とな り、 全国 で250局 程度 な らば

1サ ブ シス テ ム あた り平 均52中 継 局 で あ り、 ほ ぼ妥 当 な もの と考 え られ る○

した が って、 端 末局 比 は64:1と し、 全 国の 中継 局 数 は ラン クbの 場 合 に

約120局 、 ランクcの 場 合 に約250局 とす る0

7.2中 継 局 の 構 成

ミニ コ ン ピュー タ(4～8KB)を 中央 処 理装 置 と し、補 助 記憶 装 置(磁 気

デ ィス ク装置 又 は磁 気 ドラ ム装 置)と 入 出 力用 タ イプ ライ タ、 高 速通 信 制 御 装

置 、 多重 通 信制 御 装 置 な どか ら構 成 す る○ 高 速 通信 回線 は1200bpsま た

は2400bpsと しサ ブ シス テ ム と結 ぶ ○ また端 末 局 とは200bps(ま

た は50bps)の 通 信 回線 で結 び、 多重 通 信 制御 装 置 に よって64回 線 を集

約 す るo
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図24中 継 局 の 構 成

　

サ ブ システ ムへ

1200bps

MODEM

ま た

2400bps

高

速

通

信

制

御

部

入 出 力

タ イプ ライ タ

中央処理装 置

補助記憶装置

多

信

制

目

通

信

線

接

続

部

MODEM

MODEM

MODEM

端末局へ

50bps

ま たは

200bps

7.3中 継局 に対 す る端 末 局 割 り当 て

端 末 局 を どの 中継 局 に接 続 させ る かは 、 ネ ッ トワー ク を構 成 す る上 で重要 な

こ とで あ る。 特 に 中継 局 あ た りの 情報 取 り扱 い負 荷 を均 等 に す る必要 が あ る。

又1つ の端末 局 か ら複 数 の 中継 局 に接続 す る のは 、 回 線 が 長 くな るの で好 ま し

くな く、最 終 的 に はTree構 成 とす べ きで あ ろ う○

端末 局 割 当 て の ア ル ゴ リズ ム.

・1つ の端末 局 か らす べ て の 中継 局 に接 続 した場 合 の モ デ ル を想 定 し、 そ の中

か ら1つ の 中継 局 を選 ぶ方 法 を とるo

・モデ ルの 設 定 に 関 して は 、 回線 長 とデ ー タ量 か ら構 成 した が 、実 際 問題 と し

て は、 地 域 性 の 問題 、 回 線 布設 の問 題等 もモ デ ル設 定 の為 の 要 因 と もな る。

こ こでは、 モ デル 設 定 の一 例 と して 中継 局 の トラ フ ィ ソク量 を平 滑化 す る方

法 で地域 割 を行 な った が 、逆 に地域 割 りを固 定 して結 合 す る中継 局 を決 定 す

るな ど、 今 後 さ らに検 討 す る必要 が あろ う○

・中継 局 がn個 、 端 末 局 がm個 あ る と仮 定 し、 中継 局 に対 す る端 末 局 の最 適 割

当 て を考 え るo

、
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中継局 は

端末 を、

端末局

xi(i=1

y-j(j=1

n)

m)

yjQデ ー タ量 をDj

サ テ ライ ト局xiか ら端 末 局yjま で の距 離 を 担jと するo

●

図25

○

○

ト ラ フ ィ ッ ク 量 をDjLijで 定 義 す るo

xijはxiよ りyjに 接 続 す る こ と を 意 味 し、xij=1の 時
、 接 続 、

xij=0の 時 、 接 続 し な いo

xi局vak－ け る 総TRAFFJC量 はTi

Ti=D1・Li1・ 十D2・Li2・xi2十 十Dml,im・xim

と な りD1・Li1=cユ1と 表 わ せ ば

ロ
Ti=Σ=Cij・xijと 表 わ せ る ○(i=1

、n)」
=1
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ロ
この 時 Σ二Tjを 最 少 に し、 か つ各Tjの 値 のば らつ きを最 少 にす るxij

j=1

を求 め れ ば 良いo

但 し

x工 」=

XllX12

×21×22

XD1

x工J

XIIn

X2m

xnm

の行 ベ ク トル におい て どれ

か ひ とつ のみ1と な りそ れ

以 外 は0と な るo
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8.端 末 局設 置 の 順 序

端 末 装 置 の導 入 と全 国 の ネ ッ トワー クは 次 の よ うな段階 的 な拡 張 に よっ て完

載 す る。

1)第1次 導 入

(1)中 央、 関係 官 庁 な ど、

中央 情報 処 理 セ ン ター に端 末 装 置10台 、 農 林 省 に10台 、 そ の他 関係

機 関 に10台 、 計30台 を設 置 す る○ 業 務 は、統 計 デー タ の 出 力、 消 費 情

報 の入 力、 必 要 な生 産 、 市 況 情報 の検 索 、 出力 な どを行 な うo

(2)卸 売 市 場 、 卸 売業者

1類 都 市 の青 果 物 卸 売 市 場55台(中 央 卸 売市 場34十 場 外 市場19)

と地 方 市場888市 場 に各1台 設 置 す るoま た と くに生鮮 食 料 品 流通 情 報

シス テ ムの利 用 度 が高 く、 利 用 者 か ら増 設 の要 求 の あ る場 合 に は、2台

以 上 の設置 も認 め るo

卸 売業 者 に対 しては 、 上 記 の1類 都 市 の卸 売業 者 お よびそ れ以 外 の特 に

大 きな市 場 の卸 売 業者 に1台 ず つ設 置 す る○(計76台)

業 務 は、 市況 情 報 の入 力 お よび、 産 地 情 報 の 出力 で あ る。

(3)産 地、 出荷 団 体

主要 産 地 の 農 林 省統 計 調 査 事 務 所 、k・ よび 出張所 に各1台 ず つ 端末 装 置

を設置 す るo業 務 は、 流 通 情報 交 流 シス テ ムの 初 期段階 で は 、 産 地 情報 の

入 力 を行 な う○ 流通 情 報 交 流 システ ムの完 成段 階 で、産 地 の 出荷 団体 で の

操 作 が定着 し、端 末 機 の効 率 的 な利 用 が で きる よ うに なれ ば 、産 地 情報 の

入 力業務 は統 計 調 査事 務 所 か ら、 出荷 団体 に移 し、 出荷 団 体 の端 末 か ら直

接 行 な う。

出荷 団体 に つ い て も取 引 量 の規 模 ご とに分類 し、取 引 額 の大 きな出荷 団

体 か ら順 次 導 入 す るo第1次 導 入 で は、 ランクaに あた る 出荷 団 体、 野 菜

1,293(台)、 果 実844(台)、 計2,187(台)を 対 象 とす る。 業

務 は、 初 期 段階 で は産 地 、 生 産 者 の必 要 とす る生産 情報 、 市況 情報 の 出力
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を行 な うo対 象 出荷 団体 に 全 部設 置 さ れ、 そ の全 出荷 団体 が端 末 機 の操 作

と情報 の利 用 が定 着 した段 階 で、 生 産 情報 の入 力業 務 も行 な うこ と とす る。

ll)第2次 導 入

(1)中 央 、 関 係 官 庁

第1次 導 入 の50台 の み と し、増 設 は しな いo

(2)卸 売業 者

第1次 導 入 の76台 に加 え 、取 引 額 ラン クbの 卸 売 業 者(859)に ま

で対 象 を拡 張 し、 計915台 に す るo

(3)産 地 、 出荷 団体

第1次 導 入 の2,137台 に加 え、 取 引 額 ラ ン クbの 出荷 団 体 に ま で対 象

を拡 張 し、野 菜5,703(台)、 果 実2,063(台)の 出荷 団 体 に端 末機

を設 置 させ るo

田)第3次 導 入

(1)中 央 、 関 係官 庁

増 設 しない○

(2)卸 売 業 者

卸 売 業 者 の取 引 額 ランクc(2,169)に ま で対 象 を広 げ、 設 置 台数 を

合計2,184台 にす る。

(3)産 地 、 出荷 団 体

第2次 導 入 に加 え、 取 引額 ラ ンクcに ま で対 象 を広 げ 、 設置 台 数 を、野

菜 合計6,467(台)、 果 実 合 計3,986(台)と す る〇
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表15端 末 機 の設 置 と段 階 的 拡張

但 し、 荷 受 会 社 、産 地 には各1台 と した場 合

()は 累 計

第1次 導入計画 第2次 導 入 計 画 第5次 導 入計 画

官 農 林 省 2 2(4) 一(4)

「

中 庁

央

関
係 そ の 他 4 2(6) 一(6)

機 流麗
通 セ 中央 情 報処 理 セ ン ター 2 1(5) 1(4)

関 情 ソ

]・畏メ
処| 衛 星 セ ン タ ー 8 8(16) 一(16)

小 計 16 15(29) 1(30)

卸
市

市 場 53 888(94川
一(941)

場

売

市
卸 売 業 者a 76 一(76) 一(76)

場
卸

売 卸 売 業 者b
一 839(839) 一(859)

関 業

係 者 卸 売 業 者c
一 一 1,269(1,269)

小 計 129 1,727(1,856) 1,269(3,125)

産 地 統 計 事 務 所
150 一(150) 一(150)

産 (出 張 所)

地

・

出 荷 団 体a
(野 菜)1,293

(果 実)844

一(2
,137)

一(2
,157)

出

荷
出 荷 団 体b

(里藻)2,410(3
,629)(果実)

1,219

(5629)

団

体
出 荷 団 体c

(野菜)2764(4
,687)(

果 実)1,925

小 計 2,287 3,629(5,916)' 4,687(10,603)

合 計 2,452 5,569(ス801) 5,957(15,758)
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9.シ ス テム 設置 経 費 の試 算

9。1概 要

生 鮮 食 料 品流 通 情報 シス テ ム のハ ー ドウ ェアの概 要 につ い ては 前 章 ま でに述

べ たoま た端末 局 の設 置 も第1次 導 入 、 第2次 導 入 、 第3次 導 入 とい うよ うに

段 階 的 に拡 張 して ゆ くもの と し、 それ に対応 す る シス テ ムの導 入 設 置 経 費 の試

・算 を次 の よ うに お こな う
○

表16シ ス テ ム設 置 経 費 試 算

第1次 導入 第2次 導入 第5次 導入
最 終 合 計数 費 用 数 費 用 数 費 用

中 央 コ ン ピ ュ ー タ 1
億円

30 1
億 円

10
億円
0

億円
40

衛 星 セ ン タ ー

(サ ブ シ ス テ ム)
8 190 8 29 8 31 250

中 継 局 8 8 9 25

通 信 回線設 置 費 2 1.5 1.5 5

ソフ トウ ェア 開 発 費 5 1 1 5

そ の他(諸 費用) 3 1 1 5

合 計 256.0 50.5 43.5 530.0

9。2サ ブ シス テ ム に 使 用す る コン ピュ ー タの 構成

端 末 局 の 分布 につ い ては 先 の表8で 計 算 した が、 そ の 際 端 末機 数 は 各端 末

局 に各1台 と して試算 し、2台 以 上 必 要 とす る端末 局 につ い ては 考慮 しなか っ

たo

端 末 局 の 分布 は各 サ ブ シス テ ムに 所属 す る端末 の数 が均 等 に な る よ うに調整

す る こ とが好 ま しい が 、 流通 圏 の 分布 と、 デー タ の発 生、 ア ウ トプ ッ トの要 求

の 発生等 を考 え る と、 プ ロ ッノ は流 通 圏 を基 準 と して 設 け る方 が効 率 的 で あ る

と考 え られ る。
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従 って各 サ ブ シス テ ム の構成 は、 必 要 度 に応 じて構成 部 分 を変 え る方式 とす

る・ 例 え ば・D・PS-1の よ うな コ ン ピー一 夕で は
、演 算 装 置 、 記憶 装 置 、 入

出 力装 置 が 、 そ れ ぞ れ モ ジ=一 ル 化 され、 各 部1～4の モ ジ ュー ル で任 意 に構

成 す る こと が で きるoし た が って基 本 的 には 同 じ機 種 の コ ン ピュー タを使 用 し

て、 各 サ ブ シス テ ムに よって構 成 を変 え る方法 を とる○

ま た 関東 甲信 越 ブ ロ ックは、 地 域 も広 く、 流 通 量 も多 い上 端 末 局 数 が 多 いo

した が っ て、 サ ブ シス テ ムの構 成 を最 大 の もの に して も処 理 能 力 は 不 足 す る と

考 え られ るの で、 この地域 を二 分 し、 サ ブ シ ステ ム をニ ケ所 に設 置 し
、 端末 を

割 当 て た ○

9.3サ ブ シス テ ム の 設置 費

表17サ ブ シス テ ムの 導 入段 階 別 設 置 経 費

■

ブ ロ ッ ク
サ ブ シス テ ム
設 置 場 所 第1次 導入 第2次 導入 第3次 導入

1.北 海 道 札 幌
L億 円」
10 ,翻 ,鞠

2.東 北 仙 台 20 2(22) 3(25)

5関 東 甲信越 東 京1 30 5(35) 5(40)

4.〃 (東 京u) 50 5(35) 5(40)

5中 部 東 海 名 古 屋 20 5(25) 5(50)

6.近 畿 大 阪 25 5(50) 5(35)

Z中 国 ・四 国 広 島 25 3(28) 2(30)

a九 州 福 岡 20 2(22) 5(25)

合 計 8サ ブ シス テ ム 190 29(209) 31(235)

()は 累 計
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10。 端 末局側(利 用者)の 端末設置経費と維持費試算

10.1利 用者 側 の 負 担 の範 囲

生 鮮 食 料 品 流通 情 報 シス テ ム の組 織 者 は、 中継 局 まで を作成 し、 そ こま での

シス テ ムの維 持 管 理 をお こな うo

情報 の利 用者 は、組 織者 に対 して情 報 提供 の 申 し込 み をす る と同時 に、 中継

局 か らの回 線 の使 用 を電 々公 社 に 申請 し、 回線 の確 保 と、端 末 装 置 を 自社 内 に

置 く と と とす るo

利 用 者 は 、 次 の ことを行 な うもの とす る。

a)生 鮮 食料 品 の 生産 、流 通 に関 して発 生 した情報 を、 定 め られ た書 式 に従

って流 通 情報 処理 セ ンター に提 供 す るo

b)生 鮮 食料 品 流通 情報 シス テ ムが 収集 した 情報 を、 定 め られ た書 式 に従 っ

て要求 し、 そ の 提供 を受 け る事 がで き る。

回線 の 接続 と負担

端末 の設 置者 は 中継 局 ま で の 回線 の設 置経 費 と維 持 経 費 とを負 担 す る○ サ ブ

シス テ ム まで の 回線 の接 続 方 法 は、 直 接 、端 末一 サ ブ シス テ ム間 を結 合す る方

法 と 、 回 線 制 御 用 ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ を 介 して 、 サ ブ シ ス テ ム 中継局

端 末 を結 合 す る方法 とが あ るo本 シス テ ムでは 、端 末 局 の 数 が 多 い た め、

後者 の方 法 を標 準 的 な結合 方 法 とす るo

図26端 末 を サ ブ シス テ ム に直接 結 合 す る場 合

サブシステム 通 信 制 変 復調

(衛 星センター)御 装 置 装 置

変復調
装 置

端末装置一
変一一198一
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図27端 末 を中継局 を介 して結合す る場 合

制
中
局

信
用

通
御
継

鰯
置

変
装

調
置

復変
装

制
置轟

ム

ン

テ

セ

)雀
変復調 変復調 端 末
装 置 装 置 装 置

利用者側負担

10.2通 信 回 線 料 の算 出 につ い て

表18市 外専用料金の算出法

200bps 2400bps

0〈x≦20㎞

20〈x≦40

40〈x≦240

240<x

2,040x円

1,040x十20,000

590x十58,000

440x十74,000

5,850x円

2,990x十5Z200

1,690x十109260

1,300x十202,800

●

(2400bqs料 金 は1200bps料 金 の5割 増 し とな って い るo)

公 衆 通 信網 に よる チ ー タ通 信(専 用 線 で な い一 般 の 加入 電 信 網)の 実 施 は 東

京 地 区 で は広 域 時 分 制 の 実 施 さ れ る48年5月 か らの 予定o又 、 この時 期 か

らは 、 音 響 カ ップ ラー も使 用 可 能 の見 込 み で あ る。
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表19東 京を中心 とした市外専用 回線料金の例(使 用度数 には無関係)

都 市 200bps月 額 200bps年 額 2400bps月 額 2400bps年 額

東 京'市外 20 ¥40,800 ¥489,600 ¥11ZOOO ¥1,404,000

浦 和 23 43,920 52ス040 125,970 1,511,640

横 浜 29 50,160 601,920 145,910 1,726,920

千 葉 33 54,320 651,840 155,870 1,870,440

水 戸 98 95β20 1,149,840 274,820 3.29Z840

宇 都 宮 99 96,410 1,156,920 276,510 3,318,120

前 橋 100 9ZOOO 1,164,000 278,200 3,338,400

甲 府 109 102,510 1.22ス720 293,410 3,520,900

静 岡 150 126,500 1,518,000 362,700 4,352,400

松 本 171 138,890 1,666,680 398,190 4,778,280

長 野 179 143,610 1,725,320 411,710 4,940,520

新 潟 256 186,640 2,239,680 535,600 6,42Z200

通信端末機器 70,000 840,000 300,000 5,600,000

表20端 末局 の設 置費用(回 線種 別)

回 線 費 端 末 費
計

bi七/se七 回 線 設 備料 取 付 料 債 権 自社端末 費

50bps 2線 式 1.0 0.5 2ZO 10.0 5&5

100bp8 〃 1.0 0.5 2ZO 10.0 385

200bps 〃 1.0 0.5 2ZO 10.0 3a5

200bps 4線 式 2.0 0.5 24.0 10.0 365

1200bp8 2線 式 1.0 0.5 28.0 10.0 595

1200bp8 4線 式 2.0 0.5 2&0 10.0 40.5

2400bpe 〃 2.0 0.5 45.0 10.0 5Z5

距 離 に 関係 な く 単 位:万 円
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表21端 末 局 の 維 持 費 用

bi七/sec 距 離 基本額 加算額 変復調
装 置

混合使
用 料

レ ン タ

ル 料 計

50bps 30㎞

50

1.5

2.4

1.65

2.75

0.65 0.15

0.24

5.0 8.95

11.49

100bps

50

50Km

100

300

2.0

3.1

5.7

12.1

1.65

2.75

5.5

16.5

0.65

0.2

0.31

0.57

1.21

5.0

955

11.81

1ス42

35.46

200bps

2線 式

30

50

100

500

2.5

4.0

ス2

15.3

1.65

2.75

5.5

16.5

0.65

0.25

0.4

0.72

1.55

5.0

10.05

12.80

1907

38.98

200bps

4線 式

50

50

100

300

2.5

4.O

Z2

15.3

3.3

5.5

11.0

35.0

0.65

0.25

0.4

0.72

1.53

5.0

11.65

15.50

24.52

55.45

1200t)ps

2線 式

30

50

100

300

5.5

8.8

16.1

34.0

1.65

2.75

5.5

16.5

0.65

0.55

0.88

1.61

5.40

5.0

(注)

15.37

18.08

28.86

69.55

1200bps

4線 式

30

50

100

500

5.5

8.8

16.1

54.0

3.3

5.5

11.0

33.0

0.65

0.55

0.88

1.61

5.40

5.0

(注)

15.00

20.83

54.36

1

76.05

2400bps

4線 式

50

50

100

300

Z3

11.7

21.4

45.2

3.3

5.5

11.0

35.0

1.06

0.55

0.88

1.61

弓.40

5.0

(注)

1Z21

24.14

4aO7

8Z66

単位:万 円
注:1200bps以 上 の レ ンタ ル料 は規 模 に よ り違 う、表 は最 小 の例
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レ ン タル料 は 端末 装 置 と して入 出力 タィ ブ ラィ タ を想 定 した場 合 の費 用 と

した。 した が っ て端 末 装 置 に ミニ コ ンを使 用 す る構 成 や 自社 の 業務 用 コン

ピュー タを利 用 す る場 合 には レン タル料 は これ と こ とな る。 また 入 出 力 タ

イ プ ライ タで もそ の規 模 、 性 能 に よっ て この レ ン タル料 は こ となっ て くる・
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10.3端 末 機 の 種 類

端 末機 の種 類 は 各 種 用 意 し、 利 用者 の選 択 に よっ て設 置 す る○

図28自 社 内 の コ ン ピュー タ と接続 す る場 合

中継局 通信制 変 復調
御 装置 装 置

変 復 調 自社 内
装 置 コンピュータ

図29専 用 の端 末用 ミニ コ ンに よる場 合

自 社 用 ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ

濃霧響 黍復謹 嚢夜警 嚢速印刷

図50タ イ プ ラ イ タに よる低 速端 末 装 置 の場 合

中継局 通 信制 変復調
御装 置 装 置

変 復 調 入 出力 タ イ プ ラ イ タ
装 置

(㌻∵ つ
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資 料1シ ス テ ム 構 成 に 対 し て 考 え ら れ る 案

A)階 層 型 中 央 管 理 方 式(hierarchy

B)LOOP型NETWQ,RK方 式

0)完 全NETWQRK方 式

D),中 央 集 中 型NETWQRK方 式

A)Hierachysys七em

↓「辣

1 II川

、

1

〃

3

一一.・.
衛 星
コン ピュ
ー タ1

〃

2

〃

n

/ ＼＼
一 層 ー 一 一

ll
端末局
一

〃 口

sys七em)

ほ とん どの フ ァイル を中央

コ ン ピュー タが管 理 し、情

報 の 交 換 は 中央 を介 して行 な

う○衛 星 コ ン ピ ュー タは端

末 の 制御 だ け を行 な う。

全 品 目の デ ー タ量 、種 類 が

少 ない場 合 に は有効 で あ る

が、地域 内流 通 品 目の ファ

イ ル も 中 央 で 管 理 .し、 そ の ア ク セ ス も 中 央 を 介 す る の は 、 無 駄 で も あ る 。

又 、 地 域 内 デ ー タ の フ ァ イ ル を 衛 星 コ ン ピ ュ ー タ が 管 理 す る シ ス テ ム と す る

と ・ 衛 星 コ ン ピ ュ ー タ も 高 能 力 な 大 型 機 を 使 う必 要 が お き て く る と 推 察 さ れ る ○

又 、 衛 星 コ ン ピ ュ ー タ1に 属 す る 端 末 か ら 、 衛 星2の フ ァ イ ル を ア ク セ ス す る

の に 、 中 央 を 介 す る の は 無 駄 で あ るO

B)LOOP型NETWORK方 式

⑤へ=

端末

中 央
sub

:二 」① へ
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LOOP型NETWORKは 、 衛 星 コ ン ピュー タで ルー プ を作 り、情 報 をそ の

ル ー プの中 へ 流 し、 指 定 さ れ た衛 星 だけ が それ を処理 し、 他 はそ の ル ー プの 中

で次 の衛 星 にそ の情 報 を送 る だ け とす るoフ ァイル は そ れぞ れ生 産 地 を カバー

す る衛 星 シス テ ム内 で 管理 す る。

この シス テ ムで は 、 ル ー プ とな る通 信 回 線 の負 荷 が 非 常 に 大 き くな る危 険性

が あ る○ 又 、 ノレー プの 一 部分 だ け に大 きな負荷 が かか る事 が 予 想 さ れ るO

C)完 全NETWORK方 式

完 全 ネ ッ トワー ク方 式 で は 、衛 星 コ ン ピュー タが 、 中 央 お よび、 全衛 星 コ

ン ピュー タ と回線 で結 ば れ た シス テ ム で あ るo

デー タ フ ァイル は 、 生 産 地 の衛 星 コ ン ピュー タが管 理 す るo

この方 式 は 、 回線 の 負 荷 は少 なくなる瓜 使用 頻 度 の極 めて少ない回 線 を設置

して しま う危 険 が あ るo文 金 回 線 の総 延 長 が非 常 に長 くな るo

ター ンア ラン ドタ イ ムは 、 最 も高速 に な るで あ ろ うo

衛 星 コン ピュー タ は、 デ ー タ ・ベ ー ス ・シズ テ ムの 高 度 な能 力 を もつ大 型

機 とす る。



D)中 央 集 中型NETwqRK方 式

良

中央 集 中 型NETWQRK方 式 は 、衛 星 コ ン ピュー タは、 流通 の あ る地域 との

衛 星 と、 中 央 コ ン ピュー タ との回 線 とを もつ ○ 衛星 コ ン ピュー タ ど うしの回線

は、 一 定 の 使 用 頻 度以 上 の 予想 さ れ る もの を結 ぶo回 線 の 直接 結 ば れ てい ない

衛 星 間 での 情報 伝 達 が 発 生 した場 合 は 中央 を介 す る。

デー タ ・フ ァ イソレは、 そ の生産 地 を カバー す る衛 星 コンピュー タが管理 する。

中央 コ ン ピュー タは 、全 集 計 デ ー タや、 統 計 的 フ ァイル のみ を持 つ ○衛 星 コ

ン ピュー タは、 デ ー タ ・ベ ー ス シス テ ム の で き る大 型 機 とす るo

ター ン ア ラ ウ ン ド ・タ イ ムは、c)の 完 全NETWORK方 式 と同 じ程 度 に 高

速 で あ るo回 線 はc)よ り も短 く効 率的 で あ るo

どの衛 星 と どの衛 星 を回線 で結 ぶ か との問題 は、 シ ミュ レー シ ョン で解決 す

るo
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出 荷 団 体 合 計

野 菜 =果 実

A B C A B C A B C

137 174 241 9 15 20 207 301 412

137 1ア4 241 9 15 20 207 50] 412

137 174 241 9 15 20 207 501 412

1 15 31 55 215 357 62 260 457

3 19 50 5 32 73 24 75 161

2 11 49 1 10 25 15 41 106

0 0 32 9 51 44 18 51 110

4 12 35 52 107 252 50 15] 514

29 101 179 29 60 107 80 201 558

59 158 376 131 455 836 249 7ア9 1485

176 332 617 140 470 856 456 1080 1898

106 431 647 10 43 125 140 515 838

32 8ア 131 4 14 49 58 145 256

25 81 144 5 11 46 48 130 246

64 354 768 17 62 148 153 507 1054

61 265 416 7 22 52 103 559 589

0 7 35 0 0 7 36 65 143

14 41 102 11 19 54 48 111 216

20 55 139 45 66 187 70 155 342
〈

86 190 306 95 2]2 324 206 442 699

8 47 90 2 14 58 28 98 199

51 103 151 43 68 84 141 246 524

465 1661 2929 255 551 ]112 1011 2751 4866

641 1995 3546 575 1001 1968 1467 5831 6764

16 64 158 2 4 25 29 85 187

7 25 44 1 8 19 ]4 45 82

10 54 55 0 5 25 18 63 158

19 80 151 5 18 51 48 145 276

94 179 254 12 50 89 151 326 467

18 56 91 9 24 46 42 113 181

164 436 733 29 109 255 302 777 1551

805 2429 4279 404 1110 2223 1769 4608 8115
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出 荷 団 体 合 計

野 菜 果.実

A B C A B C A B C
`

12 58 72 0 2 21 22 65 146

19 47 91 0 7 45 25 65 168

16 57 66 9 21 31 55 115 215

41 86 154 0 14 71 74 171 423

25 95 240 6 51 62 41 154 347

36 67 104 79 192 259 151 287 404

23 66 10ア 17 44 93 55 151 257

32 72 99 15 47 85 69 151 257

15 49 75 66 100 116 109 202 272

60 106 139 6 19 41 84 149 235

2ア7 663 1147 198 477 822 663 1486 2682

1082 3092 5426 602 1587 3045 2452 6094 10798

15 29 58 40 76 106 57 118 183

4 11 31 2 ア 42 15 33 91

50 84 129 10 48 153 60 173 588

22 80 152 42 72 126 95 193 375
」

19 57 104 14 54 76 74 146 304

88 261 474 108 237 503 299 665 1339

1170 3555 5900 710 1824 3548 2731 6757 12156

28 77 112 26 43 85 100 204 312

6 17 45 28 56 56 52 81 141

29 97 182 25 51 110 73 174 539
-

19 50 78 24 47 71 65 135 210

12 50 38 17 25 45 42 78 124

14 24 56 5 11 24 35 ア5 117

15 55 ア8 9 26 49 56 120 199

123 350 567 134 259 438
・

425 865 1442

1295 5705 6467 844 2063 5986 5154 7622 13578

一215・ 一



.

舟

◆

'

'

者業売卸

C

7

7

7999

3

4

2

7

5

5

2

94222350922

4

7

8

8

6

2

8

0

8

4

1

6

543568751455445只)

7

3

1

2

9

9

1

61175ア260211

B

只)

8

∩◎55〔
」

4

0

8

3

8

1

4

221112951

.

7

5

0

1

7

9

9

8

9

0

7

0

212243221238524

0

8

7

5

2

8

0

214-25イー361只∨

A

7

7

7

0

2

0

2

0

3

7

41

0

5

4

2

0

7

1

1

4

1

9

2

654

4

0

1

2

0

0

ア

35

方地

2

2

2999

3

4

7

7

3

3

7

94212359812

4

7

8

8

2

3

6

0

8

6

1

3

2453683314257647

7

1

1

2

7

9

7

911756240201

外揚

4

オ4

4

0

0

3

0

0

0

5

7

0

0

0

0

3

3

8

0

0

ア

0

1

82155

0

1

0

0

6

0

7

56

央中

1

1

1

0

0

2

0

0

0

2

3

0

0

0

0

1

6

4

0

0

1

0

2

5122

0

1

0

0

6

0

7

23

場市

方地

2

2

2R)5⊂」

6

4

0

7

4

9

0

2イー111721

4

9

8

0

3

1

8

6

1

5

8

3

521]532121368〔∠zJ

7

4

7

2

2

5

7

2241984

外揚

1

1

1

0

0

1

0

0

0

1

2

0

0

0

0

1

1

2

0

0

1

0

5

7

0

1

0

0

1

0

2

9

央中

1

1

1

0

0

1

0

0

0

1

2

0

0

0

0

1

7

2

0

0

1

0

1

311

0

1

0

0

2

0

3

61

名県

道

計

計海北小累

森

手

城

田

形

島

計

計青若宮秋山福小累

城

木

馬

玉

葉

東

川

梨

野

潟

岡

計

計奈茨栃群埼千束神山長新講小累

山

川

井

阜

知

重

計

計富石福岐愛三小紫

ケ

ー

ス

2

1

2

5

4

一214一



●

●

●

●

出 荷 団 体 合 計

野 菜 果 実

A B C A B C A B C

157 174 241 9 15 20 207 501 412

137 174 241 9 15 20 207
曽

501 412

137 174 241 9 15 20 207 301 412
.

1 15 31 55 215 35ア 62 260 457

3 19 50 5 32 73 24 75 161

2 11 49 1 10 23 15 41 106

0 0 52 9 31 44 18 51 110

4 12 35 32 107 252 50 151 514

/

29 101 179 29 60 107 80 201 558

59 158 376 151 455 856 249 779 1485

176 332 617 140 470 856 456 1080 1898
`

.

106 451 647 10 45 123 140 515 858
」

32 87 131 4 14 49 58 143 256

25 81 144 3 11 46 48 130 246

64 354 ア68 17 62 148 133 507 1034

61 265 416 7 22 52 103 359 589

0 7 55 0 0 7 36 65 143

14 41 102 11 19 34 48 111 216

20 55 139 43 66 187 70 135 342

86 190 306 95 212 324 206 442 699

8 47 90 2 14 58 28 98 199

51' 105 151 43 68
・

84 141
'
246 324

465 1661 2929 235 551 1112 1011 2751 4866

641 1995 5546 575 1001 1968 1467 3851 6764
'

16 64 158 2 4 25 29 85 187

7 25 44 1 8 19 14 45 82

10 34 55 0 5 25 18 63 158

19 80 151 5 18 51 48 145 276

94 179 254 12 50 89 151 326 467

18 56 91 9 24 46 42 113 181

164 436 753 29 109 255 302 777 1351

805 2429 4279 404 1110 2223 1769 4608 8115
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出 荷 団 体 合 計

野 菜 果 実

A B C A B C A B C

12 38 72 0 2 21 22 65 146

19 47 91 0 7 45 25 65 168

16 37 66 9 21 51 55 115 213

41 86 154 0 14 71 74 171 423

25 95 240 6 31 62 41 154 347

36 67 104 79 192 259 151 287 404

147 370 727 94 267 489 548 855 1701

952 2799 5006 498 1377 2712 2117 5461 9816

23 66 107 17 44 95 55 151 23ア

52 72 99 15 47 83 69 151 237

15 49 75 66 100 116 109 202 272

60 106 159 6 19 41 84 149 235

130 293 420 104 210 553 515 635 981

1082 3092 5426 602 1587 3045 2452 6094 10798

13 29 58 40 76 106 5ア 118 、183

4 11 51 2 7 42 13 33 91

30 84 129 10 48 155 60 175 588

22 80 152 42 72 126 95 195 373

19 57 104 14 54 76 74 146 504

88 261 474 108 257 503 299 665 1359

1170 5355 5900 710 1824 5548 2731 6757 12156
.

28 77 112 26 43 85 100 204 512

6 17 43 28 56 56 52 81 141

29 97 182 25 51 110 73 174 539

19 50 78 24 47 71 65 155 210

12 50 58 17 25 45 42 78 124

14 24 36 5 11 24 35 73 117

15 55 78 9 26 49 56 120 199

123 550 567 134 259 458 425 865 1442

1295 5703 6467 844 2063 3986 5154 7622 13578
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1

出 荷 団 体 合 計

野 菜 果 実

A B C A B C A B C

137 174 241 9 15 20 207 301 412

157 174 241 9 15 20 207 301 412

176 332 617 140 470 856 456 1080 1898
.

1 15 31 55 215 357 62 260 437

5 19 5'0 5 32 75 24 75 161

2 11 49 1 10 23 15 41 106

0 0 52 9 31 44 18 51 110

4 12 35 32 107 232 50 151 314

29 101 179 29 60 107 80 201 558

59 158 3ア6 131 455 836 249 779 1486

39 158 376 131 455 856 249 779 1486
㎡

'106
451 647 10 43 123 140 515 838

52 87 131 4 14 49 58 143 236

25 81 144 3 11 46 48 130 246

64 554 768 17 62 148 133 507 1034

61 265 416 7 22 52 103 359 589

0 7 55 0 0 7 36 65 143

286 1225 2141 41 152 425 518 1719 5086

462 1557 2758 181 622 1281 974 2799 4994

14 41 102 11 19 54 48 111 216

20 55 139 45' 66 187 70 155 342

86 190 506 95 212 324 206 442 699

8 47 90 2 14 58 28 98 199

51 103 151 43 68 84 141 246 324

179 436 ア88 194 379 687 493 1032 1780

641 1995 3546 575 1001 1968 1467 5851 6764
.

16 64 138 2 4 25 29 85 187

7 23 44 1 8 19 14 46 82

10 34 55 0 5 25 18 63 158

19 80 151 5 18 51 48 145 276

94 179 254 12 50 89 151 326 467

18 56 91 9 24 46 42 113 181

164 436 753 29 109・ 255 302 777 1551

805 2429 4279 404' 1110 2225 1769 4608 8115
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県 名 市 場 卸 売 業 者

ス

3
中 央 場 外 地 方 中 央 場 外 地 方 A B C

滋 賀 0 0 10 0 0 43 0 15 43

京 都 1 1 4 3 14 9 0 5 26

大 阪 3 1 22 5 27 58 4 29 90

兵 庫 4 1 28 4 6 155 0 38 165

6 奈 良 0 0 12 0 0 35 0 16 55

和 歌 山 0 0 16 0 0 25 0 12 25

小 計 8 3 92 12 47 523 4 115 582

累 計 24 12 574 44 112 1352 57 675 1488

徳 島 0 0 12 0 0 25 1 9 25

香 川 1 1 20 2 4 27 0 10 33

愛 媛 0 0 27 0 0 54 1 26 . 54

高 知 1 1 16 2 8 27 0 6 37

鳥 取 0 0 4 0 0 15 0 9 15

島 根 0 0 7 0 0 11 0 8 11

7

岡 山 1 1 17 1 22 64 1 22 87

広 島 2 1 24 8 14 46 4 14 68

山 口 0 0 36 0 0 88 5 19 88

小 計 5 4 165 15 48 357 12 123 418

累 計 29 16 737 57 160 1689 69 798 1906

福 岡 5 2 59 5 5 63 2 40 71

佐 賀 0 0 17 0 0 25 1 11 25

長 崎 1 0 16 1 0 29 2 9 30

熊 本 0 0 20 0 0 41 2 18 41

大 分 0 0 13 0 0 30 0 10 50

8

宮 崎 0 0 16 0 0 41 0 22 41

鹿 児 島 1 1 50 2 1 57 0 ア 40

小 計 5 5 151 6 6 266 7 117 278

累 計 54 19 888 65 166 1955 76 915 2184
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荷 受 団 体 合 計

野 菜 果 実

A B C A B C A B C

12 38 72 0 2 21 22 65 146

19 47 91 0 7 45 25 65 168

16 37 66 9 21 51 55 113 213

41 86 154 0 14 71 74 171 423

23 95 240 6 51 62 41 154 347

36 67 104 79 192 259 131 287 404

147 370 727 94 267 489 548 853 1701

952 2799 5006 498 1377 2712 211ア 5461 9816
'

23 66 107 17 44 93 53 131 237

32 72 99 15 47 85 69 151 257

15 49 75 66 100 116 109 202 272

60 106 159 6 19 41 84 149 235

15 29 58 40 76 106 57 118 183

4 11 31 2 7 42 13 33 91

50 84 129 10 48 153 60 175 588

22 80 152 42 72 126 95 193 373

19 57 104 14 54 76 74 146 304

218 554 894 212 447 836 614 1296 2320

1170 3553 5900 710 1824 5548 2731 6757 12136
.

28 77 112 26 43 85 100 204 512

6 17 45 28 36 56 52 81 141

29 97 182 25 51 110 75 174 359

19 50 78 24 47 71 65 155, 210

12 30 38 17 25 43 42 78 124

14 24 56 5 11 24 55 73 117

15 55 78 9 26 49 56 120 199

123 550 567 134 239 438 425 865 1442

1295 5703 6467 844 2063 3986 5154 7622 15578

'
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ケ

|

県 名 市 場 卸 売 業 者
,

ス

4
中 央 場 外 地 方 中 央 場 外 地 方 A B C

北 海 道 1 1 52 1 4 92 7 58 97

1 小 計 1 1 52 1 4 92 ア 58 97

累 計 1 1 52 1 4 92 7 58 97

青 森 0 0 6 0 0 45 0 24 43

岩 手 0 0 14 0 0 24 2 10 24

宮 城 1 1 10 2 3 17 0 8 22

秋 田 0 0 7 0 0 27 2 13 27

2 山 形 0 0 14 0 0 53 0 18 35

福.島 0 0 19 0 0 53 3 21 53

'」・ 計 1 1 70 2 5 197 7 94 202

累 計 2 2 122 3 7 289 14 152 299

茨 城 0 0 24 0 0 44 0 17 44

栃 木 0 0 19 0 0 57 3 23 37

群 馬 0 0 18 0 0 58 4 20 68

5

東 京 7 1 21 16 25 53 7 29 72

小 計 7 1 82 16 23 152 14 89 191

累 計 9 3 204 19 50 441 28 241 490

埼 玉 0 0 50 0 0 68 2 41 68

4
千 葉 1 1 33 1 5 82 0 37 86

小 計 1 1 83 1 5 150 2 78 154

累 計 10 5 287 20 35 591 30 319 644

神 奈 川 2 2 18 4 18 56 1 29 58

山 梨 0 0 6 0 0 10 1 8 10

長 野 0 0 21 0 0 48 4 19 48

5 新 潟 1 1 15 1 7 26 1 20 54

静 岡 0 0 38 0 0 51 9 57 51

小 計 3 3 98 5 25 171 16 115 201

累 計 15 8 585
』25

58 762 46 432 845
.

富 山 0 0 7 0 0 17 4 10 17

石 川 1 1 4 1 1 11 0 8 15

福 井 0 0 ア 0 0 71 1 17 71

岐 阜 0 0 22 0 0 52 2 25 52

6
愛 知 2 1 42 6 6 67 0 52 79

三 重 0 0 15 0 0 29 0 18 29

小 計 5 2 97 7 7 247 7 150 261

累 計 16 9 482 32 65 1009 55 562 1106
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荷'受 団 体 合 計

野 菜 果 実

A B C A B C A B C
.

137 1ア4 241 9 15 20 207 301 412

137 1ア4 241 9 15 20 207 501 412

157 174 241 9 15 20 207 301 412

1 15 31 55 215 557 62 260 457

5 19 50 5 52 73 24 75 161

2 11 49 1 10 25 15 41 106

0 0 52 9 31 44 18 51 110

4 12 35 32 107 252 50 151 514

29 101 179 29 60 107 80 201 358

39 158 376 131 455 836 249 779 1486

176 332 617 140 470 856 456 1080 1898

106 431 647 10 45 123 140 515 838

32 87 151 4 14 49 58 143 256

23 81 144 3 11 46 48 130 246

0 7 55 0 0 7 36 65 143

161 606 957 17 ・68 225 282 853 1465

557 938 1574 157 538 1081 756 1951 3379

64 354 768 17 62 148 155 507 1034

61 265 4]6 7 22 52 103 35.9 589

125 619 1184 24 84 200 256 866 1625

462 1557 2758 181 622 1281 974 2799 4994

14 41 102 11 19 54 48 111 216

20 55 139 43 66 187 70 135 342

86 190 306 95 212 524 206 442 699

8 47 90 2 14 58 28 98 199

51 105 151 45 68 84 141 246 324

179 456 788 194 379 687 493 1032 1780

641 1995 3546 375 1001 1968 1467 5831 6764
.

16 64 158. 2 4 25 29 85 187

7 23 44 1 8 19 14 45 82

10 54 55 0 5 25 18 63 1'58

19 80 151 5 18 51 48 145 276

94 179 254 12 50 89 151 526 467

18 56 91 9 24 ・46 、42 113 181

164 456 735 29 109 255 502 777 1551

805 2429 4279 404 1110 2225 1769 4608 8115
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荷 受 団 体 合 計

野 菜 果 実

A B C A B C A B C

12 38 72 0 2 21 22 63 146

19 47 91 0 7 45 25 65 168

16 37 66 9 21 31 55 113 213

41 86 154 0 14 71 フ4 171 423

23 95 240 6 31 62 41 154 547

56 67 104 79 192 259 151 287 404

147 570 727 94 267 489 548 855 1701

952 2799 5006 498 1577 2712 2117 5461 9816
■

25' 66 107 17 44 95 55 151 257

32 72 99 15 4ア 85 69 151 237

15 49 75 66 100 116 109 202 272

60 106 159 6 19 41 84 149 235

150 295 420 104 210 535 515 635 981

1082 5092 5426 602 1587 3045 2452 6094 10798

.

13 29 58 40 76 106 57 118 185

4 11 31 2 7 42 13 33 91

30 84 129 10 48 153 60 175 388`

22 80 152 42 72 126 95 193' 3ア5

19 57 10.4 14 54 76 74 146 504

88 261 474 108 237 503 299 665 1339

1170 3553 5900 710 1824 3548 2731 6757 12136

28 77 112 26 45 .85 100 204 512

6 17 43 28 36 56 52 81 141

29 97 182 25 51 110 73 174 559

19 50 78 24 47 71 65 135 210

12 50 38 17 25 43 42 78 124

14 24 56 5 11 24 55 73 117

15 55 78 9 26 49 56 120 199

125 350 567 134 259 458 423 865 1442

1295 3705 6467 844 2063 3986 5154 7622 15578

一225一



W

.φ



`

禽

「

4

資料5端 末設置基準について 都、道、府、県別 端末設置数

1)第1次 導入 の対象(ラ ンクaの 卸売業者 お よび 出荷 団体)と なる端末同数の県別分布図
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3)第5次 導入の対 象(ラ ンクcの 卸売業 者 お よび出荷団体)と なる端末局数の県別分 布図

2

2

2

(∠

7

1

M

W

C

T

M

W

C

T

14
35

267

3f4
M;1

W:54

48

M

W

G

19T:358

53

ク&6

 

5

7

6

8

19

57
180

56

o

,,:1ジ

M:24

 

M

W

C

.

.

18

38

190

246

50＼

80:0

、T:1034

 

M

W

O

T

M

W

C

T

21

48

630

699

砿
冶

M

W

C

T

22

52

202

276

M:54

W:97

0:261

T:450

M55
W86

C468

589/

 

0

6

6

1

5

M

W

O

0

7

7

8

M

W

:

4

C

41T

83

M:4

W:15

 

7

1

M

:

5

W

7

1

・
・
9

C

・
、

T
/

る

16

22

42

19

87

282

388

M:27

W:68

C:278

巴 ご

M:36

W:88

0:180

T.:504

M:22

W:58

㌃w
鍋

79-

:345

A:46

 

5

9

ぷー

(∠

73

8

M:市 場数

W:卸 売:業者数

C:出 荷団体数

丁:総 数

M:29

W:72

C:42

1T:a45

WT:215

c

T:

:16

W:25

0;、4。4

・6f97 12

35

ζ

M:22U:Y

W:55T:2

M:12

W:25'

:200

でT・こ2る

M:18

W:37

M:44

W:71

『
C:197

T:312

M:15

w:5

M20

W4イ

C149

T:210

C:81

T:124

・

 

、
〃

17

30

29

53

」
M

W

G

T

O
も

、

6

1

1

4

0

1

6

M

W

:

:

G

T

●

一2ろ イ～2三52一

 

`

'

t

『



`

'

'♪

ゴ



r

,

θ

ぞ

♂

'

資料4

ウ

ウ

イ

マ

マ

ン

ギ

ギ

ヨ

ソ

マ

マ

ギ

カ

田
賜
㌘
惣
怖㌢

三

…
麗

纂
…鷲

ぢ
㌘

㌶
㌻

鷲

㌫

11-9

リヨウ

115

81

8

9

318

132

48

51

28

45

4

6

2

.
2

農林 省 「生 鮮 食料 品 流 通 情報 サ ー ビス 」の ア ウ トプ ジ トフ ォー ム

ノ、レ

ヤ スネ タ カネ ナ カ不

モ チ アイ

200400500

ツ ヨモ チア イ .

7001000800

350600450

--600

ツ ヨモ チ アイ

700800750

--800

カ ワ ラズ

400600500

コ!∨ こダカ

120200150

モ チ ア イ

7001000800

10001200-

11501200一

ヨ ワフ ク ミ

103020

204030

2528-

50エ ンヤス.

500450400

500500400

450500一

コ ジツ カ・リ

8001600-

60'01100800

モ チア イ

150020001800

18002200一

ヨ コバ イ

一-40

カ ワ ラズ

600800-

700900800

キ ロ キカク

5ホ ンエル

20エ ル

10エ ル

10エ ル

7エ ルア ライ

10エ ル

4エ ル

8エ ル

15エ ル

15エ ル

15エ ル

.4ジ ヨウ

.dジ ヨウ

.4ジ ヨウ

5エ ム

5エ ム

5エ ム

4エ イ9ム

4エ イエム

10シ ウエム

10エ イエム

.15シ ウエル

10エ ル

10エ ル

ウ

一

,

…霧

}霧

隠

鶯

㌫
鮒㌫
…一還

芸

㌢

㌶
三

栖

一233一

14

150

125

37

11

12

8

7

8

zJ

ツヨモ チア イ

6001000

11001200

8001500

コ!∨ ミダ カ

500850

ソ ヨモ チァ ィ

14501500

ヨワモ チァ ィ

1200i300

100d1300

12001400

15001800

ヨ ワフ ク ミ

5001100

コノ∨ ミジ ヨウシ ン

1550

20ろ0

モチ ア イ

500800

500600

ツ ヨモ チ ア イ

10002000

8001300

ハ ン ラク

1025

コノ∨ ミゾク ラク

1588

ハ シユ ウマツニクラベ

エノキダケガ コァマイホカハ

ウゾ ウモ ニサバキヨク

〇

一

〇

〇

一

〇

一

一

一

一

〇

〇

一

〇

〇

5

5

0

2

8

0

6

3

7

1

1

一

〇

一

〇

〇

5

0

0

0

0

1

6

Q
O

5

0

4.■

-

4ナ ガレ`'ft'マ

8エ ルセマ

4エ ムヤマ

20エ ル

20エ ル

20エ ル

10エ ル

10エ ル

10エ ル

10エ ル

1ナ ガレ

.5ナ ガレ

.5ナ ガレ

5エ ル

8エ ル

5エ ル

10ナ ガレ

10ナ ガレ

1タバ ェル

.1エ イ

2ワ リカタノゾウカ ホ ウレンソ

ゼンバ ンニ ホユ ウイチア

タイセイハ ツヨモチアイシヨウ



カンダ11-9

ヒンモク リョウ

リンゴ204

コウギョク122

認
コLゾレ

ナガノ

ヤマガタ

スター

アオモリ

働

フクシマ

:)

フユウ

アイチ

⇔

ガ

ヤヤナシ

アイチ

フクシマ

モン

アメリカ

サ

ナンベイ

タイワン

ノ北!

ヤスネ タカネ

ツヨモチアイ

コアマイ

10ケ ンチョウ

10001800

61ツ ヨモチアイ

230ソ ララク

101-

42-

36-

25一

モ チアイ

4300

モ チアイ

100

90

ナカネ キロ キカク

1400

1550

1500

18シ ウエム ナンyウ

18シ ノウ92RソLlt/1

18シ ウ92マ ツレウメ

130010ト クシウ30-36マ ソ叱 ラ

150016ナ が肖/

2300

5300

2400

一1600

-1700

-1850

-1500

-1550

-1750

-1500

-1800

-2200

-1800

-1800

-1800

-1750

-1500

-1750

-1200

-1200

4500

120

120

16シ ウ36マ ルウメ

16シ ウ54オ サナギ

16シ ウ56-42マ ルオク2

1

15シ ウエム トウサン

15シ ウエム マ1レfト

15シ ウエム ヤマノウエ

15シ ウエム ギフ

15シ ウエム オオノ

15シ ウエム マ]uコ

15シ ウエム マルガ

15シ ウエム!吻 ギwo・ン

15シ ウエム マルヒロ

15シ ウエム マノ4

15シ ウエム マルエイ

15シ ウコ込 イサワ

15シ ウエム?1レ マツ

15シ ウエム マルセイ

15シ ウエム トウサン ジヒ』

15シ ウエム ィイザカ!ザ ヤ

15シ ウユム ーVJ1!ラ ノsイヤ ・

17140コ

1キヤベン

1㌣ ン

一234一

ミカン897モ ヂ アイ

エ ノレ エ ム

mbガ 元フ3414501400

14501500

シ宕 ラウ1118001750

14001400

ワカヤ・マ411ア001700
、

19001900

18001850

ヒ[ツ マ2820502050

22002200

20002000

エ ヒメ11427002500

28002600

19001900

20001950

21002100

28002600

29002600

オオイタ1016501650

17001700

サフゲ14318001800

18001800

17001700

G6001650

16501650

16501650

f6001650

クマモ ト17321002050

23002200

2iOO2100

18001850

18001800

24002200

1850.1800

フクオカ51618501850

21502200

16bo1700

25002200

16001700

17501750

17001750

16501800

17001750

カ=ゴrシ々514501550

16001〆50

か 勇ソケイ1345

ガ イキヨウ

ニユウカ

ソウモカワし形 ツヨモヂ アイ

バ 毛

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

ス

8

8

0

5

5

0

5

5

0

0

0

0

0

0

0

0

5

0

5

0

5

5

5

0

5

5

0

0

5

,
0

5

5

5

0

5

0

5

0

0

0

0

0

5

6

8

9

6

8

6

7

8

7

7

5

6

3

3

7

3

6

7

7

9

1

9

1

3

8

9

0

4

2

6

6

7

7

6

5

6

5

4

9

0

9

8

7

エ

ー

1

1

1

1

1

1,

1

2

1

2

2

1

1

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

メイガラ

15シ ウ オオクボ

15シ ウ カタウラ

15シ ウ ウチウラ

15シ ウ オキッ

15コ ウ マルナン

15シ ウ マルナン

15シ ウ ナガ

15ユ ウ セ トダ

15シ ウ セトダ

15シ ウ オオツキ

15ユ ウ マァナ

15シ ウ マアナ

15ユ ウ オチ

15シ ウ オチ

15シ ウ ィヨ

15シ ウ カワカミ

15シ ウ トノマル

15ユ ウ ヒジ

15シ ウ ヒジ

15ユ ウ ・yi49

15シ ウ

15シ ウ

15シ ウ

15シ ウ

々yヒタ

抗

タラ

マツウラ トウ

t5シ ウ オギ

15シ ウ カラツ

15ユ ウ テカ イ

15シ ウ テンスィ

15シ ウ カワキ

15シ ウ ァシキタ

15シ ウ ナンカンコゥ

15シ ウ シラノ'マ

15シ ウ タマナ

15ユ ウ ヤマカワ

15シ ウ ヤマカワ

15シ ウ イ トジマ

15シ ウ カミウチ

15シ ウ シングゥ

15シ ウ シラキ

15シ ウ フクマ

15シ ウ クロキ

15シ ウAt9レ

15・ ユウ イズ ミ 、

15シ ウ イズミ

シzウマツニクテベ2ワ リ6ブガタノソウカ リンゴ ニユウ

カキキコウソウカラソクラク ミカンク、ヨコ

{

,
'
㌔

.」



o

]

●

、

.

乳

材 鉦 断 転 載

昭 和47年5月 発 行

財 団 法 人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

東 京都 港 区 芝公 園5丁 目5番8号

機 械 振 興 会 館 内

[rEL(454)8211(代 表)

ア イ ァ 印 刷

東 京都新 宿区 津 久戸 町1番 地

TEI」(268)6958

46--SOO8



■

つ

.



}

.

|

、

・

..
ー

-

`

.
ー
.
ン

`

＼

.

)

.
ー

`
へ・」

,

'

一

`

.

一}　 ・..一 「　
」「

一
''

・

'

'

'.ゴー一一一一.

 

一

・

'

一ー 一

.

`

一　

P

,

O

・

一

.・

 

1

」

」

/

r

ー

ー

ー

.」

・

　

～

ー

.

↑

(



W

・


